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その腕で惑わせて　人物紹介







山田　恵




　佐原とは恋人同士。両親亡き後育ててくれた兄・望が海外赴任になってしまい、一人暮らしを余儀なくされていた際にやってきた兄の友人・佐原にキスされてしまう。







佐原隼人




　売れっ子恋愛小説家。マンションで一人暮らしをしている恵の話を兄の望から聞き、訪ねていった先で、眠りこんでしまった挙句、寝ぼけて恵にディープキスをしてしまう。







山田　望




　恵の兄。高校時代から友人・久我竜大と恋人同士になり、現在二人で海外に赴任中。佐原とも高校時代からの友人同士。恵には甘い。







久我竜大




　望、佐原とは高校時代からの付き合い。大企業グループの御曹司で、現在はグループ内の提携海外企業へ、望とともに赴任中。







五十嵐




　恵の友人。口下手だが、信頼できる人物。







松下塔子




　女優。佐原原作の映画の主演をつとめたこともある。







野上　弘




　佐原のマネージャー。もともとは大学時代の後輩。





その腕で惑わせて






１







　目に鮮あざやかな若葉の緑が初夏を感じさせる季節。


　節約とやらで、空調がいっさい入っていない小講堂の開け放たれた窓から、そよそよと気持ちいい風が吹ふき込んできている。


「おい、起きろ」


　窓まど際ぎわの特等席で、頰ほお杖づえをついて気持ちよくうたた寝ねしていた山やま田だ恵めぐむは、軽く頭をこづかれて目を覚ました。


「講義中、寝っぱなしじゃないか。たるみすぎだ」


　高校時代からの友人、五十嵐いがらしが気むずかしそうな顔で小言を言う。


「あー、うん。でもほら、この席、風が気持ち良くってさ」


　気き恥はずかしさに、へへへと笑って誤ご魔ま化かそうとしたのだが、五十嵐は眉み間けんのしわをより深くした。


「今日に限ったことじゃないだろうが。真ま面じ目めに講義を受けたのは最初の一週間ぐらいで、あとはずっとこの調子だ」


　五十嵐はいったん言葉を切ると、声を低めてつけ加えた。


「……なにかトラブルでもあったのか？」


　その言葉の、言外の意味を悟さとって恵はぎょっとする。


「な、ないよ。まったく問題なし」


「それならいいんだが……」


　恵には七歳年上の男の恋こい人びとがいて、高三のときからずっと同どう棲せいしている。


　五十嵐はその事実を知っている数少ない人間のひとりで、高校時代からなにかと気を配ってくれているのだ。


（問題なさ過ぎて、逆にちょっとつまんないんだけどさ）


　恵は、正直な気持ちを心の中でだけ、こっそりと呟つぶやいた。








　高校時代、あまり勉強に対して熱心じゃなかった恵は、自分の現在の学力に見合った大学に進学できればいいや程度に進路を考えていた。


　だが、恋人の佐さ原はら隼はや人とがそれに待ったをかけた。


　反対の理由は、恵の学力に見合った大学が、現在ふたりが暮らしている佐原の家から通うには少しばかり遠すぎること。


　もちろん通えないほどの距きよ離りじゃなかったし、恵だって少々の不便は覚かく悟ごの上だ。


　だが、それでも佐原は、長距離通学はあまり好ましくないです、とやんわりとストップをかけてくる。


　頭ごなしに反対されたなら、少しは反発したかもしれない。


　だが現実は、その逆。


　定番のおっとりとした微笑ほほえみを浮うかべた佐原に、四年間も通うところなんですから慎しん重ちように検討しましょうね、とソフトな態度で再考を促うながされると、もう少し真しん剣けんに考えなきゃいけないような気分になってしまうのだ。


　反発する機会もないまま、気がついたときには佐原が強く勧すすめる近場の大学が恵の本命となってしまった。


　そこは、通うぶんにはらくちんなのだが、恵の偏へん差さ値ち的にはちと厳しい。


　必然的に、その後の恵は悲ひ惨さんな生活に突とつ入にゆうすることになる。


　自分が勧めたのだから責任取りますよと、専属の家庭教師を申し出た佐原に促されるまま、受験勉強三ざん昧まいの日々。


　恋人が自分の仕事のスケジュールを調整してまで、受験勉強に付き合ってくれていることを思うと、どんなにしんどくても気晴らしに脱だつ走そうすることもできなかった。


　たまに外でデートしようよと誘さそいかけても、受験が終わったらとやんわりとかわされてばかり。


　だがまあ、そんな苦労の甲か斐いあって、今、恵は希望した大学に通って、講義中に呑のん気きに居い眠ねむりができる身分になっているのだが……。








（……失敗して、一いち浪ろうしてもよかったかも）


　喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れるとはよく言ったもので、今の恵は、そんな困ったことを考えている。


　毎日、きっちり勉強のスケジュールを組まれ、佐原に見張られていた日々は決して楽しいものじゃなかった。


　でも、佐原がそこまでして近場の大学にこだわる理由を恵は知っていた。


　通学に時間がかかるような大学に恵が進学したら、ふたりで過ごす時間がそれに伴ともなって短くなる。


　言動の端はし々ばしから、佐原がそれを酷ひどく嫌いやがっていることが感じとれていたのだ。


　たかが一～二時間程度のことなのに、姑こ息そくにもあれやこれやと理由をつけて恵の進学先を変へん更こうさせた佐原がなんだか子供みたいで面おも白しろく、それ以上にその気持ちが嬉うれしい。


　だからこそ、そんなに一いつ緒しよにいたいと思ってくれるんなら頑がん張ばってみるかと一念発ほつ起きして、窮きゆう屈くつでつまらない勉強漬づけの日々をなんとか乗り越こえることもできたのだ。


　だが現在、恵の受験が終わると同時に、佐原はすっかり滞とどこおってしまっていた自分の仕事にかかり切りになってしまっている。


　小説家という仕事柄がら、佐原は自宅で仕事をしているから、家に帰りさえすれば一緒にいられるのだが、肝かん心じんの佐原の心は仕事に向けられていて、いつもどこか上の空なのだ。


（一緒にいる時間は長くても、あれじゃな）


　今にして思うと、受験シーズンが懐なつかしい。


　あの頃ころの佐原はいつも自分のことだけを考えてくれていた。


　だらけずに真剣に勉強してるかどうかと密ひそかに探さぐりを入れてくる視線を感じる瞬しゆん間かんは、スリリングで楽しくもあった。


　恋人が自分だけを見て、自分のことだけを考えてくれる。


　恋人のすべてを独どく占せんしているのだと実感できる、幸せな瞬間。


　とはいえ、実際に受験浪ろう人にんになって一年も勉強漬けってのはさすがに嫌だし、根気も続かないだろう。


　もうひとつだけ、佐原を独り占じめする方法があることを、恵は経験上知っている。


　恵が佐原以外の誰だれかに興味のあるふりをするだけでいい。


　口先だけの挑ちよう発はつで、きっと佐原は豹ひよう変へんする。


　自らの独占欲や嫉しつ妬と心を抑おさえきれなくなって、恵を強く束そく縛ばくしたがるようになる筈はずだった。


　常におっとりとした笑えみを浮かべ鷹おう揚ように構えているから、周囲の人達からは穏おだやかな性格だと思われている佐原だが、実際は違ちがっている。


　物事に対する興味や執しゆう着ちやく心が極きよく端たんに少ない性格だったために、感情が大きく揺ゆれるような機会に恵めぐまれなかっただけなのだ。


　恵という特別な存在を得たことで、安定していた佐原の感情は徐じよ々じよに振しん幅ぷくが激しくなりつつあるようだ。


　恵の些さ細さいな挑発に乗って、激しい感情を爆ばく発はつさせてしまうほどに……。


（……二度とやんないけどね）


　感情をむき出しにした佐原に強く求められることは、恵にとって決して嫌な体験じゃなかった。


　だが佐原は、理性を失った自分の行こう為いを暴力の一種だと感じているらしく、いまだに悔くやんでいる節がある。


（ま、しょーがないか）


　手を伸のばせば届くところにいつも恋人がいて、仕事も充じゆう実じつしている。


　そんな今の生活に、佐原が満足しているのは確かだ。


　惚ほれた弱み、自分の不満は少しの間だけ棚たな上あげしておいてやろうと恵は思う。


（今の仕事が一段落ついたら、我が慢まんしてる分、思いっきり構ってもらおーっと）


　不満を数えるより、先の楽しみに心を馳はせていたほうが建設的。


　恵が未来のデートコースをあれこれと検討していると、


「居眠りの後は百面相か？　つきあいきれん、先に行くぞ」


　五十嵐が、ひとりでさっさと出口に向かって行ってしまう。


「あ、待てよ」


　恵は慌あわてて机の上の資料をかき集めると、後を追った。








「これからすぐバイト？」


　足の速い五十嵐に走って追いついて聞くと、五十嵐は軽く頷うなずいて答えた。


　もし時間があったらコーヒー一いつ杯ぱいと引き替かえに、さっきの講義のノートを見せて貰もらおうかと思っていたのだが、あてが外れた。


「頑張るなー。早朝のバイトもしてんだろ？　身体からだヘーキ？」


　五十嵐は高校時代から親元を離はなれアパート暮らしをしていたのだが、大学入学と同時に学費以外の親からの仕送りを一いつ切さい断ったのだそうだ。


　だから今は、生活費などを稼かせぎ出すためにバイト三昧の日々を送っている。


「言ってなかったか。最近、実入りの良いバイトひとつに絞しぼったんだ。だから体力的には問題ない」


「実入りが良いって、どんな？」


　土木工事か、はたまたネット系の新種の業種か。


　興味を惹ひかれた恵の質問に、五十嵐はむすっと唇くちびるを歪ゆがませる。


「…………そのうちな」


　どうやら、あまり知られたくない仕事らしく、そう言ったきり無言の構えだ。


（なんなんだろ？）


　内ない緒しよにされると知りたくなるのが人の常。


　しつこく食い下がりたいところなのだが、妙みように生き真ま面じ目めで頑がん固こなこの友人の性質上、しつこく食い下がれば食い下がるほど沈ちん黙もくの強度も増すに違いない。


（ま、いーか。修しゆう子こさんにでも聞こ）


　修子は恵達よりひとつ年上の五十嵐の彼女で、恵にとっては気の合う女友達だ。


　元気なのは五十嵐から聞いて知っているが、合格祝いをして貰ったとき以来会っていない。


　携けい帯たいにメールでも入れてみようかと恵は思った。


「あ、いたいた」


　不意に肩かたを叩たたかれて立ち止まる。


　振ふり向くと、名前は知らないものの、たまに同じ講義で見かける顔だった。


「なに？」


　急な用事でもあるのだろうかと、恵は軽く小首をかしげて聞き返したが、相手は急に息を呑のんでなにかに驚おどろいたような顔になる。


　そのままマジマジと見つめられて、恵は居い心ごこ地ちが悪くなった。


　隣となりに居る五十嵐に、なんとかしてくれと救いを求めて視線を向ける。


「ったく……。──おい、惚ほうけていないでさっさと用件を言え」


　五十嵐は面めん倒どうくさそうに大きくため息をついてから、肩を手の甲こうで叩いて相手を促うながした。


「あ、ああ、……悪い。──さっきの講義を受けてた奴やつらとこれからボウリングに行くんだけど、あんたらもこないか？　あんたら二人が来るなら参加するって子もいるしさ」


「俺はバイトがあるから遠えん慮りよしておく」


　まるでスイッチが入ったみたいに急に勢いよく話しはじめた同級生に、五十嵐は考える間もなくあっさりと断りを入れた。


「じゃ、君は？　ボウリングの後は居酒屋に流れる予定になってんだ。ふたりでつるんでばかりいないで、この機会に人脈ひろげてみたら？」


「んー、どーしよっかな」


　変化のない日々に退たい屈くつ気味だった恵は、ボウリングと聞いてけっこう乗り気になっていたのだが、続いて居酒屋と聞いた途と端たんに一気に気分が萎なえた。


　前に何回か誘さそわれて行ったことがあったのだが、あまり楽しいとは感じなかったのだ。


　物静かでおっとりとした佐原と一いつ緒しよに過ごしているせいなのか、酔よっぱらって大声ではしゃぐあの騒さわがしい雰ふん囲い気きにはついていけなかったし、ああいった席で当然のように行われる恋れん愛あい絡がらみの駆かけ引きや、即そく席せきカップルをつくろうとする企き画かくに巻き込まれるのも面倒だとしか思えない。


　いやになって、こっそり途と中ちゆうで抜ぬけ出したこともあるぐらいだ。


　確かに彼が言うとおりで、恵は五十嵐とつるんでばかりいるから大学生になってからの知り合いは極端に少なかった。


　だがそれで一向に構わない。


　高校時代の恵は、年よりも幼く見える可愛かわいらしい顔とサービス精神旺おう盛せいな話術を駆く使しして、いつもクラスメイトの輪の中心にいた。


　その当時は、早世した両親が残してくれたマンションでひとり暮らしをしていたから、その寂さびしさもあって学校に居る間ぐらいはみんなに囲まれて賑にぎやかに笑っていたかったのだ。


　だから人気者でいるために努力さえしていた。


　でも、ふとしたきっかけで、自分で思っているよりもみんなに受け入れられてはいなかったことを思い知らされた。


　まるで置物のようにポツンとひとり輪の中心にいるだけで、本当の意味では誰とも友達になれていないんだと……。


　あのときの寂しさや虚むなしさは、いまだに恵の心に残っている。


　悪い記き憶おくとしてではなく、戒いましめとして……。


　公平なみんなのアイドルでいるより、どんな形であれ誰だれかにとっての特別な存在でいたほうがいい。


　大学で新しい友達ができればいいなとは思っていたけど、友達を作るために行動しようとは思わない。


　本当の友達は無理に努力して作るものじゃなく、五十嵐がそうであったように、気の合う者同士が自然に引かれ合うものなんだと思うから……。


「用事ないんだったらいこーぜ。ひとりが心細いっていうんなら、俺がずっと側そばにいてやっから。な？」


　行こう、と馴なれ馴なれしく二の腕うでをつかまれて、恵は完全に行く気をなくした。


「悪いけど、今回は遠慮しとく」


「そーいわずにさ」


「……恵、お祖ば母あさんと約束があるとかって言ってなかったか？」


「ばーちゃん？」


　恵の祖母は、ふたりともすでに亡なくなっていたから、五十嵐の言葉にキョトンとする。


　が、すぐに彼のいわんとしていることを理解して、うんうんと頷いた。


「そうだった。草むしり手伝う約束してたんだ。──ってことで、今回はごめん」


　また今度な、と軽く手を振って会話をうち切る。


　同級生から道路へと視線を移す瞬しゆん間かん、彼が手を振り返しながらも舌打ちをしている音が微かすかに耳に届いた。


（あー、なんか、やな感じ）


　行かなくて正解だった。


「五十嵐、さんきゅ」


「別に……。それより具合はどうなんだ？」


「岩いわ井いさん？」


「ああ」


「本人は持病だし、もう大だい丈じよう夫ぶだって言ってるけど、あまり膝ひざに負担かけることはさせないようにしてる」


　岩井は、佐原が子供の頃ころから身の回りの世話をしてくれている年ねん輩ぱいの女性だ。


　恵が佐原の家で同居することになったときもごく自然に迎むかえ入れてくれて、可愛がってくれている。


　今の恵にとっては、本当に祖母のような存在なのだ。


「上出来だ。大事にしてやれ」


「はいはい」


　堅かた苦くるしいまでの倫りん理り観をもつ友人の言葉に、恵は微び苦く笑しようをこぼした。








　駅の改札で恵と別れ、五十嵐はひとり電車に乗り込んだ。


　車両内は比ひ較かく的空すいていて、空あいていた座席に腰こしを降ろす。


（……ったく。面倒だ）


　一度、自分を客観的に見つめなおして欲しい。


　五十嵐は、恵に対して、常々そんな要求を抱いだいていた。


　華きや奢しやではあるが、すんなりと伸のびた健康そうな手足。


　柔やわらかそうな天然の薄うす茶ちやの癖くせ毛げ、その下の見る人に柔らかな印象を与あたえる優やさしげで繊せん細さいな顔立ちに、表情豊かで印象的なアーモンド形の大きな瞳ひとみ。


　恵は、ひとめ見た人の視線を惹きつける美び貌ぼうの持ち主だ。


　けっして女性的ではないが、優しげで透とう明めい感のあるその美貌の魅み力りよくは、男女を問わず効果を発揮する。


　が、困ったことに自分の容姿に対する本人の自覚は薄く、警けい戒かい心は皆かい無む。


　さっきみたいに、内心の迷いを「どーしよう」などと素す直なおに表情にだして、下心のある人間につけ込まれる隙すきを簡単に見せてしまう。


　その度たびに、五十嵐は渋しぶ々しぶながらも逃にげ道を作ってやらなければならなくなるのだ。


　とはいえ恵は優しげな外見に反して、けっこう気は強いし頑がん固こなところもあるから、手を貸す必要が本当にあるのかどうか微び妙みようなところだ。


　つい過保護にしてしまうあたり、自分も友人の外見に惑まどわされているんだろうかと、五十嵐はたまに悩なやんだりもする。


　ちなみに、堅苦しい恋れん愛あい観の持ち主である五十嵐には、将来を誓ちかい合った同居中の恋こい人びとがいるから、どんなに間近で恵の美貌を見てもそういった意味では一向に気持ちは動かず、恵の存在が友人の位置から動くことはない。


　しかし困ったことに、恵の年上の恋人はそうは思ってくれていないようで、会うたびに警戒心丸出しの視線を投げかけてくる。


　理り不ふ尽じんな疑いをかけられるのはごめんだから、恵に自宅では自分の名前を出さないようにと念を押していたのだが、今回の受験ではそれが裏目に出てしまった。


　合格した後で、五十嵐も恵と同じ大学に通うことになったのだと知った佐原に、合格祝いの品を強制的に受け取らされた挙げ句、「これからも仲良くしてやってくださいね」などと恐おそろしい牽けん制せい球きゆうを投げられてしまったのだ。


　恋人の修子は面白がって笑っていたが、五十嵐にとっては笑い事じゃない。


　だが過保護すぎる恋人の存在に辟へき易えきしながらも、これからも恵とはずっと友達づきあいを続けていければいいと五十嵐は考えていた。


　恵は、身内からまで変わり者だと言われるほど極きよく端たんに堅苦しい性格の自分を、笑いも呆あきれも敬遠もせず、ごく当たり前のように認めてくれる貴重な存在だから……。











　家に帰った恵は、玄げん関かん先さきにリュックを放ほうり出したまま台所に向かった。


「ただいまー、あれ？」


　この時間なら岩井は台所に居るんじゃないかと思ったのだが、姿が見えない。


　まさかと思い、恵は玄関でもう一度スニーカーをはき直して庭に回ることにした。


　佐原の家は、祖父から譲ゆずり受けた、こぢんまりとした古い平屋建ての日本家屋だ。


　家自体は小さいが敷しき地ちは広く、高い木製の塀へいに囲まれていて、古い田舎いなかの農家の庭を模してつくらせた広い庭には、大きな池や立派な大木、ゴツゴツとした無骨な岩などが無造作に配置されている。


　お世辞にも洗練された庭園とはいえないが、素そ朴ぼくで落ち着ける雰囲気のある庭だった。


　その庭に、和服姿の年輩の女性の姿を認め、恵は軽くしかめっ面をつくった。


「草むしり、全部ひとりでやっちゃったんだ。おれがやるって言ったのに」


「あら、おかえりなさい」


　竹たけ箒ぼうきを手に庭を掃はいていた岩井が、恵の声に顔を上げ、目元をふっくらさせて微笑ほほえむ。


　広い庭のあちこちにむしり取られた雑草が小山のように積まれていて、岩井は竹箒を手にその山を片づけているようだった。


「膝は大丈夫？」


　最近の岩井は、膝に痛みがあるとかで、週に二回ほど近所の接骨院に通うのを習慣にしているのだ。


「大丈夫ですよ。草むしりは野の上がみさんがやってくれたの」


「ひろしくんが？　今日はデートだって言ってなかったっけ」


「……はっきり言わなかったけど、振ふられたみたいね。──やけっぱちって言うのかしら？　なにか叫さけびながら、もの凄すごい勢いで草むしりをしてましたよ」


「うわっ……」


　ひろしくん、こと野上は、佐原の大学時代の後こう輩はいで、現在は小説家としての佐原のマネージメントをしてくれている。ひとりでいても賑にぎやかな明るい青年だ。


「どーしよ。慰なぐさめたほうがいいかな？」


「そうね。野上さんなら、あたらず障さわらずでいるよりは、あからさまに話題に出してあげたほうが気が紛まぎれるかもしれないし」


「今はどこ？　疲つかれて茶の間でひっくり返ってる？」


「夜に打ち合わせがあるんですって。家でシャワー浴びて着き替がえるって言って、さっきいきなり帰って行ったわ。お茶を出す暇ひまもないんだから」


「ひろしくんらしー。──続きはおれがやっとくから、岩井さんは家に入ってなよ」


「そう？　恵さんは本当に優しいのね。ありがとう」


　岩井の手から強制的に竹箒を奪うばい取ったら、岩井は嬉うれしそうに微笑んだ。


　恵は急に照れくさくなって、岩井に背を向けると乱暴に竹箒を動かしはじめた。








　庭掃そう除じを終えた恵は、台所にいる岩井に声をかけてから、リュックを手に佐原の書しよ斎さいに向かう。


「佐原さん、ただいま」


　恵が小さく声をかけながら障子を開けると、「おかえりなさい」と穏おだやかな低い声で返事が返ってくる。


　が、返ってくるのは声だけで、佐原本人は振り向きもしない。


（また向こうに行っちゃってる）


　条件反射で返事は返してくれるけど、佐原は上の空だ。


　執しつ筆ぴつ中は、小説の世界を構築する作業に没ぼつ頭とうしきっていて、現実の世界に対する注意力が散さん漫まんになり、心ここにあらず状態になってしまうのだ。


　恵と出会った頃ころの佐原は、若い女性に圧あつ倒とう的人気を誇ほこる恋愛小説家ではあったものの、小説家という仕事にはさして執しゆう着ちやく心を抱いていなかった。


　本当にやりたいと思えることがなにもない、空っぽな人間なんですよと寂さびしそうに微笑んですらいた。


　そんな彼が、仕事の面で変わりだしたのは、やはり恵と深く付き合うようになってから。


　一いつ般ぱん大衆受けする軽めの作風を改め、重厚な歴史小説を手がけるようになり、執筆にも真しん剣けんにのめり込むようになった。


　最近では、マスコミ受けの流行作家と軽く扱あつかわれがちだった文ぶん壇だんからも、本格派の歴史小説家として一目おかれるようになっている。


　やりたいことを見いだして仕事に没頭している今の佐原は、以前とは比べものにならないぐらい充じゆう実じつした生活を送っているのだ。


　恋人としては喜んであげるべきなのだが、仕事に没頭している間の佐原は、恵に対してさえ無意識とはいえ上の空の態度を取ることが多くて、正直言って少し寂しい。


　とはいえ、むりやり現実に引き戻もどして真剣な仕事の邪じや魔まをする気にはなれないし、上の空状態の佐原に義理で付き合って貰もらってもどうせ虚むなしいだけ。


　だから恵は、佐原が現実に戻ってくるのを側そばでジッと待つことにしている。


「お邪魔するね」


　気を散らせないようにそうっと障子を閉め、持っていたリュックの中から、カバーの掛かかった分厚い上製本を取り出すと、座っている佐原の背中にもたれて座る。


　家に居るときの佐原は常に和服姿で、仕事机も木目の綺き麗れいな渋い座ざ卓たくを使っている。


　原げん稿こう用紙に万年筆で執筆しそうな出いで立ちだが、現代人らしく仕事道具はパソコンだ。


（今は、どんな話を書いてるんだろう）


　不規則なキーボードの音にしばらく耳を傾かたむけた後で、恵は手にしていた本を開く。


　それは、書店では一週間後に発売予定の佐原の新刊だった。


　恋愛小説を書いていた頃は、こんな話で良ければと新作の見本が来るとすぐに読ませてくれていたのに、最近の佐原は妙みように照れくさがって恵に自分の作品を読ませたがらない。


　だからこの本も、マネージャーの野上が見本を特別に横流ししてくれたものだ。


　今、佐原が夢中になっている世界を覗のぞき見ることはできないが、少し前まで夢中だった世界を知ることはできる。


　それはそれで、けっこう幸せなことなんじゃないかなと恵は思っていた。








　二時間ほど経たった頃、恵はもたれていた背中の動きで佐原が軽く伸のびをしたことを知った。


「もう六時ですか」


　古い家に良く馴な染じむ、年代物の壁かべ時計で時間を確かく認にんした佐原が驚おどろいたように言う。


「佐原さん、今日は何時に起きたの？」


「お昼前には起きましたよ」


「で、ご飯食べてから、今までず～っと仕事？」


「ええ」


「相変わらず凄い集中力」


　受験勉強をしていたときでさえ、恵の集中力は二時間もたなかった。


　精神構造がきっと根本的に違ちがうんだろう。


　この家に同居しはじめたばかりの頃、佐原は恵の生活ペースに合わせてくれていた。


　一いつ緒しよに過ごそうとしてくれる気持ちは嬉しいけど、寝ねぼけ癖ぐせがあるほどに寝いぎ穢たない佐原にとって、そんな生活には少々無理がある。


　眠ねむそうな顔で無理に起きてこられても身体からだを壊こわすんじゃないかって心配なだけだし、夢うつつの上の空状態でお相手されても精神衛生上あまりよろしくもない。


　今は恵の希望で、仕事に夢中になっている期間だけは、佐原本人のペースで寝起きするようにしてもらっている。


　それでも、夕食だけは一緒に摂とるのが（恵にとっての夕食で、佐原にとっては朝食だったり昼食だったりする）、最近の習慣になりつつあった。


（……もう大だい丈じよう夫ぶそう）


　本を閉じ、くっつけていた背中を離はなして、恵は改めて佐原の顔を覗き込んだ。


「ただいま、佐原さん」


　切れ長の瞳ひとみに薄うすい唇くちびる、佐原の和風の顔立ちは、あまりにも整い過ぎていて無表情だと作り物めいた冷たい雰ふん囲い気きが漂ただようことさえある。


「はい、お帰りなさい。──今日は何時ぐらいに戻ってきたんですか」


　だが、恵と共にいるときの佐原は、いつもおっとりと優やさしげに微笑んでいる。


　恵は、佐原の目にちゃんと自分が映っているのを確認してホッとした。


「いつもと同じ。でも、庭の掃除したからこの部屋に来るのはいつもより遅おそかったかな」


「草むしりですか。一週間計画なんでしたっけ。予定通りに進みました？」


「それが、予定外のヘルプが入って、今日一日で完かん了りようしちゃった」


「ヘルプ？」


「ひろしくんだよ。おれが大学行ってる間に、ぜ～んぶむしってくれちゃったんだ」


「ほう、それはそれは。彼もたまには役に立つんですね」


「また、そういうこと言って……」


　誰だれに対してもジェントルで穏やかな態度をとる佐原だが、野上にだけはなぜか平気で意地悪なことをいう。


　それだけ気心が知れてる相手なんだろうなとちょっと焼き餅もちを焼いていた時期もあったけど、最近は野上の下僕根こん性じようむき出しの態度に佐原が引きずられているせいもあるんじゃないかという疑ぎ惑わくも感じている。


「なにを読んでいたんです？」


「あ……」


　恵が隠かくすより早く、佐原はカバーの掛かった本を手にとっていた。


　厚い表紙を捲めくった途と端たん、もの凄すごく不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。


「これを恵くんに渡わたしたのは野上くんですね？」


　本から恵へと視線を戻したとき、佐原はいつもどおりの、おっとりとした微笑ほほえみを浮うかべていた。


　だが、その頰ほおが微かすかにピクッとひきつったのを、恵は見み逃のがさない。


「そーだけど……。おれが頼たのんで横流しして貰ったんだから。ひろしくんを怒おこったりしないでよ」


「しませんよ。そんなこと」


　たぶん、噓うそだ。


「先に言っとくけど、取り上げても無む駄だだよ。一週間後には書店に並ぶんだし、図書館にだって入荷する。読もうと思えばどこでだって読めるんだからね。佐原さんが、どーしても陰かげでこっそり読まれたほうが良いっていうんなら、そーするけど」


　どーする？　とわざと冷静な口調で確認をとると、佐原は観念したらしく肩かたを落として、渋しぶ々しぶ本を返して寄こした。


「なんだってそんなに読みたがるんです？　恵くんは小説なんてさほど読むタイプじゃなかったでしょう」


「確かに前は読まなかったけど、今は読書の楽しさに目覚めたんだよ。佐原さんの小説好きだし、どういう話を書いてるのか知りたいしさ」


　何作も映画化やドラマ化されているだけあって、一般向けの娯ご楽らくを意識して書かれていた以前の恋れん愛あい小説は、文句なしに面おも白しろかった。


　今の作品はそれと比べると少々難解だし、一冊にまとまりきらないほどページ数も多くなっている。


　元々読書家じゃなかったせいもあって、恵は本の厚さにため息をつくこともあるのだが、いったん読み始めるとそれも気にならなくなる。


　史実に基もとづいた時代背景や、大きく動き始めた歴史に翻ほん弄ろうされ複雑に絡からみ合う人間模様が実に丁てい寧ねいに書き込まれていて面白く、もっともっと読みたいとさえ思う。


「作品には善かれ悪あしかれ作者の内面が影えい響きようしてくるものですよ。──恵くんは、わたし本人を誰よりよく知っているのだから、小説の内容なんて知る必要はないと思いますが？」


　懐かい柔じゆうしようと耳元で甘く囁ささやいてくる声を振ふり切って、恵は脇わきに置いていたリュックに手を伸ばした。


「でも、それだって半分だけだし……」


　再び取り上げられないよう、本をリュックにしまい込んでから振り返る。


「半分……ですか？」


「半分だろ？　仕事してるときは、おれのことだって上の空なんだし……」


「………そうですね。すみません」


　佐原は見る見るうちにしょげかえっていく。


　恵に指し摘てきされるまで、佐原は自分が仕事に夢中になりすぎて現実面で上の空になってしまっていることを、あまり自覚していなかったらしい。


　自覚したからといって自分でコントロールできるわけでもなく、かなり恵に申し訳なく思っているようで、この話題になると佐原はいつも悲しそうな顔をする。


「怒ってるんじゃないからね。佐原さんが夢中になれるものを見つけられて良かったって本気で思ってるしさ。──それに、ほったらかされてる分の埋うめ合わせだって、ちゃんとして貰うつもりでいるしさ」


「埋め合わせ？」


「今の仕事が終わったら、ふたりでどっか旅行にでも行こうよ。最近、外でデートしてないしさ。少し遠出してみたいかなって。どう？」


「良いですね」


　佐原の顔にいつもの笑えみが戻もどって、恵は嬉うれしくなる。


「やった！　じゃさ、おれが計画たてても良い？」


「良いですよ。いざとなって行けなくなっても困るし、野上くんにパスポートの有効期限を確認しておいて貰もらわないと」


「へ？」


「恵くん、パスポート持って無かったんでしたっけ？」


「あるけど……」


　恵は二泊はく三日ぐらいの国内旅行を想定していたから、いきなりの展開に目が点だ。


「……期間、どれぐらいにする？」


「恵くんの夏休みに合わせれば一カ月ぐらい余よ裕ゆうですよね」


　おそるおそる聞いたら、またしても予想外の答え。


（さすがに売れっ子作家）


　ベストセラー作家な上に、上流階級の家に生まれ育った佐原の経済観念の常識は、庶しよ民みん育ちの恵の予想をはるかに超こえていた。


（一カ月も使って、どこに行ったら良いんだろう？）


　この場合、一国にいつまでも滞たい在ざいしてたんじゃ芸がなさすぎるんだろうか？


　複数の国の観光地をのんびり回るような計画を立てたほうがいいのかもしれない。


「──埋め合わせ本番の計画は後でゆっくり立てるとして」


　いきなりの予想外の難問に頭を抱かかえている恵の腕うでを、佐原が引き寄せた。


「とりあえず、先にちょっとだけ埋め合わせさせてください」


「え、先って……」


　ぱふっと佐原の胸に倒たおれ込んだ恵が驚おどろいて顔を上げると、頰に佐原の唇が触ふれた。


「今から？」


「ええ。時間帯がずれていたから、もう三日も恵くんに触れていない。そろそろ限界です。──駄だ目めですか？」


「駄目じゃないけど、でもさ……」


（ホントは三日じゃなく、五日なんだけど）


　この場合、仕事に熱中しすぎて現実がおろそかだった佐原より、待っている恵のほうが辛つらかったりする。


　待ち望んでいた腕の感かん触しよくに流されたい気持ち満々なのだが、そうもできない現実がある。


「佐原さん、時計見て。もうじき岩井さんが夕食だって呼びにくるよ」


「では、十分だけ」


「ちょっ、駄目だって……」


　一応抵てい抗こうは試みたものの、軽いキスひとつで抵抗する気力が萎なえた。


「ん……っ……」


　促うながされるまま深く唇くちびるをあわせ、佐原の望むまま膝ひざに乗り、身体からだを委ゆだねる。


　心の中で十分だけだからと繰くり返し呟つぶやき、岩井が呼びに来たときにすぐ普ふ通つうの状態に戻れるよう、なんとか理性を保とうと頑がん張ばっていたのだが、自ら制限を決めたことが逆に刺し激げきになってしまったようだ。


　思おも惑わくに反して、いつもより身体の反応が速い。


「……ふっ……ぅ……」


　深くくちづけながら、身体のラインを確かめるように触れてくる佐原の手の感触だけで、背筋に甘い戦せん慄りつが走った。


「どうやら留守にし過ぎていたみたいですね」


　密着した身体から恵の状態に気付いた佐原が、嬉しそうに耳元で囁く。


　その低く甘い囁きに理性が飛んだ。


（もう、いーや）


　十分といったのは佐原なんだし、中断するタイミングも全部委ねてしまえ。


　白旗を揚あげた恵は、我が慢まんするのをやめた。


　待ち望んでいた恋こい人びとの肌はだに直接触さわりたくて、佐原の着物の合わせに手をかける。


　佐原は穏おだやかな雰ふん囲い気きのせいで優やさ男おとこ風にみえるが、剣けん道どうの有段者だけあって鍛きたえ上げられた綺き麗れいな身体の持ち主だ。


　いまだに成長途と上じようで、ろくに筋肉のついていないひょろひょろとした自分とは違ちがう、完成された男の身体。


（……綺麗）


　恵は、佐原の胸から肩へと手の平をすべらせ、たくましい肩に唇で触れる。


「……佐原さん……っ……」


　その無意識の所作が、どうやら佐原をより煽あおってしまったらしい。


　優しくなぞるだけだった佐原の手が、明確な意志を持って動き始める。


「ん……」


　首筋に軽い痛みを伴ともなうキスを感じて、恵はゾクッと震ふるえる。


　やがて、二人は互たがいの服を脱ぬがせ合うようにして畳たたみに倒れ込んだ。


「……っっ……は……やく……」


　背中に触れる畳の感触なんて気にならない。


　恵は、恋人の熱さと重みをもっと感じたい一心で、腕を伸のばして熱い身体を強く引き寄せた。






２







（しくじったなぁ）


　昨日はついつい夢中になってしまって、正気に戻ったときには、夕食の時間、それいつ？　ってな時間になっていた。


　恐おそる恐る台所に行ったら、夕食の支し度たくを整えた岩井はとっくに帰った後。


　畳でこすれたせいで、恵の身体があちこち赤くなっているのを見つけた佐原が、酷ひどく申し訳なさそうな顔をするし……。


（サイアク……でも…………ないか）


　あんな風に、時間を忘れるほどに抱だきしめて貰えるのは、本当に久しぶりだった。


　執しつ筆ぴつ期間中の佐原は、セックスの最中でさえ小説の世界に心を飛ばすものだから、最近は上の空状態でお相手されることが多くて、少し寂さびしい気分を味わっていたのだが、昨日は違った。


　区切りのいいところまで書き上げたから、今日と明日、二日間は休みますといって、夜もずっと一いつ緒しよに居てくれた。


──幸せな、長く、甘い夜。


「……山田、なにを思い出してるのか詮せん索さくはしないが、公衆の場で、真っ赤になってのぼせるのだけは勘かん弁べんしてくれ」


　構内のカフェで、目の前に座っていた五十嵐がぼそっと呟いた。


「え、マジ？　おれ赤くなってる？」


「なってる」


　渋しぶい顔で頷うなずかれ、恵は慌あわててばふっと薄うす手でのパーカーのフードをかぶった。


「……忠告、どーも」


　羞しゆう恥ち心しんからさらに赤くなった恵の言葉に、五十嵐は肩かたをすくめて返事を返すと、再びテーブルの上に広げた教材に視線を戻す。


　次の講義までの空き時間、ふたりはカフェで時間を潰つぶしていた。


（情けないかも）


　なにやら難しそうな参考資料に目を通している五十嵐と、恋人との秘ひめ事を回想してのぼせ上がっている自分。


　このままじゃどんどん差がつきそうで、恵もさすがに反省気分を味わう。


　なんの勉強をしてるんだろうと、テーブルに広げた教材に視線を落とした恵は、ふと五十嵐の手首に見慣れないものを見つけた。


「五十嵐、それ、バングル？」


　お洒落しやれとは無む縁えんだと思っていた五十嵐の腕で、鈍にぶく光るアクセサリーに好こう奇き心しんを刺激され質問すると、五十嵐はあからさまにぎくっとした。


「……まあな」


　五十嵐は、バングルを隠かくすようにして外そうとする。


「外すなよ。似合ってる。──修子さんのプレゼント？」


　無骨でかなり厚みのあるいぶし銀のバングルには、ターコイズらしき青い石が数個はめ込まれていて、五十嵐の雰囲気によく似合っている。


「まぁ、そんなところだ」


　五十嵐はぶっきらぼうに呟き、またしても教材に視線を戻もどす。


　だが、微かすかに耳が赤くなっているところを見ると、照れ隠しのポーズのようだ。


（プレゼントって、やっぱ貰もらえば嬉うれしいよな）


　去年の十二月、佐原の誕生日のときに、恵も佐原に誕生日プレゼントをあげたいと考えていたのだ。


　だが、受験勉強が山場で、佐原にずっと見張られていたから、プレゼントを買いに行くために家を抜ぬけ出すことができなくて、そのときは諦あきらめざるを得なかったのだが……。


（半年おくれだと、間ま抜ぬけ過ぎるかもしれないけど……）


　それでも、やっぱりなにか贈おくりたい。


　自分のものは自分で払はらうつもりで買い物に行っても、佐原と一緒のときはいつの間にか当然のようにプレゼントされてしまっているし、生活費だって今まで一銭も受け取ってもらえていない。


　ここらで一度、今までの感謝の気持ちをどかんとお返ししてもいいだろう。


（よし、決めたっ！）


　さて、どのぐらいの予算で、なにを贈るか？


　真しん剣けんに考えはじめた恵は、予算の段階でつまずいた。


（おれのお小こ遣づかいって、兄ちゃんの財さい布ふから出てるんだよな）


　現在、ニューヨークに在住中の恵の兄の望のぞむと、佐原は高校時代からの親友同士。


　ふたりともお互いを親友だと言ってはいるのだが、その関係は微び妙みようだった。


　信しん頼らいはしているんだろうけど信用はしていないというか、会話の端はし々ばしに駆かけ引きのような緊きん張ちよう感を感じることが多々あるのだ。


　佐原の誕生日プレゼントを買いに行こうと画策していた頃ころ、恵は兄に相談の電話を掛かけたことがあった。


　なにをプレゼントしたらいいかなと相談したら「あいつに欲しい物なんてあるのか？」とかんばしくない返事が返ってきて、それなら今までなにかをプレゼントしたことはないかと聞いてみたら、「なんで俺があいつに、んなものやんなきゃいけねーんだ？　うすっ気味悪いこと言うな」と叱しかられた。


　うすっ気味悪いなどと言う兄の金でプレゼントを買ったとして、さて佐原は喜んでくれるだろうか？


（……微妙。兄ちゃんも嫌いやがりそーだな）


　表面上は嬉しそうにしていても、絶対になにか引っかかりがあって心からは喜んで貰えない事態に陥おちいりそうな気がする。


「おれもバイトしよっかな」


　ぼそっと呟つぶやいたひとりごとに、五十嵐が顔を上げた。


「金に不自由してるのか？」


「そーいうんじゃないけど、自分で稼かせいだお金ってのが欲しいかなーって。──でも、おれ今まで一回もバイトしたことないんだよな。どんなのが向いてると思う？」


「………内職」


「なんだよ、それー」


　恵がふてると、五十嵐は重苦しいため息をついた。


「家でできる仕事のほうがトラブルが少ないだろうと思ってな」


「ひでーの。おれ、そんなに人付き合い悪くないってのにー」


　さらにふてくされた恵が、勝手に探すからいいと宣言すると、五十嵐はそれに待ったをかけた。


「どうしてもバイトをしたいっていうんなら、俺のバイト先を紹しよう介かいしてやる」


「五十嵐のバイト先って、どーいうとこ？」


「カフェバーだ。アルコールも出すが、一風変わったシステムの店で、酔よっぱらいが暴れるような雰ふん囲い気きじゃないから心配いらない」


「へー、なんか面おも白しろそ」


「ただし、条件がある。紹介するのは佐原氏の許可を得てからだ」


「わかった」


　お安い御ご用ようとばかりに恵は頷いた。








「駄だ目めです」


　家に帰ってすぐ、茶の間でファイルを眺ながめていた佐原に、恵がバイトの話をしかけたら、ろくに話もしないうちに思いっきり反対された。


「なんで？　大学生になったんだし、バイトぐらいふつうじゃん。社会勉強だって」


「社会勉強だったら、野上くんの仕事のサポートはいかがです？　あれで充じゆう分ぶん勉強になると思いますが？」


　おっとりと微笑ほほえまれて、ちょっとだけ気持ちがぐらつく。


　佐原のマネージャーである野上の仕事は、派は手でな出版社との打ち合わせより、佐原が要求する資料等を集めてくるという地味な作業のほうがメインだった。


　図書館や資料館に足を運ぶのは当然として、専門家の意見を聞きに行ったり、必要な知識を有する民間の人々にインタビューに行ったりと、かなり活発に活動している。


　まるで探たん偵ていみたいっすよ、と笑う野上を見ていると、面白そうだとは思うのだが……。


（それじゃ意味ないし）


　佐原に貰ったお金で佐原にプレゼントを買うのは、なにか違ちがう。


「ひろしくんのサポートってかな～り楽しそうすぎて仕事っぽくない。やっぱ外で緊張感のある仕事がしたいよ。──バイトしたいんだったら、自分が行ってるトコを紹介してくれるって五十嵐も言ってるしさ」


「五十嵐くん……ですか？」


　微笑みを浮うかべたままの佐原の頰ほおがピクッとひきつる。


（うわっ、失敗）


　佐原がたまに、五十嵐の名前に過か剰じよう反応することがあるのを忘れていた。


「わたしは恵くんのバイトには反対です。バイトに費ついやす時間がもったいないじゃありませんか。もしもお小遣いが足りないのなら、わたしが──」


「──っ！」


　一気に頭に血が上って、恵はその場にすっくと立ち上がった。


「……めぐむくん？」


　いきなり立ち上がった恵を、佐原が怪け訝げんそうに見上げる。


「もう、いい」


（落ち着け、落ち着けって）


　瞬しゆん間かんの衝しよう動どうに駆られるままに行動したら駄目だ。


　恵は、湧わき上がってくる怒いかりを必死で抑おさえ、頭を冷やそうと自分の部屋に逃にげ込んだ。








（わかってるんだけどなー）


　自分の部屋とはいえ、普ふ段だんは茶の間や佐原の書しよ斎さいで過ごしているから、着き替がえや眠ねむるとき以外は殆ほとんど使っていない。


　座ざ布ぶ団とんの一枚もおいとけば良かったと思いながら、ぺたんと畳たたみに座り部屋の壁かべに背中をくっつけて目を閉じる。


　佐原が本当に自分を大切に思ってくれていて、だからこそなるべく側そばに置いておきたいと思っているのはよくわかっているのだ。


　恵だって、佐原の腕うでの中、宝物のように大切に扱あつかわれるのは好きだ。


　ずっとこんな風に甘やかされていたいと思ってしまうぐらいに心ここ地ち好よい。


　そんな風に甘えていていいのだと佐原はいうけど、甘えすぎるのも考えものだと思う。


　甘やかされる自分に慣れて、弱くなってしまいそうだから……。


　佐原が仕事の世界に没ぼつ頭とうしていくとき、恵はひとりで取り残される。


　取り残されてもいいと、自分は待っているからと佐原に言ったのは恵自身だ。


　待てると思ったからそう言ったのだが、待つ日々を退たい屈くつだと感じはじめている自分に少しきな臭くさいものも感じはじめている。


　退屈な日々が徐じよ々じよに不満に変わり、いつか佐原の仕事の邪じや魔まをするようになってしまいそうな気がして……。


　そうならないためにも、もっと強くなりたい。


　佐原が仕事に夢中になるように、自分にもひとりのときに夢中になれるなにかがあればいいのにとも思う。


　両親がまだ健在だったころ、家族全員に溺でき愛あいされていた恵は、自分勝手で酷ひどく我が儘ままな子供だった。


　親しん戚せきや近所のおばさんに眉まゆをひそめられたり、遊び友達と喧けん嘩かするなんて日常茶さ飯はん事じだったけど、あの頃ころはそんなの全然気にならなかった。


　他の人なんて関係ない、愛してくれる家族さえいれば充分だと、本気でそう思っていた。


　だが、愛してくれていた両親を一度に失って、恵の精神はバランスを崩くずした。


　両親の死のショックを受け止めきれなかったせいもあるが、守護されてすべてを容よう認にんされていた幼い自分は、ひとりで外界に立ち向かうだけの強さを育て損そこなっていたのだ。


　そして、今の状じよう況きようは幼い日の状況に重なる。


　佐原に守られる安心感に溺おぼれていたら、あの頃の自分に逆ぎやく戻もどりしてしまいそうな、そんな漠ばく然ぜんとした不安を感じてしまう。


　佐原が、自分がお小こ遣づかいをと言いかけたときに一気に頭に血が上ったのは、子供扱いされているような気がしたせいだ。


　そのせいで、漠然と感じていた不安に、拍はく車しやがかかったのだろう。


（もっと信しん頼らいしてくれてもいいのに……）


　子供扱いされたくはなかった。


　子供扱いされることで、自分はきっとどんどん弱くなる。


　ひとりで待つ強さを持てなくなったら、きっと佐原の重荷になってしまう。


　それだけはなにがあっても避さけたい。


　誰だれかに支えられなくても、自分ひとりで立てるだけの強さは持ち続けていたかった。








　障子越ごしに感じる外の光が翳かげってきたころ、そうっと障子が開けられた。


「恵さん、夕食の支し度たくができましたよ」


「あ、うん」


「──余計なお節せつ介かいかもしれないけど、ちょっといいかしら」


「ん？」


「隼人さんと喧嘩中？」


　顔を上げた恵に、岩井が声をひそめて聞いてくる。


「喧嘩ってわけじゃ……。でも、なんで知ってんの？」


「隼人さんが、珍めずらしくしょげかえってるから」


「あ、やだなー、もー。佐原さんが悪いわけじゃない……のかな、んー？」


「あら、複雑なのね。大変そう」


　暗くなりはじめた部屋の中、逆光だったこともあって岩井の表情は見えなかったが、その声は優やさしく笑えみを含ふくんでいるように聞こえた。


「うん、大変なんだよ」


「それなら、ちゃんとご飯食べて悩なやむための体力をつけないと」


「でもさ、食事すると胃に血液が集まるから、頭に血が回らなくて思考能力が落ちるんだよ」


「はじめて知ったわ。あら、じゃあ恵さん、今日はご飯抜ぬき？」


「抜かない！」


　恵が勢いよく立ち上がって廊ろう下かに出ると、想像通り岩井は微笑んでいた。


（岩井さんぐらいの人から見ると、おれたちの喧嘩も可愛かわいいもんなのかな）


　かつて若い頃の彼女は佐原の祖父の愛人だった。後ろ髪がみ引かれる思いで自ら身を引き、その後、他の人と結ばれて、今では三人の孫までいる。


　きっと恋れん愛あいの甘さも苦さもすべて経験してきたんだろう。


「あ、そーだ。あのさ、岩井さん」


「なあに」


「昨日は、あの……夕食すっぽかしちゃって、ごめんなさい」


　一応礼れい儀ぎとして謝っておこうと、気まずく口ごもりつつ謝る。


「あら、まぁ、いやだ。気にしないで。──若いんですもの。仕方ないわ」


　岩井は和服の袖そでで口元を覆おおうと、ほほっと小さく笑いながら先に行ってしまった。


（……余よ裕ゆうだなー）


　可愛いと思うより、面おも白しろがられているかもしれない。


　人生経験豊かな年長者は、なかなかあなどれない。








「譲じよう歩ほ案があるのですが」


　茶の間に入ると、いきなり佐原がそう切り出した。


「なに？」


「恵くんの保護者は望ですから、望がＯＫを出すようだったらわたしもバイトを認めます」


　いかがです？　と問われ、恵はぱっと顔を輝かがやかせた。


「うん、いーよ。そーしよう。じゃあおれ、後で電話かけてみる」


　大学時代、兄だってバイトしていたのだ。反対するわけがない。


　楽勝だと確信した恵は、心おきなく岩井の美お味いしい夕食に舌した鼓つづみをうった。





　その三時間後──。


『バイトだぁ？　なに、遊ぶ金たりねーの？　足りねーならもっと金送るぞ』


　電話の向こうでニューヨーク在住の兄は怪訝そうな声を出した。


「足りてるよ。そーじゃなくて、みんなバイトしてるしさ、おれも一回ぐらいやってみたいなーって思って」


『んなこと、しなくていーって。社会人になったら嫌いやでも働かなきゃなんねーんだし、大学時代は遊んどけ。な？』


「え、でもさ──」


　恵は一生懸けん命めいに兄を説得しようとしたが無む駄だだった。


　確かに大学時代に自分もバイトをしていたが、あくまでも遊ぶ金欲しさが目的だっただけ。金に不自由してないんなら、お前はバイトなんてしなくていーの一点張り。


　挙げ句の果てに、佐原とふたりで家にこもってばかりいないで、大学の部かサークルにでも入って外でもっと遊べと唆そそのかされる始末。


『スキューバとかスノボとかさ。思いっきりやれんのは学生時代ぐらいのもんだぞ』


「そーいうの、きょーみないし」


『じゃあバスケは？　お前中学ンとき、バスケ部だっただろ？　身長も伸のびたんだし、もう一回やってみたらどーだ？』


「あ、それはちょっといーかも。──あ」


　脇わきで兄弟の会話を漏もれ聞いていた佐原が、いきなり恵の手から受話器を奪うばい取った。


「望もバイトは不許可なんですね。では、用件もすんだし、これで切ります。早朝から失礼しました」


『え、隼人？　おい、まだ話おわっ──』


　受話器から溢あふれてくる望の声を完全にシカトして、佐原は「では、また」と通話を切ってしまう。


「あーあ、切っちゃった」


　こんなだから、本当に仲が良いのかどうか微び妙みようだと感じてしまうのだ。


「週末に向こうからかかってきますよ」


　友人という間あいだ柄がらだけあって、望の大学時代を佐原はよく知っていた。


　大学生になり立ての頃の望は、あちこちのサークルに首を突つっ込んだりコンパに出たりと、今の恵とは比べものにならないぐらい活発に忙いそがしく遊び回っていた。


　が、ある時期を境に、それらすべてから引き離はなされ、たったひとりの人間のご機き嫌げんをとるためだけに時間を費ついやさなければならなくなる。


　自分がそんな風に自由のない大学時代を過ごしていただけに、弟には自由に大学時代を楽しませたがっているだろうから、バイトは絶対に許可しないだろうと佐原は予測していたのだ。


（正解でしたね）


「とりあえず、保護者の許可も下りなかったことですし、バイトは不許可ということでよろしいですね？」


　佐原は満足げに微笑ほほえんだ。


「恵くん？」


　確かく認にんを取ろうとしたら、恵は唇くちびるを尖とがらせてふくれていた。


「なんかすげー騙だまされてるよーな気がする。佐原さん、おれが電話するより先に、兄ちゃんに連れん絡らく取ったんじゃないの？」


「そんなことしてませんよ」


「そっかなー」


「そうですよ。ご機嫌をなおしてくださいませんか？」


「ん～？」


　機嫌はなおらないし、不満も去る気配はない。


　でも、ここでふくれていても平行線を辿たどるだけ。


「条件次し第だいでなおしてあげてもいーけど」


「なんですか？」


「どっかドライブ行かない？」


「今からですか」


「うん。やっぱ遅おそすぎるかな」


　今日も仕事を休むと聞いたときから考えていたのだが、家に帰るなり衝しよう突とつしてしまったから言わずじまいになっていたのだ。


「わたしは構いませんが、恵くん、明日の講義は何時から」


「……いつもどおりだけどでも明日の一、二限はサボってもヘーキかな。サイアク三限から出られればいーし」


　答えながらも、なんとなくまたしても話が大きくなってきたんじゃないかと恵は不ふ審しんがる。


「それなら大だい丈じよう夫ぶですね。それでも念のため、明日の用意もしていったほうがいいですね。岩井さんにはわたしが書き置きをしておきますから、恵くんは支し度たくしていらっしゃい」


「……うん」


　一、二時間程度のドライブのつもりだったのだが……。


（ま、いーか）


　明日からまた執しつ筆ぴつにかかるのなら、必然的にしばらくの間は、佐原の心は仕事に向きっぱなしになる。


　自分のために時間を使ってくれる今だけは、思いっきり甘えてしまおう。


　ちなみに、バイトの件は諦あきらめるつもりはなかった。


　よってたかって駄だ目めだというのなら、内ない緒しよでやるだけ。


（どうせプレゼントを贈おくるときに白状しなきゃなんないんだし、事後承しよう諾だくってことで）


　それにこのバイトは、佐原が仕事に夢中になって上の空になっている退たい屈くつな期間のいい気晴らしになるような気もする。


「恵くん？」


「いますぐ支度してくるよ。──あ、佐原さん、洋服に着き替がえてよね」


「わかってます」


　おっとりと佐原が微笑む。


　久しぶりの外出デートに恵の心は弾はずんでいた。








「日中だと散歩以外のこともできるんですが……」


　さすがにこの時間では無理ですね、と砂すな浜はまをのんびり歩きながら佐原が言う。


　一時間程度のドライブの後、ふたりは海沿いの公園を散歩していた。


「ここ、高一ぐらいのときに、友達みんなで来たことあるよ」


　久しぶりの砂浜の感かん触しよくにすっかりはしゃいで、先になって歩いていた恵は、立ち止まると佐原を振ふり向いた。


（やっぱ、格好いい）


　久しぶりに洋装の佐原を眺ながめて、こっそり嬉うれしくなる。


　薄うす手でのサマーセーターとスラックスというシンプルな装よそおいでも、佐原は地味には見えない。


　スタイルの良さと穏おだやかで上品な物もの腰ごしが、逆に際きわ立だつようだ。


「船には乗りました？」


「うん。で、ちょうどここら辺で、みんなでカモメを捕つかまえようとして係員に怒おこられた」


「……カモメを捕まえて、どうするつもりだったんです？」


「焼いて食う！　って言ってたよーな気がするなー。ま、冗じよう談だんだけど。あんまり人ひと懐なつっこいから、餌えさあげるだけじゃつまんなくなって、じゃれてただけなんだけどね」


「では、次はカモメのいる時間帯に来ましょうか？」


「いいよ。日中じゃ、さすがにこーいうことできないし」


　公園内にはそれなりに人ひと影かげはあったが、有名なデートコースだけあって互たがいに適度な距きよ離りが保たれている。


　けっこう暗いし大丈夫だろうと判断した恵が、追いついてきた佐原の腕うでにしがみついて見上げると、佐原はおっとりと微笑みを返した。


「わたしは別に気にしませんが？」


「佐原さん、有名人なんだから、気にしたほうがいいって」


「そうなんですか……」


　佐原は曖あい昧まいに答えると顔を上げ、対岸に視線を向ける。


「日中だったら、この夜景も見られなかったし、夜で正解」


　対岸に見える大きな橋とビル群の灯あかりが、海面にうつって二重の夜景を造りだしている。


　闇やみの中、まるで金色に煙けむっているようでとても綺き麗れいだ。


「気に入っていただけたようで、なによりです」


　のんびりと海岸線を散歩した後、車に戻もどる。


「この後の予定は？」


　恵はシートベルトをかけながら聞いた。


「もう少しドライブを楽しんでからホテルへ。眺めのいい部屋がとれたので楽しみにしててくださいね」


「……うん」


（眺めのいい部屋か……）


　前には誰だれと泊とまったんだろう？


　動き出した車の中、佐原の昔の女性の影かげを感じて、楽しかった恵の気分がちょっとだけしぼんだ。


　有名な恋れん愛あい小説家だった頃ころの佐原は、同時に自身の恋愛遍へん歴れきの派は手でさでもマスコミを騒さわがせていた。


　その当時の相手とはギブアンドテイクのごく浅い関係だったと佐原本人も言っているし、真しん剣けんに付き合うようになってからの佐原の変へん貌ぼうぶりをみていると、確かに深い気持ちで付き合った相手はいないんだろうと恵も納なつ得とくしている。


（あっさりコースが決まるのだって、今までの経験のせいなんだろーな）


　眺めのいいドライブポイントに、恵がいかにも喜びそうなデートスポット。


　そのお陰かげで楽しませて貰もらってるのだから、文句を言えた義理ではないのだろうが、それでもかつての女性達の影を感じて良い気分はしない。


「恵くん？」


「え、あ……。ホテルにいくんならさ、バーでちょっと飲むとかって、どう？　そーいうのいっぺんやってみたいかも」


「時間的に無理でしょうね」


　いちおう未成年なんだし、ルームサービスで我が慢まんしてくださいと、佐原が言う。


「ま、しょーがないか。我慢するよ」


（ホント、しょうがないもんね）


　どうにもならない昔のことを、ぐずぐず考えてたってしょうがない。


　さっさと気分を切り替かえないと……。


　窓の外に視線を向けながら、気持ちの切り替えをはかっていた恵は、ふと視線を感じて運転席をみた。


「どっかした？」


　信号で停まった佐原は、恵の横顔を眺めていた。


「いえ……」


　なにか言いたそうにして、それでもなにも言わぬまま信号が青になって、視線が離はなれていく。


（ばれちゃったか）


　言いつくろい方が不自然すぎたか、それとも感情がそのまま顔にでてしまったか。


　もうちょっと上手に隠かくせるようになりたいとは思うが、同時にまったく気付いて貰えなくなったらきっと寂さびしいに違ちがいないとも思う。


「……佐原さん、気にしなくていーからね」


　複雑だなーと思いつつ、口を開いた。


「ちゃんとわかってるから、大丈夫」


　出会う前の佐原がなにをしていても関係ないなんて、そんな風には思えない。


　さまざまな経験が、今ここにいる佐原を作り上げている。


　だから、できることなら目をつぶらずに全部受け止めていたい。


　こんな些さ細さいなことで気持ちが揺ゆらぐのは、自分が弱いからであって、佐原のせいじゃない。


「……やり直しができればいいんですが」


　佐原が小さく呟つぶやく。


「八つ当たりぐらいしてくれても、構わないんですよ」


「駄目だよ、そんなの」


　そんな風に甘えたら、余計に弱くなるだけだ。


　恵がふくれると、佐原は少し悲しそうな顔をした。


（もう、しょうがないな）


「じゃあさ、その分、もっと楽しませてよ」


「そう……ですね」


「明日はどーすんの？　直接帰るだけ？」


「いえ、この近くの公園に寄ろうかと」


「公園？」


　また？　という言葉を恵は飲み込む。


「ええ、古い庭園があるんです。平日だし、きっと静かでいいですよ」


「散歩コース？」


「そうですね。高層ビル群の脇わきにある公園で、古式ゆかしい池の水面にビルが映っていて……。特異なアンバランスさがいいですね」


「ふ～ん、おもしろそーだね」


（佐原さんのお気に入りの場所なんだ）


　お約束のデートスポットじゃなく、そういう場所に連れて行って貰えるのは、素す直なおに嬉しい。


　恵が微笑ほほえむと、佐原もホッとしたようだった。








　仕事関係の取材のとき、佐原は常にサングラスを着用している。


　穏おだやかに微笑む目元を隠し、薄うすい唇くちびるに営業用の薄い笑みを浮うかべると、いつもとは百八十度印象が変わって、佐原の和風の顔立ちはクールな雰ふん囲い気きを醸かもし出す。


　その顔が一いつ般ぱんに知れ渡わたっているから、普ふ段だんの外出時、サングラスを掛かけていないときは、『小説家の佐原隼人』だと気付かれる心配はあまりない。


　それでも、佐原がチェックインの手続きをとっている間、恵はロビーの離れた場所で待っていた。


「恵くんは、気にし過ぎですよ」


　エレベーターに乗る間ま際ぎわに合流したら、佐原がちょっと困ったように笑う。


「佐原さんが気にしない分、おれが気にしてるだけ。釣つり合いがとれてちょうどいーだろ？」


「そうですか？」


「うん。別に卑ひ屈くつになってるわけじゃないんだし。佐原さんこそ、気にしすぎ」


　恵は佐原の手からキーをとって、先にエレベーターから降りた。


　キーに書かれたルームナンバーを見て、さてどっちだろうとキョロキョロしていたら、「こっちですよ」と佐原に呼ばれる。


　先にドアの前に立った佐原がキーをくださいと手を差しだしたが、恵は譲ゆずらなかった。


「おれが開けるから」


　と、自分の手で鍵かぎを開けて大きく、ドアを開く。


「お……？　あ、いー感じ」


　ドアから通路を抜ぬけて中へ入ると、そこは広いリビングだった。


　ゆったりとした布張りのソファーセットが中央に、窓辺にはオリエンタル風の籐とう製の椅い子すが配置されている。


　アースカラーで統一されたリビングは、軽い曲線を描えがいていて、奥に向かうと徐じよ々じよに次の部屋がみえてくるという造りだ。


　次の間はクイーンサイズのベッドがふたつ入った寝しん室しつで、リゾート風の開放的な造りを意識しているのか、ドアではなく、布で仕切ってある。


　一番奥はバスルームで、広いバスタブの向こうには天てん井じようまである大きな窓になっていた。


「すごっ」


　これだったら夜じゃなく、晴れた日の日中のほうが気持ちよさそうだ。


　一通りぐるりと探検して気が済んだ恵がリビングに戻もどると、佐原がちょうど受話器を置いたところだった。


「……仕事？」


「違ちがいます。ルームサービスを頼たのんだんですよ」


　約束したでしょう？　と微笑まれて、恵は大きく頷うなずく。


「ね、佐原さん、ここってスイート？」


「いえ、一晩だけですし、セミ・スイートというところですね」


「ふ～ん」


　恵はバフッとソファーに深く座ると、キョロキョロと当たりを見み渡わたした。


　佐原宅での和風の生活にすっかり馴な染じんでしまっているから、ソファーに座るのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。


「──恵くん、もしかして、かなり浮かれてます？」


　恵の落ち着きのない様子を観察していた佐原が聞く。


「へへへ、まーね」


　佐原とのデートは日帰りばっかりだったから、こういうところに泊とまることはなかった。


　だからホテルに泊まるのは随分とひさしぶりだ。


「高校の修学旅行は旅館で雑ざ魚こ寝ねだったし、こういうトコって随分と来てない。ホテル使ったのって……たしか、小学校のときかな。家族でハワイに行ったのが最後」


　普ふ通つうの部屋にエキストラベッドを入れて貰もらって、家族四人で無む理り矢や理り同じ部屋に泊まった。


「確かあんときって、ホテルのプールで溺おぼれかけてさ、兄ちゃんに浮き輪投げて助けて貰ったんだよな」


「おや、それは望に感謝しないと」


「でも、その後、ふたりでこっそり買い物に抜け出して迷まい子ごになったんだよ。兄ちゃん頑がん固こで、おれがあっちの道だっていっても信用しなくてさ。──後で、ふたりで父さんにものすげー怒おこられた」


　普段は温厚な父の怒った顔を見たのは、あれが最初で最後だったかもしれない。


　懐なつかしい、はじめての海外旅行での想おもい出を恵は佐原に話した。


　両親が死んで以来、思い出すことはあったけど、たとえ相手が兄であっても、両親との楽しかった想い出を口に出すことはほとんどなかった。


　口に出した途と端たん、あの楽しい日々は二度と戻ってこないのだと、両親は二度と戻ってはこないのだという喪そう失しつ感が襲おそってきて、怖こわくて泣いてしまいそうだったから……。


（もう、しゃべれるようになってたんだ）


　ちょっとだけ、喉のどが詰つまるような切なさを感じるけど、でももう怖くはない。


　両親と過ごした、あの楽しかった日々は帰ってこなくても、これからも自分に楽しい日々は訪おとずれる。


　それを、今の自分は実感しているから……。


（佐原さんのお陰かげだな）


　目元を和やわらげて話を聞いてくれる佐原の存在が、自分にとってどんなに大切でかけがえのないものか、改めて心に深く刻む。


　しばらくして、ルームサービスが届いた。


　シャンパンと綺き麗れいに飾かざりつけられたフルーツと、一口大のサンドイッチが数種類。


「そろそろお腹なかが空すいてくる頃ころじゃないかと思ったんですが？」


「うん、あたり」


　優やさしい気き遣づかいが嬉うれしい。


　恵はテーブルの上の料理に、嬉き々きとして手を伸のばした。


「こんなに喜んでくれるなら、もっと早くに連れてくればよかったですね」


　近場ならいつでも来れますしと佐原にいわれ、恵はいーよと首を振ふった。


「こーいうところは、たまにだから新しん鮮せんで面おも白しろいんだよ」


「そうですか？」


「うん。だから、たまに連れてきて」


「わかりました。では次の機会は、夏の旅行ですね」


「うん」


「計画の目め処どは？」


「まだ全然。──佐原さん、どこかいきたいトコある？」


「恵くんと一いつ緒しよならどこでも」


（うわ、きょーあく）


　殺し文句でおっとりと微笑みかけられて、思わず照れてしまう。


「あ……あのさ、旅行行ってる間、ひろしくんは？」


「もちろん、仕事ですよ。その頃は次作に取りかかる前になるわけですし、調査すべきことは山ほどあるでしょうね」


　てっきり休きゆう暇かをとらせると思ったのに、やっぱり野上に対しては鬼おにだ。


「……夏休みぐらいあげてもいいんじゃない？」


「規定通りの夏休みはあげますよ。──ああ、でも」


「なに？」


「岩井さんには、旦だん那なさんと避ひ暑しよ地で休養をとって貰おうかと思ってます」


「あ、それはいーね」


　岩井さん達ぐらいの年代なら、海外より国内のほうが落ち着いていいだろう。


　ふたりはシャンパングラスを手に窓際の椅子に移動すると、とりあえず自分たちの旅行計画は棚たな上あげにして、岩井の為ための国内旅行の計画をあれこれと話し合った。








　シャンパンの酔よいが軽く回ったのだろう。


　話の途と中ちゆうで、恵は小さくあくびした。


「眠ねむいですか？」


「ん」


　小さく頷いてから、立ち上がる。


「話の続きは後で。先にバスルーム使うね」


　んーっと、伸びをしながら寝室のほうへ向かうと、佐原も立ち上がる気配がした。


「じゃあ、一緒に入りましょうか」


　時間節約にもなりますし、と歩み寄ってきて、恵の腰こしに腕うでをまわす。


「え、でも……」


　恵はピタッと立ち止まった。


「どうしたんです？」


　佐原が不思議そうに、顔を覗のぞき込んでくる。


「え、あ、お風ふ呂ろはひとりがいーかなーって思うんだけど」


「そう……ですか？」


「うん」


「……恵くん、もしかして照れてます？」


「！」


　赤くなっていた耳に触ふれられて、恵はぴっと肩かたをすくめた。


（ううっ、ばれた）


　佐原のいうとおりで、恵は照れていたのだ。


　今さらなのだが、一緒にお風呂というシチュエイションはなぜか恥はずかしい。


「…………ちょっとだけ」


「そうですか」


　嫌いやがることはしない人だからあっさり諦あきらめてくれると思ったのに、腰にまわされた腕にぐっと力が入った。


「佐原さん？」


　不思議に思って見上げると、にっこりと微笑ほほえみかけられた。


「では、なおさらご一緒しなくては……。大だい丈じよう夫ぶ、恥ずかしいのは最初だけですよ」


　綺麗に洗ってあげますよ、と耳元にささやきかけられ、首筋を舐なめあげられる。


「……んっ」


　恵は首をすくめて縮こまった。


「や、……嫌だって……」


　佐原は一緒に入る気満々だ。


（ど、どーしよ）


「あ、あのさ……佐原さん」


「なんです？」


「無む理り強じいは良くないと思うよ？」


　最後の手段とばかりにそう告げると、首筋から耳へと移動していた佐原の唇くちびるがパッと離はなれた。


「──じゃ、お先に」


　腰にまわされた腕を振りきって、恵はバスルームに逃にげ込んだ。








「用心深いですね」


　ドアに鍵かぎをかける音が聞こえる。


　佐原は、恵が逃げ込んだバスルームのドアを未練がましく眺ながめた。


　思い返してみると、一緒に暮らすようになってから一度も一緒にお風呂を使ったことはなかった。


　意外な盲もう点てんだった。


（それにしても可愛かわいらしい）


　嬉しい発見だ。


　恥ずかしがって真っ赤になり、首をすくめる恵の姿を思い出し、佐原はひとり笑えみを浮うかべた。


　今回は逃げられたが、次回はしっかり捕つかまえておこう。


　あんなに可愛らしい姿を見ないで我が慢まんするなんて、あまりにももったいなさ過ぎる。


「次は逃がしませんからね」


　この台詞せりふを恵が聞いたら、真っ赤になって照れて、また逃げようとするに違ちがいない。


　それを追いつめていくのも、かなり楽しそうだ。


（無理強いだなんて、とんでもない）


　最終的に、同意を得られればかまわないではないか。


　佐原は、次の機会を心待ちにすることにした。






３







「先に断っておくが、俺はあの店自体はあまり好かん」


　昼休みで混む学食で定食を食べながら、バイト先の説明をするにあたって、五十嵐はそう前置きした。


　ちなみに佐原の許可を取れなかった件については、正直に白状してある。


　恵としては五十嵐の紹しよう介かいを諦めて自力で探すつもりだったのだが、その意志を告げた途と端たん、五十嵐が折れて紹介してくれる運びになったのだ。


（佐原氏の許可もなしに変なところでバイトして、妙みようなことに巻き込まれたらことだしな）


　それぐらいだったら、なにがあってもフォローができるよう自分の目の届くところでバイトさせたほうが良いと五十嵐は考えていたのだ。


「あくまでも金のために働いているんだ」


「……なに、そんなに変な店なの？」


「流は行やっているから認められてはいるが、冷静に考えれば変な店だ」


　五十嵐は長くため息をついてから、バイト先のカフェバーについての説明をはじめた。


　営業時間は十時から夜の一時まで、メニュー等はさほど他ほかの店と変わりはない。


　だがしかし、glitter（グリッター）という名のその店は、なんと集客目的のために男女様々なタイプの美形のみをバイト店員として雇やとっているのだそうだ。


　その効果のほどは歴然で、バイト目当てのリピーターがかなりだとか。


　そんな訳だからバイト料は通常よりかなり高く、雇われることが一種のステイタスとなっているせいかバイトの面接も厳しく、雇われること自体かなり困難なのだそうで。


「よく、そーいう店の面接受けてみようって気になったなー」


　話を聞いて一番最初に恵が感じたのがそれだった。


　五十嵐みたいなタイプは、むしろ敬けい遠えんしそうな店だから。


「修子に説得された。掛かけ持ちするより体力的には楽だから贅ぜい沢たくいうな、だそうだ」


「修子さんらしいね。──おれ、面接受かるかな？」


「………おまえは受かるだろう」


　呆あきれ顔をされて、恵はそーいやそーかもと納なつ得とくする。


　子供の頃ころは目がきょろっとでかいのだけが取り柄えだったけど、成長とともに、幼い頃から綺き麗れいな子だと賞賛されていた兄の面おも影かげを、自分の顔に見つけることが多くなった。


　嫌な思い出だが、スカウトらしきことをされたこともあったし……。


「じゃ、とりあえず紹介よろしく」


「わかった。……それとバイトすることになると、いつも同じアクセサリーを一点身につけなきゃならないんだが、持ってるか？」


「なにそれ」


「バイトの目印。ネームプレートの変わりみたいなものだな。ネックレスやピアスとか、女の子の場合はヘアピンとかリボンでもいいみたいだが」


「五十嵐のは、それ？」


　左ひだり腕うでのバングルを指さすと五十嵐は頷うなずいた。


「指輪は衛生上駄だ目めだと言われたな。大丈夫そうか？」


「駄目。おれ、そーいうの全然もってない。……あー、ちょい派は手でな時計とかはアクセサリー認定されないかな？　佐原さん、けっこうお洒落しやれなの持ってるから借りられるし」


「佐原氏の持ち物なら問題ないだろう」


「じゃ、決まりだ」


　万ばん事じＯＫということで、さっそくその日の内に面接に行くことになった。








　面接は、店員達の控ひかえ室で行われた。


　あごひげが粋いきな店長は、厳しい顔で恵をジロジロと見た後で、に～っこりと笑う。


「合格」


　色々と質問されるんじゃないかと身構えていた恵が、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとした合格判定だ。


「五十嵐くんの紹介なら問題ないでしょ」


「ありがとうございます。あの、実はおれ、短時間のバイトを希望してるんですけど」


　週三回、五時から八時くらいと言おうとしたが「大丈夫、問題ない」と遮さえぎられた。


「君だったら、好きな時間に好きなだけいてくれればいいから」


　あとは経理と話し合ってと言い残して、あっさりと店長は店に戻もどっていった。


「……これで終わり？──こういうトコのバイトって、シフト割りとかあるんじゃ？」


「あるけどな。店の性質上、集客能力があるバイトは特別扱あつかいされるんだ」


「なんか、てきとー」


「だから変な店だっていっただろう」


　五十嵐は憮ぶ然ぜんとして言った。








　その次の日から、さっそく働くことにした。


　制服はモノトーンで統一されているものの、バイトのルックスを重視するだけあって様々なデザインが取りそろえられていて、個人個人で好きに着こなしていいという方針らしい。


　たいしてファッションに興味のない恵は、五十嵐と同じ白のシャツに黒のスラックスという定番そうな制服を選んでみた。


　タイもついていたが窮きゆう屈くつそうなので却きやつ下かして、さらに立ち襟えりのシャツの第二ボタンまで外した。佐原に借りてきた黒革かわバンドの腕時計が見えるよう袖そでをまくって、光沢のある濃いグレーのギャルソンエプロンを身につけて完成だ。


「こんなもんかな？」


　教育係になってくれた五十嵐の前でくるっと一回転してみる。


「そんなもんだろう」


　きっちりとタイを締しめた五十嵐が、憂ゆう鬱うつそうに頷く。


「なに、どっかへン？」


「変じゃないから困るんだ。──こい」


　五十嵐にくっついて店内に向かう。


　店内はカフェバーにしては天てん井じようが高く、ゆとりを持った空間になっていて、様々なデザインの椅い子すやテーブルが奇き妙みようなバランスをとって配置されている。


（うわっ、ぎりぎり）


　店員も本当に美形揃ぞろいだった。


　思いっきり胸をあけた過激なお色気系や対照的にフリルまみれのロリータ系、オールバックにロイドメガネの執しつ事じ風など、個性的なキャラクターが目に付く。


（確かに変だ）


　これで流行っていなかったら、妙なコスプレカフェという烙らく印いんを押されていたかもしれない。


　センスよく構築された店内のデザインも、個性的な店員達を粋いきに見せるのに一役買っている。


　まるで、よく造り込まれたテレビドラマの中の作り物の店のようで、薄うすっぺらそうなイメージもあるのだが、その実、グリッターで提供する料理やドリンクは、どれもがどこに出しても恥はずかしくない一流品ばかりだった。


　厨ちゆう房ぼうで働く料理人もまた一流どころを揃そろえていて、綺麗な店員と美う味まい料理にはまった客が、高めの料金にも拘かかわらずリピートしてくるという寸法だ。


　店内の様子が見える厨房に向かう通路の隅すみに移動してから、五十嵐から仕事の内容を伝授されていると、


「さっそくきてくれたか」


　恵の姿を見つけた店長が嬉うれしそうに歩み寄ってくる。


「どれ、みせて」


　恵の腕を取り、はめていた借り物の時計を眺ながめ、ほうっとため息をつく。


「カルティエか。ホワイトゴールドにダイヤで二百はくだらないかな。──いい人からのプレゼント？」


「へ、いや、あの」


　借り物なんだと説明するより先に、プライベートの詮せん索さくは止やめとこうねと話題をうち切られる。


「で、昨日あれから考えたんだけど、山田……ケイくん」


「めぐむです」


「恵くんか。──恵くんにはあっちの一番奥のカウンターの中に入って欲しいんだ」


「店長、でもこいつバーテンの経験はないですよ」


「大だい丈じよう夫ぶ、問題ない。本職がいるからね。ビールぐらいはサーブして貰もらわなきゃいけないけど、あとは注文取りとカウンターの清せい掃そうとか、ひとりで来てるお客さんの話し相手でもしてくれれば上等。──実はね、あの一角、ちょっと造り込みすぎて失敗しちゃって、お客さんが敬遠しちゃうんだ。恵くんみたいな子がいると、ちょっとは違ちがうんじゃないかと思ってね」


　店長の視線の先に首こうべを巡めぐらせると、明るく開放感のある店内の雰ふん囲い気きとは一転して、そこだけ暗く閉へい鎖さされた空間があった。


　ダークなカラーでいぶし銀的雰囲気を狙ねらっていたようなのだが、逆に照明を吸い込んでしまって、なんともパッとしない一角になってしまっている。


「ピンスポットのライトとかカウンターに光沢をつけたりすれば、随ずい分ぶん変わると思うのに……」


　恵がぼそっと呟つぶやくと、店長が嬉しそうな顔をした。


「気が合うね。実はそんな予定の工事の発注もしてある。一週間ぐらい我が慢まんして貰えれば、あそこも明るくなるから頑がん張ばってみて。──じゃ、五十嵐くん、恵くんをバーテンに紹しよう介かいしといて。頼たのんだよ」


　店長は五十嵐の肩かたを叩たたくと、忙いそがしそうに店内へ戻っていった。


「教育係は交代か」


　苦く笑しようする五十嵐が、瀬せ川がわというバーテンに紹介してくれて、恵はそのまま瀬川について仕事を教わることになる。


　店長が言っていたとおり、カウンターに座る客は極きよく端たんに少なかったから、仕事を覚える時間だけはたっぷりあった。


　バーテンの瀬川は人当たりはやわらかいものの、あまりしゃべるのが得意な質たちではないらしく、バイトがいる間は一歩下がった場所にいて客の相手はほとんどしない。


　恵はというと、お客さんとのやりとりに関しては、高校時代に身につけた話術のお陰かげでさほど苦労せずにすんだ。


　仕事を覚えた頃ころにカウンター内の工事が入った。


　その後、雰囲気が変わったことで徐じよ々じよに客の流れも変わり、カウンターにリピートしてくれる客も増えて、そこそこ忙しく働けるようになってくる。


　そして、半月が過ぎようとしている頃のこと、


「あれ？　きみ……どっかで……」


　瀬川の手で完成されたカクテルを恵がカウンターにすべらせた途と端たん、客のひとりに声をかけられた。


　太い首にごつい顔のライン、サングラスをかけた顔はやたらと男臭くさい雰囲気だ。


「めぐむくん。そうだろう？」


　男はそう言いながらサングラスを外した。


　サングラスの下から、今までの印象を百八十度転てん換かんさせる丸くてぱっちりとした二ふた重えの目があらわれて、恵もその男を知っていることに気付く。


「あ……、有名なプロデューサー」


　以前、スカウトされた挙げ句、襲おそわれかかったことのある相手。


　嫌いやな体験だったからすっかり記き憶おくの彼方かなたに押しやり、名前すら忘れていた恵に、「百もも瀬せだ」と男は苦笑しながら名乗った。


「もう一回、名めい刺しいる？」


「いりませんよ。興味ないし」


「相変わらず、つれないなー」


　百瀬は、言葉のわりに嬉しそうに笑った。


　笑うと丸い目がつぶれて笑い皺じわができ、やたらと愛あい嬌きようのある顔になる。


（前はこの雰囲気にだまされたんだよなー）


　悪い人じゃないかも、と誘さそいにのって、のこのことついていってしまったのだ。


　一度痛い目を見ているんだし、もう二度と油断しないようにしよう。


　恵は気を引き締める。


「なんでこんなところで働いてるんだ？　こわ～い保護者とは切れたのか？」


「怖こわくなんてないし、切れてませんよ。単にバイトしてるだけ」


「バイトだったら俺のところにおいでよ。すぐに人気者にしてあげるからさ」


「だから人気者になんか、ならなくていーんだって」


「変わらないね。相変わらず可愛かわいくて綺き麗れいだし……。ああ、でも以前は瘦やせすぎの感じがあったから今のほうがいい。少し日焼けするといいかもね。う～ん、髪かみは、もうちょっと変えたほうがいいかな。少なくともこの店の制服を着てるときは、ワックス使って軽く流れをつくってみたら？　ぐっと大人っぽくなって綺麗だと思うよ」


「あのですね」


　あんたにプロデュースされる気はないから、と恵は言おうとしたのだが、その前に百瀬が椅子から立ち上がった。


「残念だけど、今日はこれでいかないと。仕事でこの近くのスタジオに行かないといけないんでね。──また来るよ」


　二度と来るな、といいたいところなのだが、バイトとしての自覚は最低限持っているから、しぶしぶながら恵はよそいきの笑え顔がおを作って百瀬を見送った。


（面めん倒どうなことになったかも……）


　とはいえ、やっと仕事にも雰囲気にも慣れて、楽しくなってきたところだし、百瀬ひとりのために辞やめる気にもなれない。


　油断しなきゃいいんだし、気にしないようにしようと、恵は考えていた。











　バイトは月水金と一日おきに入れることにした。


　帰宅時間が遅おそくなることに関しては、大学でバスケのサークルに入ったんだと噓うそをついている。


　当然のことながら佐原はいい顔はしなかったが、もうちょっとアクティブな大学生活を送れという兄の勧すすめに従ったんだと恵が言い張ると、非常に嫌そうな顔ながらも渋しぶ々しぶ承知してくれた。


　バスケのサークルに入ったと言ったものの、恵はバスケ用品を揃えたりはしなかったし、試合や練習に関するつくり話も家では一いつ切さいしなかった。


　噓を維い持じするための噓を重ねる気にはなれなかったし、執しつ筆ぴつに夢中で上の空な佐原が、恵の噓に気付くわけがないと思っていたのだ。


　実際、佐原は気付いてくれなかった。


　ホッとする気持ち半分、がっかりする気持ち半分。


　やっぱり複雑だ。





「めぐむくん、めぐむくん」


　バイトのない火曜日、台所で岩井の手伝いをしていると、のれんの間からニュッと野上の手が出てきてパタパタと勢いよく手招きされた。


「お手伝いはいいから、行ってらっしゃい」


　手招きする手を面おも白しろそうに見つめる岩井に促うながされて、恵は台所を出た。


「こっちです。こっちこっち」


　先に移動した野上が、玄げん関かんの隅すみでしゃがみ込んで、再び手招きしている。


「なに？　内ない緒しよ話ばなし？」


　面白がった恵も、野上とおでこを突つき合わせるようにしてしゃがみ込む。


「ひろしくん、最近、やたら忙しそうだよね」


「資料集めがちょっと難航してるのと、去年出版した先せん輩ぱいの作品が日中合作の映画の原作候補に上がってたり、あちこちの賞にノミネートされたりしてるんで大忙しなんです」


「すごっ、大おお事ごとだ」


「ええ、大事です。大忙しです」


「振ふられても落ち込んでる暇ひまがな──あっ。……ごめん」


「いえいえ、いーんすよ。岩井さんに俺が失しつ恋れんしたってお聞きになったんでしょ？」


「うん。──何年付き合ってたの」


「幼少のみぎりからだから、十三年ですか。もう高校生になったことだし、お供は必要ないと振られてしまいまして……」


　切ない、と野上がうなだれる。


「幼少って……。ひろしくん、ロリコン？」


「違ちがいます。無実です。──忙しい親おや御ごさんの代わりに子こ守もりをさせていただいていたんですよ。でもほら、見る見る育っていく気高い美少女を見守っているとですね、紫むらさきの上うえを連想しちゃいまして、なにかちょっと夢を見ることもあったりして……」


「やっぱロリコンじゃん」


「違いますって。失恋の痛手を乗り越こえた最近の俺は、塔とう子こさま一筋なんすから」


　松まつ下した塔子は、佐原の恋こい人びとだったことのある女性で、きつめの美び貌ぼうを売りにしている人気女優だ。


「え、まさかひろしくん、塔子さんとつきあってんの？」


「いえいえ、そんな畏おそれ多い。たまにお食事を奢おごらせていただく栄えい誉よを賜たまわる程度です。──って、塔子さまで思い出した。めぐむくん、バイトしてるって、ホントっすか？」


「なんでひろしくんが知ってんの？」


「塔子さまですよ。百瀬氏から塔子さん経由で俺の耳に入ってきたんすけど。先輩からはそんな話聞いてないし」


「あー、うん。佐原さんには内緒だから」


「ばれたときが怖いんじゃ？」


「最終的には、ばれるの覚かく悟ごのバイトだから、それはいーんだ」


　事情を話すと、野上はそういうことならと、佐原には内緒にしておくと約束してくれた。


「でさ、相談なんだけど……」


「なんすか？」


「なにをプレゼントしたらいーと思う？」


　実は、恵は佐原へのプレゼントの内容をまだ決めていなかった。


　最初はなにか身につけるものをと考えていたのだが、佐原がなんなら差し上げましょうかと気軽に貸してくれた腕うで時ど計けいの値段を知ってからは、やめといたほうが無難だと思うようになったのだ。


　安物を贈おくっても、きっと佐原は喜んで身につけてくれるだろう。


　が、違い和わ感は否めないだろうし、佐原をよく知る人達は、なぜそんなものを？　と佐原にそぐわない品に疑問を持つかもしれない。


（おれのせいで、佐原さんのステイタスが下がるのもヤダし）


　それなら日常に使う品をとも考えたが、困ったことに佐原の身の回りのものは、どれもが洗練された品ばかり。


　それとわかる高級なものもあれば、祖父の代からの骨こつ董とう品を大切に使い続けていたりする。


　恵の買える範はん囲いの品では、きっと安っぽすぎてやっぱり浮ういてしまうんじゃないかと思われて、考えれば考えるほど、アレも駄だ目めコレも駄目と八方ふさがりになっていく。


「なにって……。さて、なにがいいんでしょうねぇ。先輩、物欲はないも同然の人ですしね」


「なんだよねー」


「最近の唯ゆい一いつの道楽はあの着物ですか」


「え、そーなの？」


「ええ、紬つむぎのいいのを仕立ててますしね」


「ちなみに幾いくらぐらい？」


「俺の三カ月分の給料……。それでも、普ふ段だん着ぎクラスなんですよ」


「全然だめじゃん。あ、でも帯とか、そういう小物系は？」


「めぐむくん。あの世界を甘く見ちゃいけません。先輩が身につけてるやつだと、どれもこれも俺たち庶しよ民みんには、ちと難しいっすよ」


「……金持ちって」


「………やな感じっすよね」


　頭を突き合わせてぼそぼそと話していた恵は、微かすかな笑い声を聞いた。


　顔を上げると、岩井が電話の子機を持って佐原の部屋に向かおうとするところだった。


「あ、岩井さん、おれ行くよ」


「いいのよ。野上さんと遊んでらっしゃい」


　岩井はやんわりと遠えん慮りよすると、そのまま佐原の部屋に行ってしまう。


　佐原の部屋に子機を運ぶのは、いつもは恵の仕事だったから、なにか変な感じがした。








　その後、野上との密談は平行線を辿たどり、結果がでる前にふたりの足が痺しびれて中断することになった。


　アポを取っている研究者に会いにいかなきゃと慌あわてて帰っていった野上に頼たのまれて、恵は佐原の部屋に封ふう筒とうに入った資料を届けにいく。


「佐原さん、資料、ここに置くね？」


　そうっと障子を開けて、佐原の脇わきに封筒を置く。


「ありがとうございます」


　例の如ごとく、執筆中で心がお留守な佐原は、振り向きもせず礼をいう。


　夕食の手伝いをしようと、障子を閉めて台所に戻もどる途と中ちゆうで、ふと恵は妙みようなことに気づいた。


（音がしなかったよーな）


　いつも聞こえるカタカタとキーボードを打つ音が、今日は聞こえなかった。


　執筆に詰つまっているんだろうか？


　少し気がかりだった。






４







「でな、こんな企き画かくもあるんだが」


「お好きなようにしゃべりたいだけしゃべってくれてけっこうですけど、絶対に頷うなずきませんからね」


　カウンターに陣じん取どって、性しよう懲こりもなく仕事の話を持ちかけてきた百瀬を、恵はグラスを磨みがきながら冷ややかにはね除のけた。


　再会してからというもの、百瀬は恵のバイトの日を狙ねらって必ずのように押し掛かけてきて、スカウトらしき言動を繰くり返すようになっていた。


　困ったことに、何度断っても効果はない。


　さすがに業界の有名人だけあって、バイトの間でも百瀬は話題になっているらしい。


　百瀬に紹しよう介かいしてくれるだけでいいからと頼まれ、これでターゲットがうつってくれればラッキーなのにと思いつつ、バイト仲間を数人百瀬に引き合わせたりもした。


　残念ながら、なんの効果もなかったが……。


「その顔もいいな。うん、いいよ。クールな美形ってのもいけるかもな」


「勝手に人のイメージを作らないでください」


　ムッとして応じてもまったく懲こりずに、百瀬はあれこれとひとりでしゃべり続ける。


（うっとうしいなー）


　唯一の救いは、百瀬が忙しい身であること。


　カウンター席に陣取って十五分もすると、必ずと言っていいほど仕事関係の人がお迎むかえにやってくるのだ。


　押し掛けてくるようになったばかりの頃ころは、五十嵐やバーテンの瀬川が、あれこれとフォローしてくれたりしていたのに、十五分がタイムリミットだとわかってからはフォローする気配すらなくなった。


「も～もちゃん、帰りましょうね～」


　店の入り口に近いほうから声がして、見ると、モデルなのだろうか、長い髪かみにピンクのメッシュを入れた背の高いスレンダーな美女が、こちらに向かって歩いてくる。


（お迎えが来たか）


　今日のは随ずい分ぶんと派は手でだなぁと思いつつ、恵はホッとしていた。


「百瀬さん、お迎えですよ」


「残念、じゃあ、また明後日あさつてに」


　迎えが来ると、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと百瀬は立ち上がる。


　そして、迎えに来た人間は、敵意や好こう奇き心などその表情は異なるものの、必ずと言っていいほど恵をじっくりと観察してから帰っていく。


「じゃあね、坊ぼうや」


　今日のお迎え当番の彼女は、無礼にも中指まで立てていった。


（いったい、どんな風に吹ふい聴ちようしてるんだか……）


　見ず知らずの他人に敵意をむき出しにされるのは不ふ愉ゆ快かいだ。


「二度と来なくていーのに」


　百瀬のグラスを下げつつ、恵は思わずぼそっと呟つぶやく。


「ま、そーいわずに」


　ぽんっと背中を叩たたかれて、恵はビクッと跳とび上がった。


「店長。……あの、すみません」


「大だい丈じよう夫ぶ。あれだけしつこくされたら、文句言いたくなるのもわかるから」


「いえ、それもそうだけど、あの人来るたびに、おれ邪じや険けんな態度とっちゃうし、雰ふん囲い気き悪くしてそうで申し訳なくて」


「あれ、そんなこと気にしてたの？　全然オッケーだから。百瀬プロデューサーが店に来るって噂うわさになってるみたいで、この時間帯、有名人ウォッチャーや気張った服装のスカウト志願者が増えたしね。逆にありがたいくらい」


「そーなんですか？」


（人の不幸をありがたがるなよなー）


　恵は憮ぶ然ぜんとした。


「そうなんだよ。百瀬さんの紹介で、雑誌の取材とかも来るようになったしね」


「はあ」


「とにかく、これからもよろしく」


　ぽんっと再び背中を叩いて、店長が去っていく。


「……よろしくっていわれてもなー」


　店長が去った後で、恵はまたしてもぼそっとひとりごとを言った。


　ひとりごとは高校時代にひとり暮らしをしていた頃の癖くせだったのだが、気持ちが滅め入いったりすると、今でもポロッと出てしまう。


　それでも、さすがにカウンター越ごしのお客さんには聞こえないよう、無意識のうちに小声になっていたのだが、運悪く微かな囁ささやきが届いてしまったらしい。


（まずっ……）


　カウンター席で、ひとりエールビールを飲んでいた客が微かに笑う気配がした。


「失礼。──プライベートでもしつこく絡からまれて困っているんなら、法的に訴うつたえることもできますよ？」


　二十代半ばぐらいだろうか？


　ちょっとたれ目気味の二ふた重えの瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、甘く整った顔立ちをしていた。


　上等そうな麻あさのスーツに身を包み、軽く脱だつ色しよくしたさらさらの髪も清潔そうで、トータルとしてスマートな上流の好青年といった雰囲気だ。


「え、それはない……です。ここでだけなんで大丈夫」


「そう？　ちょっとお節せつ介かいでしたね」


　職業病かもしれないと、青年が再び微笑ほほえむ。


　その穏おだやかな口調と笑えみに、どうしたわけか鼓こ動どうが速くなる。


（なんだ、これ？）


　恵は、おちつけよ、と自分に言いきかせた。


「いえ、ありがとうございます。──あの、弁護士さんなんですか？」


「そう。まだまだ新米だけど」


　ここから十分ぐらいのところに事務所があるのだと彼は言う。


　いままでは自動車通勤で素す通どおりしていたのだが、近場に部屋を借りて通勤ルートが変わったのだとか……。


「外から見ると賑にぎやかそうな雰囲気だけど、このカウンターのスペースだけは静かな感じでいいね。落ち着くよ。──バーテンも綺き麗れいだし」


　軽くグラスを掲かかげて微笑む。


「ありがとうございます」


　恵はさらりとお礼を言ってしまってから、そんな自分の態度に驚おどろいた。


　百瀬に言われたのなら、それこそ条件反射で憎にくまれ口を叩くし、他のお客さん相手だったら高校時代のように、ちょっとおちゃらけた態度を取って笑いをとるところなのだが。


（どーしてだろう）


　落ち着いた雰囲気で、押しの強さを感じないためだろうか？


（やっぱり職業柄がらなのかもな）


　こういう人が相手だと、依い頼らい人も相談しやすそうだ。


「でも、おれ、バーテンじゃありませんよ。ただの助手でバイトなんです」


「大学生だよね」


「そうです」


　どこの大学？　と聞かれて、素す直なおに大学名を口にする。


　五十嵐からは極力個人情報を明かすなと忠告されていたのだが、弁護士という職業を聞いたせいだろうか、警けい戒かい心が働かない。


　彼は恵の大学名を聞いたお返しのつもりなのか、自分の出身大学名を告げると、大学時代のおもしろエピソードを話し出した。


　巧たくみな話術でテンポよく楽しい話を繰り出され、バイト中だと意識していたにも拘かかわらず、恵は何度か本気で笑わされた。


　他の客に声をかけられ、注文をこなした後で彼の元に戻もどると、彼はロングタイプのカクテルグラスを手にしていた。


「ジンリッキー？」


　最近、瀬川にカクテルについて色々と習っている恵は、ライムスライスの入った透明なグラスから当たりをつけて聞いてみた。


「はずれ。モスコミュール。──恵くんは、サークル関係は？」


「まだ、なにも……。このバイトが終わったら、なにかしようかなっては考えてるんですけど」


「ここは短期間のバイトなのかな」


「いえ、そうじゃなくて、目的があってバイトしてるから」


「目的を聞いてもいいかい？」


「大切な人にプレゼントを贈おくりたいかなーって」


「へえ、それはいいね」


　がんばれと微笑む彼を見て、ふと恵は思いつく。


「お客さんが、いきなりプレゼントを貰もらうとしたら、なにが欲しいですか？」


　上等そうな服装に余よ裕ゆうに満ちた物もの腰ごし。彼は間ま違ちがいなく恵より数段上のクラスの家庭で育ったタイプの人間だと思われた。


　庶しよ民みん派な自分や野上より佐原に近いタイプだし、良い知ち恵えを授けてもらえないだろうか。


「サプライズ企き画かく？」


「まぁ、そんなところです。貰ったその日から使えるようなもので」


「そうだな。僕だったら……」


「あ、ちょっと待ってください」


　なにかを言おうとした彼を遮さえぎり、恵は声をひそめて予算をつけ加えた。


「え、それじゃ難しいか……。それなら……えっと」


　なにがいいかな？　と彼は真しん剣けんに悩なやみはじめる。


（この感じ、いーなー）


　答えを待ちながら、ここにいるのが佐原だったらもっと楽しいのにと恵は考えていた。


　カウンター用の小こ振ぶりなスツールも、背の高い佐原が座ったらきっとさまになる。


　スマートな仕草でカクテルグラスを傾かたむける姿を想像して、ちょっと楽しくなる。


（でも佐原さん、あんまりお酒飲まないんだよな）


　飲むとしたら、ブランデーか日本酒。


　それも料理を口にしつつ少量たしなむ程度で、ビールなどは一いつ切さい口にしない。


　この前泊とまったホテルで頼たのんだシャンパンも、恵のほうが多く飲んでいたぐらいだ。


　でも、ブランデーベースの甘くないカクテルなら飲んでくれるんじゃないだろうか？


　とはいえ、佐原が酒を飲もうと飲むまいと、バイトを認めてくれない限りはそんなことを考えていても無む駄だなのだが……。








　散々悩んでも、結局、良いアイデアは浮うかばなかったようだ。


　次に来るときまでに考えておくよと言って椅い子すから降りた彼に、恵は失礼でなければと名前を聞いてみた。


「たけふみ。文武両道の文武の逆で武文だ」


　軽く酔よいが回っているのだろう。


　武文は、片手をスラックスのポケットに入れ、たれ気味の目を細めて笑った。


　最初の頃ころの穏やかな笑えみとは違ちがう、気さくな感じの笑み。


（なんか、雰ふん囲い気き変わった）


　やはり最初の頃の落ち着いた雰囲気は職業柄だったんだろう。


　人ひと懐なつこそうな、感じのいい笑みだと思った。











　その週末の昼食後、恵は午前中に書店で仕入れてきた数冊の雑誌を手に佐原の書しよ斎さいへ向かった。


　例の如ごとく、小説の世界に没ぼつ頭とうしてお留守になっている佐原の背中にもたれて座り、雑誌をめくる。


（どこがいーかなー）


　仕入れてきたのは旅行雑誌の数々。


　海外旅行の経験が皆かい無むに近い恵は、佐原の仕事が終わるまでにある程度の骨格を作っておいてから、佐原にチェックして貰おうと考えている。


（ニューヨークは絶対押さえとかないと）


　できれば兄の働く街をこの目で見てみたかった。


　が、それだけが目的だと佐原に却きやつ下かされる危険性があるから、他の観光スポットを見つけておかなければならない。


　ホテルじゃなく、部屋を借りて長期間滞たい在ざいするのも楽しそうだ。


（昔みたいに、ふたりで料理とかしたりして……）


　想像しただけで浮き浮きしてくる。


　昔、なにかのポスターで見た白しら壁かべの建物と青い海の対比が鮮あざやかな国へも行ってみたい。


　あれは、たしかギリシャだったか……。


「隼人さん、入りますよ」


　いつの間にか雑誌を捲めくるのに没頭していた恵は、障子越ごしに聞こえる岩井の声に現実に引きもどされた。


　障子が開いて、電話の子機を手にもった岩井が室内に入ってくる。


「お電話ですよ」


　岩井は子機を佐原の仕事机の上に置くと、恵に目配せして部屋の外へと呼んだ。


「どうかした？」


　廊ろう下かに出て障子を閉めてから小声で聞くと、


「恵さんに、お願いがあるんだけど」


　と、岩井は酷ひどく申し訳なさそうな感じで、近所の乾かん物ぶつ屋に夕食に使う材料を買いに行ってくれないかと頼む。


　お安い御ご用ようと恵が頷うなずくと、岩井はホッとしたようだった。








　佐原の家は、大通りから細い路地を何度か曲がった先にある。


　重厚な門構えの古い家が点在する閑かん静せいな住宅街を抜ぬけ大通りにでると、老舗しにせの店が立ち並ぶ石いし畳だたみの独特な雰囲気の小さな商店街があった。


（いー天気）


　日差しの温ぬくもりに、歩いていると少しだけ汗あせばむ程度の気候。


　今ぐらいが一年で一番過ごしやすい季節かもしれないなと散歩気分で路地を歩き、岩井に頼まれた乾かん物ぶつ類を買い込んで家に戻る。


　その間、およそ十五分。


　恵は最初に台所に向かったが、岩井の姿は見当たらない。


「どこいったんだろ」


　家の中にいるのは間違いないだろうから、すぐ戻もどってくる筈はず。


　おいとけばわかるだろうと、買ってきた品を配はい膳ぜん台の上に置くと、佐原の部屋に向かい、障子に手をかけた。が、


（……まだ、電話中なんだ）


　邪じや魔まをしちゃいけないかなと台所へ戻りかけたが、漏もれ聞こえてきた佐原の声に、恵の足は思わず止まった。


「……ですから、以前にも結けつ婚こんする意志はないと申し上げてお断りしているでしょう。……いえ、そうではなくて……」


（結婚って……）


　盗ぬすみ聞きなんて最低だと思うのに、その場から動けない。


　声が漏れやすい障子戸が恨うらめしい。


　電話の相手はどうやら佐原の母親のようだった。


　漏れ聞こえてくる会話から、佐原が実家から持ち込まれた見合い話をかなりの回数、断り続けていたらしいことがわかる。


　やがて通話が終わりそうな気配を感じて、恵はむりやり足を動かしてその場を離はなれた。


（……やだな、なにショック受けてるんだろ、おれ）


　足音を立てないようにゆっくり歩いているのに、油断すると膝ひざがガクッと崩くずれそうになる。


　電話口で佐原はハッキリと断っていた。


　安心して、喜べばいいじゃないかと、自分自身に言いきかせても駄だ目めだった。


　今は断っていても、いつか応じる日が来るかもしれない、そんな不安感が重く心に広がっていく。


（いつか、佐原さんがいなくなったら……）


　佐原を失った自分を想像して、ぞっとする。


　台所までなんとか辿たどり着いた恵は、息苦しさと眩暈めまいを感じてその場にしゃがみ込むと、きつく目を閉じた。


（なんだよ、これ……）


　恵はこの感覚に覚えがあった。


　両親を失った後に生じた神経症しようの一種。


　最後まで尾おを引いたのは不ふ眠みん症だったが、最初の一カ月ぐらいは、この息苦しさと眩暈にも悩まされていたのだ。


　少しは強くなったつもりでいたのに、あの頃から自分は全然変わっていなかったのかもしれない。


（こんなんじゃ、駄目なのに……）


　情けなくて、唇くちびるを嚙かみしめる。


「恵さん？」


　岩井の慌あわてた声が聞こえて、目を開ける。


「どうしたの？」


　廊下でしゃがみ込む恵の側そばに、岩井は心配そうな顔で片かた膝ひざをついた。


「……あー、軽い貧血」


「大変。隼人さんを呼びましょうか？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。すぐ収まるから」


　意識して無理に笑顔を作る。


「ちょっと待っててね」


　水か、濡ぬれタオルを用意しようとしてくれているのだろうか、水音が聞こえてくる。


（電話の内容、岩井さんも知ってたのかな）


　恵は、ふとそんなことを思った。






５







　あっと思った次の瞬しゆん間かん、カシーンと鋭するどい音がカウンター内に響ひびいた。


「す、すみません」


　恵は慌てて床ゆかに飛び散った薄うすいグラスの破片を片づける。


（これで三回目）


　佐原の電話を聞いてしまってからというもの、恵はバイト先でミスを連発していた。


　家にいる間は、佐原や岩井に気付かれないように気を張って平静を保っているのだが、その反動なのだろうか、バイト先ではやたらと失敗ばかりする。


　バーテンの瀬川は、「慣れてきて気がゆるんだかな」と鷹おう揚ように構えてくれているけど、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。


　恵の不調の原因にうっすらと気付いている五十嵐からは、調子が戻るまで休めと何度か忠告をうけたが、休む気にもなれない。


　家にいるより、バイト先にいたほうが気が紛まぎれるから……。


（バイトはじめて正解だったな）


　だからこそ、これ以上迷めい惑わくをかけないようにしなきゃいけない。


　片づけを終え手を綺き麗れいに洗い直した恵は、よしっと気合いを入れ直した。








　が、


「──これ、違ちがうぜ」


　すっかり顔かお馴な染じみになっていた武文が、グラスを手に困った風に微笑ほほえむ。


「うわっ、すみません」


　失敗をしないように気合いを入れ直してからは、順調に仕事していたのだが、武文の顔をみて気がゆるんだのかもしれない。


　武文はいつも一杯目はイギリスのエールビールを飲んでいるのに、いつものと注文されて一番需じゆ要ようの多い国産の生ビールをグラスに注ついでしまった。


「つくりなおします」


　グラスを下げようと手を伸のばしたら、かまわないよと遮さえぎられた。


「たまにはこれもいい。──でも、どうした。らしくないじゃないか」


「買いかぶってませんか？　おれ、いっつもこんなもんですよ」


「そうかな。ああ、もしかして、例のプレゼントのことで悩なやんでるのか」


　思いつかなくて悪かった、と武文は謝る。


「ぜんぜん違ちがいます」


（気にしてたんだ。いい人だなー）


　武文の印象はずいぶんと変化していた。


　初対面のときのスマートなエリートっぽい雰ふん囲い気きはすっかりなりをひそめていて、今の武文には体育会系の気のいい先せん輩ぱいっぽい印象がある。


　きっと、仕事中とプライベートで態度を使い分けていて、恵に気を許してくれた分だけ本来の姿を見せてくれるようになったんだろう。


　最初の頃ころは不意に見せる仕草に不思議とドキドキすることがあったけど、今は安心感をもって落ち着いて話ができるようになっていた。


「そうじゃなくて──」


「そうじゃなくて？」


「………ただ、ちょっと……拗すねてるだけだと思います」


　促うながされて、するりと言葉が口から零こぼれてくる。


（ああ、そっか。そーなんだ）


　自分の言葉に、恵は妙みように納なつ得とくしていた。


　こんなにいつまでもあの電話の件を引きずっているのは、たぶん、そういうことなんだろうと……。


　最初のショックからは数日で立ち直ってはいたのだ。


　起こるかどうかもわからない架か空くうの未来を思って怯おびえているなんて、ちゃんと自分を選んでくれている佐原にたいして失礼だと思えるようにもなった。


　でもなにかが心にひっかかっていて、佐原や岩井に接すると妙に意識して緊きん張ちようする状じよう況きようが続いていた。


（おれ、内ない緒しよにされていたのが嫌いやだったんだ）


　こういう話があるんだと直接相談して貰もらえたら、ショックは受けてもここまで引きずらなかったかもしれない。


　一言も相談してくれなかった佐原、電話口から自分を遠ざけようとした岩井。


　どうせ断ることだから、知らせる必要はないとでも思ったんだろう。


　ふたりは間ま違ちがいなく恵のことを思ってそうしてくれている。


　でもそんな態度が、恵を余計に戸と惑まどわせ、不安にさせる。


　自分は、そんなに頼たよりなく、弱くみえるのだろうかと……。


「最近、子供扱あつかいされることが多くて……。そんな風に扱われていると、本当に子供に戻もどっちゃいそうで」


「まわりが過保護なのか？」


「まぁ、そんな感じです」


「だったら素す直なおに甘えてればいいじゃないか。大事にされてるんだろ」


「大事にされてるのはわかってるんですけど……。ただ、前科があるから、ちょっと」


「前科って？」


「子供の頃のおれ、家族に溺でき愛あいされてて、とんでもなく我が儘ままな子供だったんです。あんまり大事にされると、あの頃に戻っちゃいそうで」


「自覚があるんなら心配ないだろう。──しかし溺愛する両親の気持ちもわかるよ。君はさぞかし可愛かわいい子供だったろうし。一人っ子？」


「いえ、兄弟二人で、兄がいます」


「兄貴がいるのか。仲はいいほう？」


「すっごく。家族の中でも兄が一番可愛がってくれてたぐらいです」


「へえ……。ふつう逆な感じだが」


「どーして？」


「大事にされてる弟に焼き餅もちを焼く兄って、よくありそうだろ」


「ないない、兄も大事にされてましたもん。それに、兄は子供の頃から凄すごく頭がよくって、人気者で、ちょっとビックリするぐらい綺麗な子供だったんです。おれに焼き餅を焼く必要なんて全然ない」


　自じ慢まんの兄ですと恵が胸をはると、武文は羨うらやましいなと苦笑いした。


「武文さんは、ご兄弟は？」


「君と一いつ緒しよ」


「兄さんがいるんだ」


「そう、生あい憎にく、君ほど仲はよくないがね」


「兄弟喧げん嘩かとかします？」


　恵は興味津しん々しんに身を乗り出した。


　一方的に我が儘をいうことはよくあったけど、兄とは喧嘩をしたことがない。


　普ふ通つうはどんな感じなのか興味があった。


「喧嘩はしない」


　だが、武文は首をふる。


「喧嘩するほど仲良くなかった。普ふ段だんはあたらず障さわらずで、たまに気に障ることをすると、こう、ヒヤッとした空気が漂ただよってくるんだ」


「……怖こわいお兄さん？」


「いや、怖いというのとは違う。直接なにか言われたこともないからな……。ただ、こう、側そばにいるだけでプレッシャーを感じるというか」


「なんですか、それ」


　訳わかんないと笑うと、だからっと珍めずらしく武文は身を乗り出した。


　よっぽど不満がたまっていたらしく、いつになく熱心に話し続ける。


　武文の兄はかなりできる人らしく、体育会系気質のある武文は、そんな兄に対する対たい抗こう心を子供の頃から燃やし続けてきたらしい。


　だが、兄のほうは、そんな武文の存在をあまり認にん識しきすらしてくれなかったようだ。


　武文の愚ぐ痴ちともとれる話にふんふんとあいづちをうちながら、恵は、久しぶりに心から会話を楽しんでいる自分に気付いた。


　なにが心にひっかかっていたのかハッキリしたことで、随ずい分ぶんと気が楽になったんだろう。


（バイト、正解だったな）


　気分を変えるきっかけを見つけられる、そんな場を得たことに恵は感謝していた。











（遅おそくなっちゃった）


　バイトのない日だったのだが、帰り際ぎわ、講師に用事を頼たのまれていつもより遅くなってしまった。


　先に庭の掃そう除じをしてしまおうと、玄げん関かんを素す通どおりして庭に回り込む。


　ふと聞こえてきた佐原の声に、恵は動きを止めた。


「──何度申し上げたら納なつ得とくしていただけるんですか？　ですから……」


（また、あの電話……）


　茶の間から漏もれ聞こえてくる佐原の言葉と口調からそれを悟さとり、あまりのタイミングの悪さに気が重くなる。


　普通の造りの家だったらここまで声が漏れることはないのにと、古い日本家屋の開放性さえも呪のろわしい。


　これ以上聞きたくないと、音を立てないようにリュックを置き、竹たけ箒ぼうきを取りに納なん戸どに向かおうとした恵の耳に再び佐原の声が届く。


「……では、会うだけですよ」


（───え？）


　ため息混じりの佐原の言葉に、一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。


　その後の言葉で、どうやら母親の顔を立てるために見合いに仕方なく応じたのだということがわかってくる。


（そういうことなら、仕方……ないし……）


　どうしても断り切れない事情があったんだろう。


　佐原にだって社会的な立場もあるのだから、仕方ない。


　恵はそう自分に言いきかせて、その場を離はなれる。


（これが二度目でよかった）


　そう思いながら、わざと音をたてて竹箒を動かした。


　最初の電話があの内容だったら、ショックで立ち直れなくなっていたかもしれない。


　最初のショックから立ち直った後である程度免めん疫えきもできていたから、無様にうろたえずにすんでいるのだとも思える。


「──恵くん、帰ってたんですか？」


　竹箒の音で恵の存在に気付いたのだろう。


　電話を終えた佐原が、障子を開け縁側に出てくる。


「うん、ただいま」


　恵はなにも聞かなかったふりをして微笑ほほえんだ。


　それが、今の佐原の望みだろうと思ったから……。


「手伝いましょうか？」


「いーよ、へーき。──佐原さん、仕事は？」


　佐原は、竹箒を使う恵を目を細めて眺ながめながら、縁側に腰こしを降ろす。


「野上くんの資料待ちです。事実関係をハッキリさせておかないと、どうしても引っかかりを感じて書き進められないところが急にでてきたので」


「自分で調べたりしないんだ」


「野上くんのスケジュールが空いていなかったら自分で調べますけど、よっぽどでないと……。彼の存在理由を取ってしまっては可哀想かわいそうですしね」


「ふ～ん、一応、気は遣つかってるんだ」


「一応ね」


（じゃあ、おれは？）


　今の佐原にとっての、自分の存在理由はなんなんだろう？


　側そばに寄り添そうことを望まれているのは確かだけど、他ほかにはなにがあるんだろう？


「あ、じゃあさ、ひろしくんが資料を届けに来るまではオフ？」


「そうなりますね」


　それなら、上う手まくすると今日の夜は一緒に過ごせるかもしれない。


　そうなればいいのにと願っていたのだが、残念ながら願いは叶かなわなかった。


　野上は夕食時にやってきて、佐原に資料を渡わたすと、次のスケジュールがあるからとバタバタと帰っていく。


（……残念）


　食事もそこそこに、渡された資料に目を通しはじめた佐原をみて、恵はため息をついた。











　岩井が自宅に帰った後で、恵は読みかけの雑誌を手に佐原の部屋に侵しん入にゆうした。


　いつものように背中にもたれ雑誌に目を落としたが、字の流れをいくら目で追っても文章が頭の中に入って来ない。


　恵は雑誌を読むのを諦あきらめて、目を閉じた。


（重じゆう傷しようだ）


　さっきの電話の件が、心に重くのしかかっている。


　なにげなく、さっきの電話聞いちゃったんだけどと告げて、佐原の口から直接説明を聞ければ気は晴れるのかもしれないが、今は無理だ。


　今の状態で、この話題を口に出したら感情的になってしまいそうだった。


　佐原を責めたいわけじゃないし、佐原にだって立場も都合もあるのだから責めるべきでもない。


　ただ、分けて欲しいのだ。


　楽しいことだけを共有するんじゃなく、悩なやみだって共有したい。


　大切にされることで目め隠かくしをされ、辛つらいことから守られているいまの状じよう況きようが決していいものだとは恵には思えない。


　恋こい人びとと悩みを共有することもできないなんて、恵にとっては悲しい状況だから……。


　この仕事が終わったら、佐原と話をしようと決めた。


　今、佐原が執しつ筆ぴつ期間中でよかったかもしれない。


　頭を冷やす時間だけはたっぷりあるから、話をするそのときには、きっと落ち着いていられるようになっている。


　そうなっていればいいなと思った。








　そんなことを考えている間に、うとうとしてしまっていたらしい。


　恵は、佐原の背中の動きで、ふと目を覚ます。


「もう、こんな時間ですか……」


　壁かべ時計を見上げた佐原が呟つぶやく。


　パソコン画面にも時刻表示があるのに、いちいち壁時計を見上げるのは佐原の癖くせだ。


　前に一度、それにつっこみをいれたら、デジタル表示だと時間を確認した気分になれないのだという返事が返ってきた。


　佐原らしい癖だと思う。


「恵くん、そろそろ部屋に戻もどって眠ねむったほうがいいですよ」


　首だけで振ふり向いた佐原に声をかけられたが、恵は返事をしなかった。


　今はあまり会話を交かわしたくない気分だったし、気持ちがすれ違ちがってしまっている分、身体からだだけは側にいたい。


「……しょうがないですね」


　そのまま眠ったふりをしていると、笑えみを含ふくんだ優やさしい声が聞こえて佐原の背中が離れ、代わりにその腕うでに支えられてそうっと座ざ布ぶ団とんの上に横たえられた。


「少し待っていてくださいね」


　頭を撫なでられ、声が遠ざかる。


　しばらくして戻ってきた佐原は恵を抱だき上げ、部屋に運んでくれた。


　あらかじめ敷しいて置いてくれたらしい布団に降ろされた瞬しゆん間かん、恵はぱちっと目を開けた。


「おや、狸たぬきでしたか」


　佐原は恵の瞳ひとみを覗のぞき込んで微笑んだ。


「……ん。──ね、佐原さん」


「なんです？」


「もう少し、一いつ緒しよにいたいんだけど……駄だ目めかな？」


　なるべく仕事の邪じや魔まはしたくないんだけど、我が慢まんできそうにない。


　恵が佐原の着物の袖そでをギュッとつかむと、佐原は驚おどろいたように微かすかに目を見開いた。


「駄目なわけないでしょう。寂さびしくなるようなことを言わないでください」


　そのまま覆おおい被かぶさってきて、頰ほおに優しいキスをおとす。


「恵くんが望んでくださるのなら、今晩はずっと側にいますよ」


　笑みを浮うかべた唇くちびるが近づいてきて、恵は瞳を閉じた。


「ありがと」


　目ま蓋ぶたに柔やわらかな唇の感かん触しよく、と同時に眼めの裏がかすかに熱くなった。


「……でも、おれが眠るまででいいよ」


　それで充じゆう分ぶん、と佐原の首に腕を回し、唇を求めて顎あごを上げる。


「なにか……あったんですか？」


　佐原の声が聞こえたが、恵には答えるつもりはなかった。


　だから、強く引き寄せて互たがいの唇をふさいだ。








「あ……あぁ……んっ……」


　いったん肌はだに触ふれてしまうと、堰せきを切ったように強い飢き餓が感が襲おそってきた。


　ゆっくりと愛そうとしてくれる佐原を遮さえぎり、自分からねだって、前ぜん戯ぎも程ほどほどに深く引き入れる。


「……めぐむくん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　早急な行こう為いで、馴ならされないまま受け入れた身体は、快楽と苦痛とない交ぜになった感覚に悲鳴を上げていたが、恵は首を振った。


「…ん、……へーき…だから……。ね？」


　佐原が与あたえてくれるものなら、痛みでさえも甘い。


　恵を気づかって慎しん重ちように動こうとする佐原の肩かたにしがみつき、身体を押しつけてさらなる行為をねだった。


「動いて……。おねがい。……あっ──」


　深いところで佐原が微かに動くのを感じて、ゾクッと背筋に電流が流れる。


　小刻みに揺ゆらされると、強こわばっていた身体が徐じよ々じよにほぐれていくのを感じる。


「……あっ……ん……ふっ……いい……」


　佐原も恵の反応を確かめながら、徐々に大きく、強く動き出す。


　佐原を感じて、奥深いところから痺しびれ、熱くなっていく身体。


　心もまた身体に引きずられ、佐原を感じることだけに夢中になっていく。


　こんなことをしたからといって、なにが変わるわけじゃない。


　単に、不安を紛まぎらわすだけの代だい償しよう行こう為いだっていう自覚もある。


　それでも、今は佐原を感じていたい。


　自分の中で高まっていく、熱い身体を感じていたい。


「……あっ……。──くっ……ぅ……」


　不意に、膝ひざをつかまれて強く押され、身体を折り畳たたまれるような体勢で、佐原を受け入れた。


「……んっ……あ……あぁ」


　苦しいぐらいに窮きゆう屈くつな体勢で、強くうがたれて急激に身体の熱が高まっていく。


「あ……だめ、も……っ。──あっ！」


　ガクガクと揺さぶられ、激しすぎる快感に恵はたまらず首をふる。


「…………ッ……」


　一ひと際きわ強く貫つらぬかれ、強く抱きしめられた。


　同時に身体の奥に熱いほとばしりを感じて、恵も自分を手放した。


「な……に？」


　だが余よ韻いんを味わってぼんやりする暇ひまはなかった。


　佐原の腕でうつぶせにされ、強く腰こしを抱かかえ上げられた。


「な……ちょっと…まッ……あっ！　……ん……ふっ……」


　一気に深く貫かれ、たまらずに嬌きよう声せいをあげる。


　放ったばかりのそれは、佐原の手に包まれて、すぐに勢いを取り戻した。


　続けざまの行為に恵の理性は完全に失われていた。


「あ………いい……もっと。……さ…はらさん……」


　たまらずに佐原を強く締しめつけてねだると、「お望みのままに」と佐原が耳元で低く囁ささやく。


「……なにしろ、眠るまで側にいる約束ですからね」


「……つっ……んっ……」


　佐原が、恵の首筋を軽く嚙かむ。


──今日は、眠らせませんから……。


　苦しげなその囁きと、その甘い痛みに、恵はふるっと身体を震ふるわせた。






６







　思い返してみると、最初から変だったのだ。


　手て遅おくれの状態になってしまってから、恵は自分の迂う闊かつさを悔くやんだ。





　そもそものはじまりは、


「明日、午後早めにバイトに入ってくれないかな？」


　という店長からの頼たのみ事。


　いつも午後に入ってくれているバイト達が、その日に限って用事があるとかでごっそり休みになってしまって困ってるんだと言われ、一日ぐらいなら午後からサボっても平気だろうと判断して、恵はＯＫした。


　五十嵐にその話をしたら初耳だといわれたが、きっと五十嵐は夜遅おそくまで働くシフトになっているから店長も遠えん慮りよしたんだろうと、そんな風に恵は思っていた。











　着き替がえて、店に出るとさっそく店長に手招きされた。


「悪いね」


　はいこれ、と恵にトレーを渡わたし、広いフロアでの接客はしたことがなかった恵に、簡単に接客のレクチャーをする。


「うるさい音を立てずに丁てい寧ねいな動作を心がけてくれればいいから。で、最後にお客様ににっこり笑いかけるのを忘れないで。──さっそくよろしく」


「はい」


　最初のうちは、トレーにグラス類を載のせて歩くのはけっこう緊きん張ちようしたが、何度か厨ちゆう房ぼうとフロアを往復すると慣れてきた。


（楽勝だね）


　変に緊張しないで静かに大きく歩き、まっすぐに背筋を伸のばしてさえいれば、トレーの上のものもガチャガチャ音を立てない。


　要するに、佐原の上品な仕草を意識すればいいのだ。


　余よ裕ゆうがでてきた恵はフロア内を見み渡わたした。


（あー、派は手でなタイプの奴やつらがごっそりいないや）


　今日フロアに出ているのは、恵と同タイプのオーソドックスなユニフォームに身を包んだバイトばかりだ。


　もしかしたら、バイト仲間が集団でどこかに遊びにいっちゃってるのかもしれない。


　あのメンツが集団でいたら、やたらと目立つだろーなーと、想像してひとり苦く笑しようする。


「恵くん、これもお願い」


「はい」


　店長に指示されて、恵は再びフロアに出た。


　ガラス張りで通りから良くみえる席に座った、髪かみをアップにしたＯＬ風の綺き麗れいな女性に、慣れた感じでアイスコーヒーを運ぶことに成功する。


　ごゆっくりどうぞと、女性に微笑ほほえみかけてから厨房へと戻もどった。


（……ん？　あれ、今の）


　ふと、さっきの女性に見覚えがあるような気がして、恵は振ふり向いた。


　女性は、ストローを使わずにアイスコーヒーを半分ほど飲むと、カツンとテーブルに叩たたきつけるように置き、いきなり立ち上がった。


「……え？」


　彼女は、アップにしていた髪をさらりと下ろして手て櫛ぐしで整えながら、ヒールの音も高らかにそのまま店から出ていってしまう。


「え？　店長、あれ」


　お会計が済んでいないのに、と目線で店長に訴うつたえたが、奇き妙みようなことに店長はなにやら嬉うれしそうににこにこして彼女の姿を見送っている。


　と、


「はい、カット！　お疲つかれさま～」


　店内に大きな声が響ひびいた。


　と同時に、座っていた客達が、お疲れさまでしたと口々に言いながら立ち上がりはじめ、おおぶりの観葉植物の陰かげやガラス越ごしの通りから、カメラ機材を持った人間達がぞろぞろと店内に集まってくる。


「え、なに、これ？」


「──驚おどろいたか？　気付かれないようにカメラ配置すんのにずいぶん苦労したよ」


　ぬっと、いきなり恵の目の前に百瀬が現れた。


「ＯＫ出してくれる気配がないから、勝手にやらせて貰もらった」


「勝手にって、今の……」


「ＣＭの撮さつ影えい。ああ、大だい丈じよう夫ぶ。恵くんがメインって訳じゃないから安心してくれていいよ。テレビで放映されるときは、彼女がメインだし……。ま、ちょっとした俺のお遊びってことで、よろしく」


「よろしくって」


　なにがどーなってるんだ？


　恵は、説明を求めてキッと店長を見た。


「実は二時間ほど百瀬さんの貸し切りになっててね、ＣＭの撮影に使って貰ってたんだよ。うちとしても宣伝になるから、ありがたい話だしね」


「え、だって、おれ聞いてなかったけど……」


「うん、ごめん。──百瀬さんが、どーしても君にウエイター役をやらせたいっていうもんだから。こうでもしないと、恵くん出てくれないかなって思ってね。あ、今日のバイト代には特別手当を上乗せしとくから」


「おう、俺のほうからもギャラ出すから、それで機き嫌げんなおしてくれよ」


（はめられたっ！）


　店長と百瀬のわざとらしい笑えみに、恵は騙だまされて撮影に付き合わされていたのだとやっと認にん識しきした。


「じょっ──」


　冗じよう談だんじゃない！　と怒ど鳴なりかけた恵の口を、後ろから伸びてきた細い指が覆おおう。


「はいはい、坊ぼうや、ちょっと顔貸してね。──ももちゃん、この子、あたしが説得しとくから」


「頼むよ、サリ」


　ＯＬ役をやっていた女性に腕うでをつかまれ、恵は店の外へと連れ出された。


「──よっく見て。今、この店の中にいる人間はみんなこのＣＭの撮影スタッフよ。何人いると思う？」


「四十人……もっとかな。でも、おれには──」


「関係ないって？」


　百瀬にサリと呼ばれた女性が、恵の言葉を先取りして皮肉げに微笑む。


「まぁ、確かにあんたには関係ないわよね。でも、あたしは困るのよ。あんたにこの撮影は無しだって騒さわがれたくないの」


（この人、やっぱりそうだ）


　今は綺麗な栗くり色いろの髪になっているが、百瀬を迎むかえに来たときに中指を立てた、髪にピンクのメッシュを入れていた女性。


「百瀬にとっても、こんなカラーリング剤ざいのＣＭなんてつまんない仕事、本当はどうだっていいんだわ。あんたのカメラテストさえできれば、それでいいと思ってるみたいだし。──でも、あたしにとっては重大問題なの。顔を売るチャンスなのよ。あんたの我が儘ままでチャラにされたくない」


　邪じや魔ましないで、と睨にらまれた。


（我が儘って……）


　勝手に撮影されたことを怒おこるのは我が儘じゃないだろう。


「それでもおれには関係ないよ。文句があるなら百瀬さんに言えばいいだろ？　あの人が勝手なことをしたのが悪いんだから」


「言えるわけないでしょ？　あたし程度のモデルなんて、あの人にとってはなんの価値もないんだから。興味を失われたらポイされてお終しまいよ。あたしには今しかないの。なりふりかまってなんていられない。ちょっと目をかけて貰っている間にチャンスをつかんでおかなきゃ後がないの」


「そんなこと言われても……」


　勝手に撮影されたフィルムを使われるのは嫌いやだった。


　それに、佐原にも知られたくない。


　内ない緒しよでやっているバイト中にこんなトラブルに巻き込まれたなんて知ったら、佐原がどう思うか考えるだけで苦しくなる。


「どうしても駄だ目めだっていうんなら、あたしだって考えがあるから」


　恵の拒きよ絶ぜつに業ごうを煮にやしたのか、サリはきっと唇くちびるを引き結んだ。


「なんだよ」


「あんたと、あんたの怖こわい保護者とやらのこと、週刊誌にリークするわよ」


「っ!!」


　ゾッとして身体からだが強こわばった。


　以前の佐原にとって、その時々で付き合う女性との関係を週刊誌にすっぱ抜ぬかれるのは日常茶さ飯はん事じだった。


　だが、相手が自分となると話は違ちがう。


「そ、そんな汚きたないことしたら、それこそ百瀬さんに見捨てられるんじゃない？」


「覚かく悟ごの上よ。で、どうすんの？　──あたしにだってプライドがあるし、今回の件をＯＫしてくれるんなら、二度とこんなバカなことは言わない。誓ちかうから」


　ＯＫしてよ、とサリはすがりつくような目をしながらも怖い顔で睨んでくる。


（この人、本気だ）


　断れば、本当に週刊誌に売られかねない。


　それだけはなんとしても避さけたい。


「……わかったよ」


　どうしようもなくなって恵は頷うなずいた。








　撮影したフィルムを使うことにＯＫはしたけど、正面の顔やアップは絶対に使わないと、百瀬には約束してもらった。


　二度とこんな不意打ちはしないとも約束させる。


　アップにさえならなければ、放映されても自分だと気付かれることはないだろうし、気付かれても誤ご魔ま化かせるはずだ。


　店長はというと、恵がここまで嫌がるとは思っていなかったらしく平謝りしていた。


　彼に聞いた話だと、今回の撮影の件は、五十嵐だけじゃなく、バーテンの瀬川にもオフレコになっていたのだそうだ。


　以前、相談して協力を求めたら、本人に無断でそういうことをするのは反対だと拒絶されたそうで……。


　騙されたのだと知ったと同時にバイトを辞やめようと思っていたのだが、その話を聞いて恵は思いとどまることにした。


　トラブルの種なんて、きっとどこにでもある。


　少しずつ築きあげつつある人間関係を大事にしたほうが、きっといい。


　そんな風に思ったから……。








「──脅おどしてゴメン」


　その日の帰り際ぎわ、すれ違ちがいざまに小さな声でサリに謝られた。


　きっと、そんなに悪い人じゃないんだろう。


　ただ自分の夢に、自分の欲望に忠実なだけで……。


（……おれだったら、どーするかな）


　大切なものを守るためだったら、彼女のようになりふりかまっていられなくなるんだろうか？


（あんまり……考えたくないな）


　なんだか、酷ひどく後味の悪い経験になった。






７







　その日を気付かずにやり過ごせればいい。





　そんな風に恵は考えていたが、同じ家で暮らしている以上、そうはいかなかった。


「今日は実家の用事で外出するので、申し訳ないんですが夕食はご一いつ緒しよできません」


　これから眠ねむりにつくのだろう。


　酷く眠そうな佐原が、朝食を食べていた恵にそう告げた。


（今日なんだ）


　付き合いの一いつ環かんなんだとわかっていても、胸が痛くなる。


　やっぱり平静ではいられそうにない。


　それでも、気付かれまいと恵はいつもどおりの笑顔を作った。


「だったら、おれも友達と外で食べてくるよ」


　今日は夕食の支し度たくをしなくていいからと岩井に言って、眠そうな佐原の頰ほおにキスをしてから家を出た。











「山田、今日はバイト来なくていいぞ」


　顔を合わせた途と端たん、五十嵐にそう言われた。


「なんだよ、それ。……五十嵐、いつから店長になったんだよ」


　恵がむっとふてると、五十嵐も負けじと眉まゆをつり上げる。


「佐原氏と喧けん嘩かしてるだろう？」


　顔を見ただけでわかるといわれ、恵は両手で頰を覆おおった。


「はずれ、喧嘩はしてないし」


「それでも、なにかあったんだろ？」


「………ははは。でもまー、ヘーキだから」


「どうだか」


　長いため息が耳に痛い。


「あ、そうだ。五十嵐、今日の夕飯、一緒しない？」


「無理だな。今日はラストまでだ」


「残念」


　恵のバイトは八時までだから、ひとりでなにか食べて帰るしかなさそうだ。


（ひとりは、やだな）


　ふと、そんなことを思ってしまった自分が、ちょっとショックだった。


　最近の恵は、滅めつ多たにひとりでは食事をしない。


　佐原が仕事で一緒じゃないときは、岩井が側にいて話し相手になってくれているから。


　佐原と出会う前の恵は、毎日ひとりで夕食を食べるのが普ふ通つうだったのに……。


（マジで退化してる）


　自分が情けなかった。








　五十嵐の忠告が効きいて気を引き締しめてかかったのがよかったらしい。


　恵はミスすることなく順調にバイトをこなしていた。


　懲こりずにいつものようにやってきた百瀬も、いつものようにあっさりと撃げき退たいできた。


「こんばんは。──いつものですか？」


　あと三十分でバイトが終わる時間帯に、武文が顔を出す。


「いや、今日は車だから。アイスコーヒー貰もらえるか」


「はい」


　さっそく用意したグラスをカウンターにすべらせて、恵は武文に笑いかけた。


「久しぶりですね。お忙いそがしかったんですか？」


「いや、少し反省してたんだ」


「は？」


「この前、散々愚ぐ痴ちをこぼしただろ？」


「ああ、お兄さんのこと」


「言い過ぎたと思ってな」


「そんな理由でいらっしゃらなかったんですか？」


　呆あきれる恵を、武文が探さぐるように見つめる。


「なにか？」


　恵がいぶかしむと、なんでもないとホッとしたように苦笑する。


「気にしすぎか。──ところで恵くん、今日は何時まで？」


「え、八時までですけど」


「だったら、愚痴を聞かせたお詫わびに食事を奢おごらせてくれないか？　実はそのつもりで車で来てるんだ」


「えっ、でも……」


「気取った店じゃないから、遠えん慮りよしないでくれ」


　一いつ瞬しゆん、迷った恵に、武文が笑いかける。


「それなら、遠慮なく」


　ひとりで食事するより、きっと武文といたほうが楽しい。


　ちょうどよかったなと、恵は頷うなずいた。








「原はらさんと食事に行くんだって？」


　更こう衣い室で私服に着き替がえていると、五十嵐が眉をつり上げてやってきた。


「原さん？　だれ？」


「あの弁護士」


「ああ、武文さんか。そーだけど。……なんで五十嵐がしってんの？」


　同じ店で働いているとはいえ、五十嵐はメインのフロアの担当だからカウンター内の会話を聞くことはできないはずなのだが。


「瀬川さんに聞いた」


　恵の危機管理能力に不安感を抱いだいていた五十嵐は、トラブルがあったらすぐに知らせてくれるようにとバーテンの瀬川に頼たのんでおいたのだ。


「あ、そ。──今日おれひとりだし、奢ってくれるっていうから、ちょうどいいかなって思ってさ」


「止やめとけ。客とはプライベートで付き合わないほうが良い」


「なんで？　友達づきあいするぐらいべつにいーじゃん。気もあうし、しゃべってて楽しーしさ、年上の友達をつくるいいチャンスだって」


「………本気か」


　五十嵐は、恵の顔を鏡にむりやり押しつけて、よっく自分のその顔を見直してから考え直せと怒ど鳴なりつけたい気分になる。


　が、実際にやったとしても、自分に無む頓とん着ちやくな恵のことだから、「だからなに？」とキョトンとするだろう。


　こんなことなら夕食に誘さそわれたとき、修子に声をかけて自分の代わりに付き合わせておけばよかったと思ったが、後の祭りだ。


　複雑な顔をしている五十嵐を見て、恵はちょっと困った風に笑う。


「いや、あのさ……、五十嵐がなにを心配してるかわかってるつもりなんだけど、でもそーいうの心配ないから。──武文さん、そーいう下心持つようなタイプに見えないし、それに俺にもその気はないしさ。女の子じゃないんだし、大だい丈じよう夫ぶだって」


　へーきへーき、とお気楽な調子で肩かたを叩たたかれ、五十嵐は長い息をはいた。


（駄だ目めか）


　実際のところ、恵の言うとおりで心配しすぎなのかもしれない。


　だが、もしものことがある。


　もしも恵が、自分が紹しよう介かいしたこのバイト先で知り合った相手と、なんらかのトラブルを起こしたらと考えると、恵の身と同じくらい我が身も心配になってくる。


（佐原氏がどんな反応をするか……）


　想像する気も起きないぐらいに恐おそろしい。


「わかった……。が、なにかあったら遠慮しないで連れん絡らくしろよ」


　絶対だぞ、と五十嵐は恵に何度も何度も念を押した。











　武文に連れて行かれた店は、本当に気取らない店だった。


　中に入った途端、イタリア語の挨あい拶さつが店内に飛び交かう。


　狭せまい店内には木製の丸テーブルが窮きゆう屈くつそうに並んでいて、少しボリュームが大きすぎる音楽が流れる中、客達は丸テーブルを囲んで頭を突つき合わせ、音楽に負けないぐらいに大きな声で話をしていた。


　客のほとんどは二十代前後で、年代的には問題ないものの、スーツ姿の武文は少々浮ういて見える。


　騒そう々ぞうしいけど、あけっぴろげで明るいイメージがある店だった。


「ちょっとうるさ過ぎるか？」


　奥のテーブルに落ち着くと、武文が音楽に負けまいとして顔を近づけて聞いてくる。


「へーきです」


「そうか、よかった。ここはパテとパスタがいけるんだ」


　注文は武文にまかせた。


　大皿に載のった料理が届くと、武文は手慣れた様子で皿に取り分けてくれる。


「ここ、良く来るんですか？」


「いや、大学時代に使ってたんだ。最近来てなかったから、雰ふん囲い気きが変わってるんじゃないかって心配してたんだが。全然変わってない」


　武文が嬉うれしそうに店内を眺ながめる。


「彼女と？」


「いや、同好会の仲間と。バスケをやってたんだ」


「え、ホントですか」


　恵は目を輝かがやかせた。


「バスケが好き？」


「中学の頃ころにちょっとやってただけだから。おれ、その頃は極きよく端たんに小さかったから、ちょろちょろするばかりで、ほとんど戦力になれなかったけど」


「そういう人のための同好会だ。本気のリーグ戦やってる部とは違ちがって、３on３でストリートバスケを楽しんだりとか」


「へ～楽しそうかも。……うちの大学にもあるかな」


「あるんじゃないのか？　ああいうのも気楽で楽しいぜ」


　恵の好こう奇き心を満足させようと、武文は大学時代の同好会での楽しげな話をしはじめた。


　恵は楽しい話題に身を乗り出して耳を傾かたむけ、笑ったが、自分の心の奥がどこかひんやりしていて、本気では楽しめていないのを自覚していた。


　いま、佐原はどうしてるんだろう？


　なにを考えているんだろう？


　気を許すと、ついそんなことを考えてしまう。


（ひとりじゃなくて、よかった）


　情けないけど、そう認めざるを得なかった。








　食事の後、家まで送るといわれて武文の車に乗った。


　家近くの商店街で降ろして貰もらえばいいかと、地名を告げると、そこなら知ってると武文が頷く。


「暗くてしょぼい店が並んでるところだろ？」


「失礼な。老舗しにせの歴史あるお店が立ち並んでるところです」


　恵の反論に、渋しぶいねと武文が笑う。


「そういえば、グリッターにターコイズのバングルをしてるウエイターがいるだろ？　背の高い、ちょっと硬こう派はな雰囲気の二枚目」


「五十嵐のことかな」


「やっぱり友達か……」


「五十嵐がどうかしました？」


「いや、今日の帰りがけに凄すごい目で睨にらまれたんで」


「うわっ、すみません。あいつ、妙みように心配性しようなトコがあって……。悪気はないんですよ？」


「気にしなくていい。怒おこってるわけじゃないから……。それに、あながちハズレでもないし」


「え？」


　いぶかしんで運転席に視線を巡めぐらせた恵は、ふと窓の外に見慣れた店並みを見つけて首を傾かしげる。


「武文さん、道違うんじゃ……。こっちに行くと、グリッターに戻もどっちゃいますよ」


「そうだな」


「忘れ物でも？」


「ああ」


　曖あい昧まいに答えると、武文は、それ以上の会話を遮さえぎるようにカーコンポのスイッチを入れた。








（う～ん、これは五十嵐が正解だったのかな）


　車はあっさりとグリッターの前を素す通どおりして、そこから少し先にある高層マンションの地下駐ちゆう車しや場で停とまった。


「ここは？」


「俺のセカンドハウス。仕事が遅おそくなったときのために買ったんだが、最近はグリッターに通った日に利用してる。──飲酒運転でつかまるわけにはいかないからな」


　念のために確かく認にんを取ると、武文はあっさりとそう答える。


「二十八階建ての最上階だから、窓からの眺め、最高だよ」


「夜景には興味ないんだけど」


　佐原と一いつ緒しよに見られるんだったら別だけど、と、心でつけ加える。


（下心はないと思ったのに……）


　百瀬相手だと過か剰じように反応してしまう、綺き麗れいだとか可愛かわいいとかいう誉ほめ言葉も、武文にいわれると抵てい抗こうなく耳に入ってきて素す直なおに反応できる。


　どうにかしてやろうという意志が感じられないからだと思っていたのだが……。


「降りないのか？　どうする？」


　先に車を降りた武文が、声をかけてきた。


　ポケットに片手を突つっ込んで、こっちを見てちょっと困ったように笑っている。


　武文に好感をもたれている自覚はあったけど、恵は五十嵐が心配するようなものではないと思っていた。


　不思議と、この状じよう況きようでも、その気持ちに変わりはない。


「……降りる」


　恵は自分の勘かんを信じることにした。





　エレベーターに乗って、最上階まで上がる。


　以前、恵が暮らしていた落ち着いたファミリータイプのマンションとは造り自体が違っていて、エレベーターの内部もお洒落しやれな感じだ。


「この部屋だ」


　武文の後に続いて玄げん関かんに足を踏ふみ入れかけた恵は、ふと表札に目に留めて「あっ」と叫さけびそうになった。


（……なんだ、そーいうこと）


　五十嵐に聞いたときに気付くべきだった。


　それならば、最初に感じたあの感覚にも説明が付く。


（でも、だったらどーして？）


　何な故ぜ、よりによって今日なんだろう？


　疑ぎ惑わくが不安を呼んでくる。


　それでも必死に不安を押し殺して、理由を考える努力をした。





　マンションの内部は随ずい分ぶんと広かった。


　セカンドハウスだといっていた通り、生活臭しゆうのまったくないお洒落な部屋だ。


　窓からの眺めを楽しむため、薄うす暗ぐらい間接照明に照らし出された部屋は、最初のころのグリッターのカウンターを連想させた。


「恵くんは、なにか飲む？」


「いらない」


　恵は首をふると、夜景が見えるようにと窓まど際ぎわに配置された、ゆったりとした黒い革かわ張ばりのソファーに身を沈しずめ、ぼんやりと考え事にふける。


　しばらくして、氷の音がするグラスを片手に、武文が近寄ってきた。


「スコッチ？」


　漂ただよってくるちょっと癖くせのある香かおりからそう聞くと、武文は頷うなずいた。


「グリッターじゃ、そういうの飲まないよね」


「家系かな。あまり酒は強いほうじゃないんで、外ではビール党で通してるんだ」


「ふ～ん」


　ぼんやりと頷く恵をみて、武文は戸と惑まどったようだった。


「なんだか、急におとなしくなったな。気分でも悪い？」


「別に……」


「なら、いいが。──さて」


　武文は一気にグラスの中身を空けると、サイドテーブルにカツンと置いた。


「ここまで来てくれたんだ。ＯＫだって受け取っていいんだろ？」


　ソファーに片手をつき、空いた手で恵の頰ほおに触ふれると、ゆっくりと顔を近づけてくる。


「………めぐむ？」


　唇くちびるが触れ合う寸前に、武文は動きを止めた。


「──目を閉じて貰えないかな？」


　抵抗するでなく、ただじっと大きな眼で顔を見つめてくる恵に、武文が困った風にいう。


「なんで？」


「雰ふん囲い気きの問題。そんな大きな眼で見つめられたら、さすがに」


「やりにくい？　酒の力を借りなきゃやれないぐらいなら、止やめといたほうがいいんじゃないの？」


　ばっかみたい、と冷ややかに恵は呟つぶやく。


「で、どういう趣しゆ向こう？　この部屋のどっかにカメラでもしかけられてんの？」


「……なにをいってるんだ？」


「今さら、惚とぼけなくていーよ。──武文さん、佐原さんの弟なんでしょ？」


　弁護士で、兄がひとりいるといった武文。


　そして、五十嵐が口にした原という苗みよう字じは多分、佐原を聞き間ま違ちがえたもの。


　玄げん関かん先さきのシルバーの表札にはSAHARAとかかれてあったのだ。


　その瞬しゆん間かん、佐原の実家は弁護士の家系で、弟がひとりいるという話を聞いたことがあるのを思い出した。


（もっと早く気付くべきだったよな）


　初対面の日、武文の落ち着いた口調と物もの腰ごしに妙みように鼓こ動どうが跳はね上がったのは、その仕草の中にきっと佐原の雰囲気を感じ取っていたからだ。


　顔は全然似ていないけど、育った環かん境きようが同じなだけに、物腰や仕草に共通点があっても不思議はない。


「……ばれたか」


　武文はあっさりと恵から離はなれると苦く笑しようした。


「佐原さんにはお見合いで、おれにはこーいう仕し掛かけってことは、一族絡がらみで引き離そーとしてんのかな？」


　幸せボケして、気付かずにいた自分の間ま抜ぬけさに腹が立つ。


　自分のような存在が佐原の側そばにいることを、周囲の人間が喜ぶはずがなかったのに。


　岩井に温かく受け入れてもらえたことで、なにか勘かん違ちがいしていた。


「そーだよな。おれみたいなのがくっついてたら、やっぱ体面だって悪いし……。邪じや魔ま者だって思われてても仕方ない……よな」


　自分自身が、週刊誌にリークするという脅おどしに屈くつしたばかりだったから、佐原の周囲の人々の心配が恵には身に染しみてよくわかる。


　佐原のことを大切だと思っている人が、佐原にとってためにならないと考えて、自分の存在を排はい除じよしようとしている。


　その事実は、恵を完全に打ちのめした。


　小説を書いているとき以外の佐原は、自分だけのものだと思っていたなんて、思い上がりも甚はなはだしい。


　佐原は自分とは違って、ずっと大きな世界と様々な人との関かかわり合いがあって、その中で必要とされている。


　あの小さな家の中だけの幸せしか持たない自分とは、根本的に違うのだ。


「おれ、簡単に誘さそいに乗るよーな、その程度の人間だって……おもわれてんだ」


　佐原を大切に思う人たちにとって、自分の存在は害虫みたいなものなのかもしれない。


──たまたま、佐原の手の中に落ちてきた害にしかならない邪魔なだけの存在。


（……な…んで）


　目め頭がしらが熱くなってきて、恵は涙なみだを堪こらえようと必死で息を呑のんだ。


　側にいることを認めて貰もらえなくても、自分が本当に心から佐原を愛していることだけは認めて欲しかった。


　佐原に対するこの想おもいを、土足で踏みにじられているようで酷ひどく苦しくなる。


　別れろといわれて、はいそうですかと別れるつもりはない。


　そんな簡単な想いじゃないのだ。


（今だったら、きっと……）


　自分の夢のために、脅きよう迫はくまがいのことをしたサリの気持ちが、今ならよくわかる。


　佐原と別れずに済むのなら、今の自分は、なんだってするだろう。


「武文さん、最初から、おれを試ためすつもりで近づいて……き…たんだよね」


　武文をいい人だと思っていたのは本当のことだ。


　佐原との関わり合いがなければ、ずっと友達づきあいをしていきたいと思っていただろう。


　だからこそ、話し合いじゃなく、こんな手段を取られたことが辛つらかった。


　自分は信しん頼らいした相手に、信頼されてはいなかった。


　武文の言動をみるに、佐原の兄弟であることを積極的に隠かくす気持ちはなかったようだから、気付けなかった自分が間抜けなんだろう。


　でも、まるで裏切られたような気分だ。


「なんて思われても、しかたないんだろーけど、でも……でもさ。おれ、本気で佐原さん好きだし……。それ……は、わかって……」


（泣くな！）


　今はメソメソ泣いている場合じゃなかった。


　どんな些さ細さいなことでもいい。


　この先もずっと佐原と共にいるために、自分に出来ることを考えないと……。


　恵は、何度も瞬まばたきを繰くり返して、必死で涙を堪えようとした。


「──そうじゃない!!」


　武文は慌あわてて言った。


「勘違いだ。カメラなんてないし、一族の誰だれも君のことは知らない。知ってるのは、岩井さんと俺だけだ」


　泣かないでくれ、悪かった、謝るから、と矢や継つぎ早ばやに言うと、全面降伏のかまえで恵の前に片かた膝ひざをつき、瞳ひとみを見上げてくる。


「……え……でも……」


「いや、だから……、単なる腹いせのつもりだったんだ。最近むしゃくしゃしてたし、兄貴から君を奪うばい取ったら、さぞかしすっきりするだろうと思って……」


　弁護士の資格を取り、父の知り合いの弁護士事務所で働くようになって一年若。


　周囲の人間達は弁護士として着実に成長しつつある武文を見ると、必ずと言っていいほど兄、隼人の話題を出して、兄も弁護士になればよかったのに惜おしいことだなどと言って武文の心を波立たせる。


「少し前までは、せっかくの家名を捨てて、マスコミ受けの三文小説を書いている兄貴を馬ば鹿かな人だと見下すことで、自分を納なつ得とくさせられていたんだ。──でも最近は、それもできなくて……」


　なぜ弁護士にならなかったのかと惜しんでいた人達が、こぞって素す晴ばらしい作品を書かれるようになったと佐原を認めはじめた。


　着実な人生を歩んでいるとはいえ、自分の道は所しよ詮せんは親の七光りの内。


　自身の力で認められるようになった佐原に、次し第だいに武文は焦あせりはじめた。


「このままだと、一生あの人に勝てないような気がしてな」


「それで、おれ？」


「いや、そうじゃなくて……。いや、今さら噓うそは駄だ目めか。──君の存在を偶ぐう然ぜん知って、興味を引かれたからグリッターに行ったのは事実だ」


　武文は観念したように、肩かたをすくめた。


「でも、誓ちかって最初は顔を見るだけのつもりだったんだ。それがけっこう楽しかったから、ついつい通うようになってた」


「ホントに？」


「ああ。兄貴は関係ないかって思いかけてたんだけどな、兄貴の見合いの話を聞いて、今日だったら君もやけになって誘いに乗ってくるんじゃないかって……」


　魔まが差したんだ、と武文はバツが悪そうに苦笑する。


「失敗したよ。──抵てい抗こうして貰えたほうが、まだやりやすい」


　悪意をまったく感じさせない誠実そうな態度に、恵の気持ちも徐じよ々じよにほぐれていった。


「抵抗しても、きっとできなかったんじゃない」


「……そう思うか？」


「うん。だって、武文さん、俺にその手の興味持ってないし」


「そうかな？」


「そうだよ。だって、武文さんが好きなのは佐原さんだし」


「なっ！　……恵、それはない」


　血相をかえて慌てる武文に、恵は笑いかけた。


「変な意味じゃないよ。──ただ、グリッターで話を聞いたとき、武文さんは、お兄さんにかまって欲しかったんだろうなって思ったから……。なんとかして自分の存在を認めて欲しかったんでしょ？」


　自分に注意を払はらってくれない兄を振ふり向かせたくても、その手段が見つからない。


　たまに自分を見て貰えたと思ったら、その視線はひんやりと冷たい。


　そんなのは嫌いやなんだと、なんとかして兄に自分を認めさせたいのだという気持ちが、言葉の端はし々ばしから感じられた。


「あのときはわからなかったけど、佐原さんだって当てはめると、なんか凄すごく納得しちゃったよ。以前の佐原さんって、表面上は優やさしいのに、実際はけっこう淡たん泊ぱくな感じがあったし……」


「……それは今だってそうだろう？　恋こい人びとだって、とっかえひっかえやってたしな」


　武文は、恵からふっと視線を外した。


「捨てられて泣かされないように、早めに見切りをつけたほうがいいんじゃないか？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　そんなことには絶対にならない、と自信に満ちた言葉が口からつるりと出て、自分がどんなに佐原を信用しているのか再認識してしまう。


「自信たっぷりだな」


「うん、そう。──でも、不安もたっぷりあるんだ」


　自分たちだけがいいと思っても、周囲がそれを認めない場合もある。


　今回の勘かん違ちがいで、それを気付かされてしまった。


「君が泣かされずにすむよう祈いのってる。──ああ、そうだ。今後のために言っておくが、一族に知られたとしても君が思うような姑こ息そくな手段はなにがあろうと絶対に取らない」


「そーなの？」


「当然。──清せい廉れん潔けつ白ぱくな弁護士一家の体面を大事にしてるからな。もしものことがあっても、金で示談って手段になるだろうな。でも、まぁ、本当に誰にもばれてはいないし、心配いらないから」


「うん」


「それと、兄貴の見合いの件にも裏はない。お嬢じよう様さま育ちの母が、我が儘ままを言って困らせてるだけだから」


　安心したか？　と聞かれて、恵は頷うなずいた。


「した。……疑ってごめん」


「自じ業ごう自得だ。かまわないさ」


「──おれ、もう帰るよ」


　これ以上ここにいても意味はないし、終電の時間が来る前に家に帰らないといけない。


　恵が立ち上がると、武文も道を開けるようにして立ち上がった。


「悪い、送っていきたいところだが……」


「飲酒運転は駄目。電車使うからへーきだよ」


「あ、いや。迎むかえを待っていたほうがいいんじゃないか？」


「迎え？」


「ああ。店を出るときに、兄貴の家の留守電にメッセージを入れておいた。──見合いの後、お袋ふくろを家まで送り届けてご機き嫌げん取ってから戻もどるだろうから、そろそろ聞く頃ころだ」


「……武文さん、どんなこと吹ふき込んだの？」


　恵は、もの凄くいやな予感がした。


「挑ちよう発はつ目的だったから少々過激に、見合いしてる間に君をいただいちゃってるぞって感じで。きっと兄貴のやつ、血相かえて迎えに来る」


　それはそれで見み物ものかもしれないと、武文が呑のん気きに笑う。


「まじ？」


　でも、恵は笑えなかった。


「それ、凄くまずいよ、武文さん。サイアク」


　血相をかえる恵を、武文は不思議そうにみている。


「なにもなかったんだし、冗じよう談だんだってことにすればいいだけだろ？」


「冗談ですめばいいけど……」


　たぶん、そうはならない。


　とりあえず武文をどっかに避ひ難なんさせて、自分ひとりで待っていたほうがいいかもしれない。


　再びストンとソファーに座って、恵はおろおろと対策を考えはじめた。


　事情を知らない武文は、そんな恵を落ち着かせるために飲み物を用意しようとして、カウンターキッチンに向かったが、


「──お、来たか」


　ドアチャイムの音に玄げん関かんへと進む方向を変える。


「え、ちょっと待って！」


　おれが出る！　と恵は慌あわてて追いかけたが、時すでに遅おそし。


「うわっ！」


　玄関ドアを開けた途と端たんに佐原に殴なぐられた武文が、恵の足元に吹っ飛んできた。


「佐原さん、待って！」


　留守電を聞いてそのまま飛び出してきたのだろう。


　佐原は、ネクタイを緩ゆるめたスーツ姿のまま、なおも追い打ちをかけようとして土足のままで踏ふみ込んでくる。


　恵は必死で押しとどめた。


「誤解、誤解なんだってば。ね？」


　落ち着かせようと話しかけ、佐原の顔を見あげた恵は、思わず息を呑のむ。


「………武文を、かばうんですか？」


「──つっ！」


　ギュッと強く二の腕うでをつかまれた。


　いつもは穏おだやかに和なごんでいる佐原の目元は怒いかりできつくつり上がり、薄うすい唇くちびるが皮肉げな笑えみを浮うかべる。


（ああ……）


　怒りをむき出しにした佐原は、壮そう絶ぜつなほど綺き麗れいだった。


　鋭えい利りな刃は物もののように危険なその輝かがやき、恵は思わずみとれてしまう。


「貴方あなたへの話は後です。下がっていなさい」


「やっ……。駄目だってば！」


　佐原に押しのけられそうになって、我に返った恵は全身で抵抗する。


　ただでさえうまくいってない兄弟仲が、このままだと壊かい滅めつ的に壊こわれてしまいそうだ。


　佐原が自分のために嫉しつ妬とで怒おこっている。


　それは恵に愛されている実感を与あたえるけれど、佐原にとっては諸もろ刃はの刃やいばだ。


　本来冷静で優しい人だから、こんな状態で暴力をふるったら、後になって自分の軽けい率そつな行こう為いを絶対に後こう悔かいするに決まってる。


　恵は、佐原にそんな風に後悔して欲しくなかった。


「お願いだから、落ち着いてっ」


　力の差は歴然、押しのけようとする佐原の力に抵てい抗こうし続けることは不可能だった。


　だから、最後の手段とばかりに、伸のび上がって首にしがみついた。


「なにもないっ。佐原さんが怒らなきゃならないようなことは、なにもなかったんだ。──お願いだから、おれを信じてよ。ね？」


　ギュッと首にしがみついて、耳元で言い募つのる。


「なにも……なかった？」


「うん。なにもなかった。武文さんは冗談のつもりだったんだよ。佐原さんがこんなに怒るなんて知らなかったから……」


　押しのけようとしていた佐原の腕から力が抜ぬけて、恵の背中にそっと添そえられる。


「ほんとうに、なにも……？」


「ホントだよ。なにも変わってないから……」


──お願いだから、おれを信じてよ。


　思いの丈たけを込こめて耳元で囁ささやくと、背中にまわされた腕の力が強くなる。


「信じてくれる？」


「……信じます」


「よかった。──うれしい」


　苦しいぐらいに抱だきしめられて、恵は安あん堵ど感から熱い息をこぼした。











　落ち着いてくれた佐原を玄関先まで戻らせてから、恵は武文の様子を見にいった。


「それ、絶対腫はれてくるよ」


　とりあえず湿しつ布ぷしたほうがいいだろうなと呟つぶやきつつ近寄ったら、武文は逆に一歩ずつ下がっていく。


「武文さん？」


「手当ては自分でする！　だから、頼たのむからアレをさっさと連れ帰ってくれ！」


「……自分で呼んだくせに」


「あんな危険物だなんて知らなかったんだ」


　寿じゆ命みようが縮んだと、殴られた頰ほおを痛そうに手の平で包み込む。


「二、三日たったら、君にちょっかいだしたこと謝りに行くから、だから、今日のところは頼むから帰ってくれ」


「わかった。──ちゃんと冷やしてよね」


　恵は念を押してから、武文のマンションを後にした。





「誰だれだ、アレは？」


　恵達が去った後、武文は混乱するままにひとり呟いた。


　正直言って、あまりの衝しよう撃げきに寿命が縮んだ。


　若わか白しら髪がが一ひと房ふさぐらい発生してもおかしくないぐらいのショックだ。


　兄の隼人は剣けん道どうの有段者でスポーツの面でも優すぐれていたが、それでもおっとりとしたその物もの腰ごしは常に文化系の香かおりを漂ただよわせていて、暴ぼう力りよく沙ざ汰たとは無む縁えんだと思っていたのだ。


　それなのに出合い頭にガツンと一発殴られて、あまりのギャップに呆ぼう然ぜんとしてしまった。


　たががはずれた激げつ高こうぶりに驚おどろくばかりで、反はん撃げきするという選せん択たく肢しさえ思い浮かばなかったほどだ。


（ああいう人だったか？）


　徐じよ々じよに熱くなっていく頰を保ほ冷れい剤ざいで冷やしつつ記き憶おくを辿たどるが、思い当たる節はない。


　激高するどころか、声を荒あらげたところを見たことすらないのだ。


（やっぱり、恵の存在か）


　常に冷静だった兄が、あそこまで我を忘れてしまうところを見ると、よっぽど深く惚ほれ込んでいるんだろう。


　節操のない女好きだと思っていた兄が、男の子を自宅に連れ込んでいるという話を聞いたとき、さてあの兄に嗜し好こうを変えさせたのはどんな手て練だれかと武文は興味を持った。


　だが実際会った恵は、顔は確かに滅めつ多たにいないぐらい綺麗だが、中身は拍ひよう子し抜ぬけするぐらい普ふ通つうだった。


　むしろ同年代の子に比べると浮うわついた賑にぎやかなところがないぐらいで、好感さえ感じた。


　そう、正直言って、武文も恵に対してかなりの好意を抱いていたのだ。


　でなければ、兄への嫌いやがらせのためであっても、男に対して手を出す気になんてなれなかっただろう。


　それに、それなりに好きだったからこそ、冷ややかに見つめられる居い心ごこ地ちの悪さに耐たえられず手も出せなかったし、泣かれそうになって簡単に折れもした。


（──出さなくて、正解だった）


　兄のあの態度を見てしまった以上、生半可な覚かく悟ごでは恵に手は出せない。


　さて、自分が本気になったとして、あの兄に対たい抗こうできるものか？


　さらには恵が、自分を見てくれるようになるだろうか？


（無理だな）


　残念ながら、これ以上踏み込まないほうが得策だろう。


「ったく、惨ざん敗ぱいじゃないか」


　なんとかして兄に勝ちたいともがいていたはずなのに、あっさりと負けを認めている自分に苦く笑しようが零こぼれる。


　あまり認めたくないのだが、ただ勝ちたかっただけじゃなく、恵が言っていたように、一度でいいから本気で兄にかまってもらいたかっただけなのかもしれない。


「……てっ」


　口元を動かしたせいで頰が鋭するどくいたんだ。


「月曜日までに腫れが引けばいいが」


　過激な兄弟間のスキンシップの結果、自分の顔がどんな風に変形するのかと想像すると、かなり憂ゆう鬱うつだった。






８







　家に帰る車の中で、恵は佐原に事情を説明した。


　佐原がなにか言いそうになるたびに、今は黙だまって聞いててよと遮さえぎって、とりあえずプレゼントの件と百瀬の件は伏ふせたまま、武文とのこと、自分がどんなに楽しんでバイトをしていたかを佐原に伝えた。


「──弟の件に関してはわかりました。が、バイトについては納なつ得とくいきません」


　家に帰り着いた途と端たん、佐原が反論してくる。


「わたしも望も反対したはずですが」


「それでもやりたかったんだって……。実際、やってて良かったって思うこともいっぱいあったし。黙ってて悪かったとは思うけど、おれ、もうしばらくは続けるつもりだから」


「認めませんよ」


（あー、怒おこっちゃった）


　佐原の眼が鋭くなっていくのを見て、恵は少々肝きもを冷やした。


　だが、ここで引くつもりもない。


「──ところで佐原さん、今日の見合いはどーだった？」


　茶の間の木目調のテーブルに行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをつき、ちょっと卑ひ怯きようかなと思いつつ、切り札を投入する。


「何な故ぜ、それを……」


　予想どおり、佐原の怒いかりは一気に失うせ、あからさまにうろたえる。


「武文から聞いたんですか？」


「違ちがう。聞きたくなかったけど、障子越ごしに偶ぐう然ぜん聞いちゃったんだ。聞かれたくなかったら、家の中に防音の電話室でも作ってよ」


「あのですね、誤解があるといけないので説明しておきますが、今回のお話は決して乗り気ではなくて──」


「──身内に言われて仕方なく、だろ？　わかってるよ。わかってたから、聞こえなかったことにして黙ってたんだ」


　本当は佐原さんの仕事が一段落してから話そうと思ってたんだけど、と呟きながら恵は居住まいを正した。


「佐原さんが困ってることは充じゆう分ぶんにわかってるつもり。それに、おれを苦しめたくないから黙っててくれてたんだってこともわかってるし、おれに内ない緒しよにしてることで罪悪感を感じてるかもしれないなって思ってた。だから気付かない振ふりをすることにしたんだ。──でも、でもさ、正直辛つらかったよ。ずっと側そばに置いて、辛いことから守ってくれようとする気持ちは嬉うれしいけど、でも佐原さんが困ってるのにおれだけ守られて甘やかされて、のほほんとしてなんかいられないよ」


　言いたかったことを一気に吐はき出して、ふうといったん息をつく。


　気付かないふりをしてあげるのが、スマートな大人のやり方なのかもしれない。


　でも、恵にはできそうになかった。


「おれも一いつ緒しよに悩なやみたいって、苦しいときに甘えて欲しいって思ったら、駄だ目めなのかな？」


　答えを求めて、まっすぐに佐原の目を見つめる。


　佐原は、恵の視線を、辛そうな顔で受け止めた。


「──わたしは、また恵くんを、無む駄だに苦しめていたんですね」


　買いかぶりすぎです、と佐原が呟つぶやく。


「甘やかされているのは、わたしのほうでしたよ。──気付いていなかったんですか？」


「え、なに？」


　思いがけない言葉に、恵はキョトンとする。


「わたしは、恵くんが待っていてくれるというから、恵くんが寂さびしい思いをしているのを承知の上で仕事に没ぼつ頭とうしていました。貴方あなたの優やさしさに甘えていたんです」


「だって、そんなの当たり前じゃない。夢中になってる仕事の邪じや魔まなんてしたくないし……」


「ほらね？　貴方はそうやって許してくれる。──わたしが今まで付き合った人は、許してはくれませんでしたよ。……わたしも、そうでした」


「だって、それは……」


　多分、彼女たちとはギブアンドテイクの関係だったからだろうと、恵は思った。


　お互たがいに利用価値があるから付き合っている以上、一方的に強しいられる関係に耐えることもせずに、あっさり切り捨てることができた。


　でも、恵が欲しいのは佐原だけだから、戻もどってきてくれるのだとわかっているのに、待たずに去ることなんてできるわけがない。


　待っていることで与あたえられるものが確かにあるのなら、いつまでだって待つつもりだ。


「それに、外に向かおうとする貴方を、むりやり側に置いておこうとしたのは、貴方を守るためだけじゃなく、貴方の目をわたしだけに向けさせるためなんですよ」


「なんで？」


「離はなれて行かれるのが、心配だったんです」


「おれ、佐原さんしか見てないのに……」


　自分が信じているようには、佐原は信じてくれていなかったんだろうか？


　それは、酷ひどく悲しいことだ。


「……信じて……ないんだ」


「そうじゃない。信じています」


　佐原は大きく首をふった。


「──ただ、待たせている負い目が、わたしを臆おく病びようにさせていた」


「負い目なんて、感じることないのに」


「わかってはいたんですが……。見合いの件を話せなかったのも同じことです。恵くんを苦しめたくなかったからじゃない。わたしの不安のせい。──これ以上の不安と我が慢まんを強いることで、恵くんの気力が尽つきてしまうのではないかと……。失いたくないから黙っているしかなかったんですよ」


「……ばかみたい」


「本当に馬ば鹿かですね」


　反省してます、と佐原は頭を下げた。


「わたしは恵くんに甘えている自覚があったのに、同時に恵くんを見くびっていた。まさか、待ってくれているばかりじゃなく、わたしの気持ちをそんな風に受け止めて、案じてくれているなんて思ってもみなかったんです」


──ありがとうございます。


　顔を上げた佐原は静かに微笑ほほえんでいた。


「さっきも激情に流されそうになるのを止めてくれた。──悩むことなんてなにもありませんよ。恵くんは、今のままで、充分にわたしを支えてくれていますよ」


「それ……、なんか凄すごい嬉しい」


　恵は、なんだか涙なみだがこぼれそうになった。


　ただ側にいることだけが自分の存在意味じゃなかった。


　意識せずただ普ふ通つうに側にいることで、ちゃんと佐原の役に立っているというのなら、こんなに嬉しいことはない。


「でも、よろしいのですか？　わたしの甘えが、負担になることはありませんか？」


「ないよ。……っていうか、負担になるぐらい甘えてくれていいよ。そのほうが、おれも嬉しいし」


「本当に？」


「うん」


　甘やかされているだけの子供じゃなかったのだ。


　自分もまた、佐原を甘やかせていたのだと知ったことで、幼い日の失敗を繰くり返すのではないかという不安も消えていくようだ。


　大切な人を支えられる強さをもてているのだという自信が、なによりの薬なんだろう。


「大だい丈じよう夫ぶ。だって、ほら、ちゃんと我慢するだけの埋うめ合わせはして貰もらうつもりだし。──だから、絶対に夏休みまでに仕事終わらせてよね」


　恵がそう告げると、


「努力します」


　佐原は、実に生き真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。


「──努力はしますが、今日だけ甘えさせて貰ってよろしいですか？」


「へ？」


「一日分だけ、仕事の完成を遅おくらせたいんです」


　駄目ですか？　と、笑えみを浮うかべた眼めで目配せした先は恵の部屋。


「……駄目じゃないよ」


　そーいう甘えなら大だい歓かん迎げい。


　恵は幸せな気分で頷いた。








　慌あわただしく湯を使い、佐原の待つ部屋に向かう。


　上じよう機き嫌げんで勢いよく障子を開けた恵は、室内の様子を見て一転して不機嫌になった。


「……もしかして、おれ、遠えん慮りよしたほうがいーのかな？」


　むっと唇くちびるを尖とがらせる。


「あ、いえ、決してそんなことは」


　佐原は手にしていた資料らしきファイルを慌てて閉じると、部屋の隅すみに放ほうり投げる。


「待っている間に、あまりに手持ちぶさただったものですから」


「ふーん、そう？」


　恵が眼を細めて疑わしげに見つめると、佐原は両手を広げた。


「本当ですよ。──さあ」


「しょうがないなぁ」


　促うながされた恵は、その腕うでの中に飛び込んだ。


「特別に、そういうことにしといてあげるよ」


　せっかくの夜を拗すねて無駄に過ごすのは真っ平だから……。


　佐原の膝ひざの上に抱だかれ、恵は顔を上げて唇を求めた。





「……んん……」


　お互いに競い合うようにして舌を絡からめ、深く探さぐり合う。


　恵は、佐原の肩かたにしがみつき、深いキスに夢中になっていく。


　佐原は、そんな恵のパジャマの上着の裾すそから手を入れると、湯上がりでしっとりした肌はだに直接触ふれた。


　探り当てた胸の赤い実を指先でなぶると、恵の身体からだがピクンと震ふるえる。


「……っん……ぅ……」


　敏びん感かんな反応が嬉うれしくて、佐原がさらにきつく指先でなぶりつつ、もう一方の手を背中に滑すべり込ませると恵は切なそうに身体をよじらせた。


「……だめ……」


「どうして？」


　触れたところから肌は熱くなっているし、密着した身体は、敏感な恵がキスだけで反応しはじめていたことを知らせてくれる。


　それなのに、恵は、さらに愛あい撫ぶをしようとする佐原の手から身をよじって逃のがれていく。


「今日は、焦じらすんですか？」


　膝から降りた恵に聞くと、頰ほおを上気させたまま、違ちがうと首を振ふった。


　どうしたことかといぶかしむ佐原の目の前で、恵は自分の手でパジャマを脱ぬぎはじめた。


「めぐむくん、いったい？」


「ちゃんと見て、確かく認にんして」


「え？」


「なにもなかったって、自分の目で見て確認して」


「武文のことなら、納なつ得とくしたといったでしょう」


「うん、でも、ちゃんと見て欲しいんだ」


　わかっているのに、信じてるのに、不安になることがある。


　それを知っているから、どんな不安も入る余地がないようにしていてほしかった。


「おれが佐原さんだけのものだって、ちゃんと確認して、安心しててほしいんだ」


　全部脱ぎ捨てて佐原を見ると、佐原は眩まぶしそうに目を細めて恵を見つめていた。


「嫉しつ妬と深ぶかい恋こい人びとで、申し訳ありません」


　佐原は、恵の手首を引き寄せて、手の平に口づける。


「佐原さんだから、許すよ」


「ありがとうございます」


　さらに強く引き寄せると、胸にキスをおとしてから布ふ団とんの上に恵を横たえた。








「……やぁ…………くっ……」


　肌に触れる指と唇の感かん触しよくに、恵はシーツをきつくつかんで切なく喘あえいだ。


「も、ヤ……、ね、さはら……さん……」


「駄だ目めですよ」


　逃れようと身体を起こしかけたが、あっさりと押さえ込まれる。


「全部見ろといったのは貴方です。──この足で終わりですから、もう少し辛しん抱ぼうしてくださいね」


（見てとは言ったけど、触さわれっては言ってないのに）


　くちごたえしたくても、唇を開くと甘い声ばかりが零こぼれて言葉にならない。


「……あっ……っ……」


　佐原は、恵の反応を楽しむように、左足のつま先に触れ、唇を押しあてた。


　恵は、そんな風に一分の隙すきもなくゆっくりと肌をなぞられ続けていた。


　最初はくすぐったがって面おも白しろがっていたのだが、くすぐったさが徐じよ々じよに甘いうずきに変わり始めるとそうも言っていられなくなる。


　全身に及およぶ歯は痒がゆいソフトな愛撫は、恵の身体を奥深くからジリジリと焼く。


　早く肝かん心じんな所に触れて欲しいのに、そこは最後とばかりに焦らされ続けて、もう虫の息だ。


「ッ……ふ……」


　やがて、うつぶせにされ、膝ひざ小こ僧ぞうの裏に唇の感触を感じる。


　早く、もっと上に触れて欲しくてたまらない。


「そうそう、言い忘れていましたが……」


　内うち股またをなぞりはじめた指がピタッと止まった。


「見合いの件は貴方にも責任があるんですよ」


「……え？　…ぁ……っ……」


「小説の評価が上がったせいで、今まで一族の汚お点てんだと見て見ぬ振りをしていた親族が騒さわぎ出したのが、元々の原因ですから」


「……ふっ……っ」


（そんなの、おれのせいじゃない！）


　焦らすように徐々に徐々に上がってくる指の感触と、佐原が話すたびに肌に触れる微かすかな息の温ぬくもりに翻ほん弄ろうされて、反論したくても声がでない。


「前にも言ったでしょう？　恵くんがいるから、わたしは小説を書く楽しさを覚えた。貴方と一いつ緒しよにいることで、わたしの中に生まれてくる人間らしい感情がわたしの小説の元なんですから……」


　佐原は息も絶え絶えの恵の身体から顔を上げると、身体の向きを変えさせながら抱き上げ、強く抱きしめる。


「貴方がいなければ、わたしはまた空っぽな人間に戻もどるんでしょうね」


「……ちが……」


　そんなことない、と恵は首を振った。


　一度知ってしまった感情はきっと消えたりなんかしない。


　それに、自分が佐原の側そばから居なくなるなんてこと、絶対にあり得ない。


「あ……あっ……んん……」


　するりと指が侵しん入にゆうしてきて、恵は背中を震わせた。


（……なんで、そんなこと）


　そんな無意味な仮定で勝手に傷つかないで欲しかった。


　と同時に、自分もまた同じことを考えて、ひとり傷ついていたことを思い出す。


　信じているのに、喪そう失しつの不安に怯おびえてしまうのは、失えないほどに愛しているから……。


　無意味な仮定に心を惑まどわせてしまうのは、その愛情の深さゆえなのかもしれない。


「これからも、ずっと側にいてください」


　懇こん願がんにも似たその囁ささやきに答える余よ裕ゆうは、恵にはなかった。


「……あっ──！　……はっ」


　高く足を抱かかえ上げられ、一気に貫つらぬかれる。


「はっ……あぁ……あ……」


　焦らされ続けた身体は、嬉き々きとして佐原を受け入れ、熱く締しめつける。


　本当の意味で喪失の不安を解消できるのは、きっと不安を造りだしている自分自身だけ。


　それでも今は、喪失の不安に怯える大切な人を、少しでも安心させてあげたい。


「……恵くん……っ……」


「……さ……は……さん……もっと……ん……」


　佐原を感じ強く求めている、この身体の熱さが答えになればいい。


　恵は、強く、激しく求めてくる愛いとしい身体を全身で受け止めた。






９







「退たい屈くつなんだよ、責任取れ」


　佐原家の茶の間、武文は、頰にはった湿しつ布ぷをビッと一気にはがすとえらそうに腕うで組ぐみした。


　金曜日に佐原に殴なぐられた顔は月曜日には腫はれは引いたが、生あい憎にくと見事な痣あざが頰に残ってしまったのだ。


　その痣が消えるまでは人前に出るなと事務所の責任者に命じられ、武文はもっか自宅謹きん慎しん中の身。


　ちょうどあれから一週間が過ぎた土曜日に、退屈でたまらなくなって押し掛かけてきたのだった。


「ちょっと触さわってもいい？」


　日にちがたって不気味な色合いに変色した痣に、恵は浮うき浮きと手を伸のばしたが、思いっきり逃にげられた。


「人の不幸を面白がるな」


　頰を押さえて、ガードされる。


「痣を早めに消す方法もありますよ」


　武文が手みやげに持ってきた和わ菓が子しとお茶を運んで来ながら、岩井が言った。


「どうするんだ？」


「砂糖水で、こう、ぐりぐりっと強くマッサージするんです」


　本当かよ、と武文は疑わしそうな顔をした。


「あ、それ、おれやりたい！」


「………民間治ち療りようは信用しない、医者の治療にまかせる。最終的にはレーザーだ。──で、諸悪の根元は？」


　佐原に一言文句をいわなきゃ気が済まないのだろう。


「寝ねてる」


　不ふ機き嫌げんそうな顔で聞く武文に、恵が答えた。


「寝てる？　今、何時だと思ってるんだ」


　武文は、恵と岩井に向けて腕うで時ど計けいを掲かかげた。


「三時。──寝たのは朝の八時過ぎくらいだから、そろそろ起きるころだとは思うんだけど」


　起こしにいったら？　と恵が唆そそのかしたら、武文は勢い込んで立ち上がった。








「いつの間にか、武文さんともお知り合いになってたんですね」


「うん、バイト先で」


「面白い方でしょう？　隼人さんと違ちがって直情型だから、からかい甲が斐いもあって……。子供の頃ころから隼人さんに突つっかかっていっては、はじき返されて悔くやしそうにしてましたけど、今回はどうやらちゃんと本人にぶつかったようで良かったわ」


　ほほほ、と岩井は笑った。


「岩井さんは、あのふたり両方の面めん倒どうみてたんだ」


「いえ、わたしは隼人さんのほうを……。武文さんは奥様専属でしたからね」


「え、それって……」


　兄弟間でそんな差があるのは何かおかしくないか？


　恵が顔色を変えると、岩井は困ったように微笑ほほえんだ。


「最初の子供だからでしょうか。隼人さんのときは、奥様が少々育児ノイローゼになってしまって、それでわたしが代理を」


「でも武文さんは、ちゃんと面倒をみてもらえたんだ」


「そういうことになりますね。でも──」


　佐原の母親は、自分の手で兄を育てられなかったのを悔くやんでいて、ことあるごとに「お兄ちゃんはえらいわね。立派な子」と誉ほめていたのだそうだ。


　そんな言葉が、武文の対たい抗こう心の下地になったんじゃないかと、岩井は言った。


「武文さんが隼人さんに対して拘こだわりがあるのはわかってましたけど、気を遣つかっても逆効果だと思って、ずっと見てみぬふりをしてたんですよ」


　なんだか肩かたの荷が下りた気分、と岩井は和なごやかに微笑む。


　と、そのとき──。


「なんなんだ！　アレはっ！」


　ドタバタと走って戻ってきた武文は、佐原の部屋の方向を指さすと真っ赤になって怒ど鳴なった。


　その様子に、恵と岩井は、堪こらえきれずにぷっと吹ふき出す。


「佐原さん、やっぱ、ねぼけたか」


「赤くなってるところを見ると、そのようね」


　佐原の寝ぼけ癖ぐせは健在で、寝ぼけて野上を恵と勘かん違ちがいして布ふ団とんに引きずり込み、キスしかけたこともあった。


　その経験が、よっぽど不快だったのだろう。


　それ以来、佐原は寝ぼけなくなっていたから、ショック療りよう法ほうで寝ぼけ癖が治ったのかと岩井と話していたのだが、どうやら治ったのは野上に対してだけだったらしい。


「な、やっぱりって……。知ってて!?」


「え、違ちがうって。おれ達も治ったかなーって思ってたんだよ。ね？」


「そうですよ。わたしたちがそんな意地悪なことするわけないじゃないですか。ねぇ？」


　恵と岩井が頷うなずき合うと、武文はむっとした。


「タッグを組むとは、卑ひ怯きようじゃないか」


「嫌いやだ、武文さんったら相変わらず僻ひがみっぽい。──あら失言だったかしら、失礼」


　ほほほと、岩井があからさまに武文をからかって笑う。


（あー、玩具おもちやあつかいされてる）


　でもちょっと気持ちはわかるかもしれない。


　落ち着き払はらった佐原と比べると、武文は確かにからかいやすいから。


「で、佐原さんに何されたの？」


　岩井を見習って恵がからかうと、武文は真っ赤になったまま絶句した。


「……随ずい分ぶんと楽しそうですね」


　身み支じ度たくをきちんと整えた佐原が、憮ぶ然ぜんとした顔で茶の間にやってきた。


「うん。楽しい」


「何の話を？」


「寝ぼけた佐原さんに、武文さんが何されたかって──」


「──未み遂すいです！」


「──何もされてない！」


　恵の言葉を遮さえぎって、当事者がふたり同時に叫さけび、はたとお互たがいの顔を見つめあう。


　武文は「けっ」と顔をそらしたが、佐原は弟の顔をジイッと見て眉まゆをひそめた。


「その頰ほお、酷ひどいことになってますね」


「誰だれのせいだと思ってるんだ」


「やっぱり、わたしのせいですか？」


「当たり前だろうが。この顔のせいで職場にも立入禁止になってるんだからな。責任とれ！」


「……そうですね」


　う～んと、真しん剣けんに佐原は悩なやみ、ふと思いついたように顔を上げた。


「特とく殊しゆメイクの技術者を紹しよう介かいしましょうか？」


　明日からでも仕事に行けますよ、とおっとりと微笑む。


「……兄貴、それ、本気でいってる？」


「もちろん、冗じよう談だんです。──自じ業ごう自得、治るまで謹慎してなさい」


「…………なんか俺、ここにいんの嫌になってきた」


　昔からそういう性格だったっけ？　と武文はがっくりとうなだれた。


「──そういえば、武文に聞きたいことがあったんですが」


「なんだ？」


「恵くんのことを誰に聞いたんです？」


　佐原の質問に、恵も和菓子をつつく手を止めた。


「この家に出入りしてる人間からだよ」


　武文の答えに、はっと岩井を見ると、岩井は両手を顔の前で振ふる。


「違いますよ。わたしじゃありません」


「だよね」


　なんとなく、ほっとする。


「……ということは、ひとりしかいませんね」


　佐原の声がグッと低くなる。


　と、そのとき、


「お邪じや魔ましま～っす」


　と、やたらと元気な野上の声が庭のほうから聞こえてきた。


「──さて、そろそろ夕食の下ごしらえをはじめないと」


　岩井がそそくさと立ち上がって、台所へ向かう。


「あ、そうだね。おれも手伝う」


　恵も食べかけの和菓子を手に、慌あわてて後を追う。


「あら、助かります。──武文さんも食べていらっしゃいね」


「え、ああ。──……俺もご馳ち走そうになる分、手伝おうかな」


　ふたりの行動にきな臭いものを感じたのか、武文も後を追ってくる。


「あれ～？　みなさんの声が聞こえたと思ったんですけど、先せん輩ぱいだけっすか？」


　縁えん側がわから茶の間を覗のぞき込んだらしい、呑のん気きな野上の声が聞こえてくる。


「今回は庇かばいようがないよね」


「そのようね」


　その後、夕食の支度が終わるまで、茶の間は説教会場に変へん貌ぼうしたのだった。








　色々と自分ひとりで考えた結果、これしかないと思えるものを思いついた恵は、翌日の日曜日にひとりで街に出て、佐原へのプレゼントを購こう入にゆうしてきた。


　バイトに関しては、プレゼントという当初の目的は果たしたが、話し合いの甲か斐いがあって佐原もあまり反対しなくなったから、もう少し続けるつもりでいる。


　アルコールを出す点が心配だという佐原には、今の仕事が一段落ついたら店を見に来るようにと言ってある。


　それまでに、佐原好みのカクテルを作れるようになっていたいと、もっかバーテンの瀬川にシェーカーの使い方の特訓を受けているところだ。








　恵は佐原がお風ふ呂ろに入っている間に、脚きや立たつ持参でこっそり佐原の書しよ斎さいに侵しん入にゆうした。


「こんな感じかな？」


　買ってきた壁かべ時計を、それまでのものと付け替かえる。


　デザインに関してはあまりこだわらず、自分の目で見ていいなというものを選んだ。


　白木製のシンプルな丸い壁時計は、今まで壁に掛かかっていたものに比べると、随分と安っぽく部屋の雰ふん囲い気きから浮ういて見えたけど、それはそれでいいんだと思うことにした。


　だって、これが今の自分の精せい一いつ杯ぱいの見立てなんだから、取り繕つくろってもしかたない。





　壁時計を見上げる癖のある佐原。


　小説の世界から現実に戻もどってきて、一番最初に佐原の視界に入る壁時計をプレゼントに選んだのは、恵からの密ひそかなメッセージだ。





　いつでも、必要としてくれる限り貴方あなたの側そばにいる。


　振り向いたその先に、かならず自分はいるから、どうか不安なんて感じないで……。





「佐原さん、いつ気付いてくれるかな」


　ちょっと浮き浮きしながら、恵は佐原が気付いてくれるときを心待ちにした。




もっともっと愛されたい












「恵さん、起きてくださいな」


　軽く揺ゆり起こされて、恵は目を開けた。


「……ん？」


　岩井が、枕まくら元もとに膝ひざをついて恵の顔を覗のぞき込んでいる。


「あれ、岩井さん。どーかした？」


　普ふ段だんはどんなに寝ね過すごしたときでも、勝手に障子を開けたりはしない人だから、恵はなにかあったのかとびっくりして飛び起きた。


「いえ、違ちがうの。国際電話がかかってきてるから」


「にーちゃん？」


「ええ」


　びっくりはびっくりでも、これは嬉うれしいびっくりだ。


「ありがと」


　恵は、岩井の手から嬉き々きとして受話器を受け取った。


「おはよ、にーちゃん」


『おはよーじゃねーよ。まだ寝てやがったのか？』


　言われて、壁かべ時計を見上げると八時を回ったところだった。


　昨夜ゆうべはいつもより夜よ更ふかししたせいで、ちょっと寝ね坊ぼうしてしまったようだ。


「別にいーじゃん。朝ご飯抜ぬけば一限目に間にあう時間だし」


　恵の言葉を聞いた岩井が、ご飯抜くの？　とジェスチャーで聞いてくる。


　恵が、食べる、とジェスチャーで返すと、微笑ほほえんで部屋から出ていった。


『ぬかねーんだろ？』


「まーね。岩井さんのご飯美お味いしいし」


『あんまし、たるんでんじゃねーぞ。──あ、でも、ちょーど今いま頃ごろってさ、大学生活にも慣れてきて、サボりたくなる時期だよな』


　俺にも覚えがある、と望が笑う。


「で、どーしたの？」


『どーしたって、なにがだよ？』


「こんな時間に電話なんて、めずらしーじゃん」


　いつもは日曜の夜に近きん況きよう伺うかがいの電話がかかってくるのだが、今日は金曜日。


　ちょっとだけ変な気がする。


『べっつにー。かわいー弟の声を聞きたくなっただけだ』


「へへ、聞けて嬉しい？」


『うれしーねー』


　受話器の向こうから望の笑う声とともに、氷が水の中でカラカラと遊ぶ微かすかな音が聞こえてきた。


「にーちゃん、もしかして飲んでる？」


『すこーしな』


　ふふっと鼻にかかった笑い声が聞こえてくる。


（……かなり酔よってるっぽい）


　アルコールを出す店のバイトで積んだ経験値が、恵にそう警告していた。


「そっち、まだ明るい時間帯なんじゃない？」


『まあな。随分日が長くなったし、日暮れまでまだ間がある』


「ニューヨークの摩ま天てん楼ろうの夕焼けって、きれーなんでしょ？」


　最近の恵は、旅行の計画を具体的に煮に詰つめている最中で、ニューヨークの地図で兄の住むマンションの場所も確認済みだった。


『そうだな。──お前がそーいうこと聞くのめずらしーな。こっちの生活に興味あんのか？』


「ちょっとね」


『だったら、もうじき夏休みだろ。遊びに来い。歓かん迎げいするぞ』


「うん。実は、佐原さんと旅行する約束しててさ、その途と中ちゆうでニューヨークにも寄ろうかと思ってんだ」


『隼人と？　ったく、始終べったりしててうざくねーか？　隼人の年寄りくせーのが移るぞ』


「うっさいなー、もー」


　またはじまった、と恵はふくれる。


「自分だって、ずっと竜たつ大ひろさんと一いつ緒しよにいる癖くせに。今はいないの？」


『いねーよ。……好きで一緒にいるわけじゃねーしな』


　受話器の向こうの望もムッとしたようだった。


（よく言うよ）


　久く我が竜大は、望の恋こい人びとだ。


　恵は最近知ったのだが、付き合いは長く、大学時代から続いているのだそうだ。


　去年の夏頃に一時的に帰国していた間は別々だったが、ニューヨークではずっと同じ部屋で生活している。


「にーちゃん、それ説得力ないよ」


『いや、違うって。大体だな──』


　と、望が竜大に対する愚ぐ痴ちをあれこれと電話口でぶちまけはじめた。


　話の内容を整理すると、どうやら竜大の独どく占せん欲よくの強さに、望は辟へき易えきしているらしい。


　仕事中でも愛情を隠かくそうとしない竜大のフォローをするのも面めん倒どうで疲つかれたし、いいかげん我が慢まんも限界だとか……。


（でも、これって惚のろ気けだよなー）


　恵もいつも佐原と一緒にはいるけど、佐原が仕事に熱中している間はどうしても距きよ離りが開いてしまって寂さびしい想おもいをする。


　だから、兄の現状を聞くと、逆に幸せそうに感じてしまう。


（おれだったら、文句なんて言わないのに）


　毎日のように愛情を確かく認にんできるんだから嬉しいぐらいだ。


　当事者になってみないとなんともいえないところだけど……。


　凄すごいうらやましいよなー、と弟が思っていることにも気付かず、望は延々と愚痴をこぼし続けた。


　そしていつものように、きっかり一時間で望の電話は終わった。


「凄いよな。タイマーでも掛かけてんのかも」


　恵は、佐原の部屋から移動してきた古い壁時計を見上げつつ、兄の時間厳守っぷりに感心した。








「おはよー」


　着き替がえて茶の間に顔を出すと、岩井が野上に朝食後のお茶を出しているところだった。


「おはようございます。──ごめんなさいね、眠ねむってるところ起こしちゃって」


「へーきだよ。っていうか、おれにかかってきたんだから起こして当然なんじゃない？」


「それが違うの。本当は隼人さんにだったんだけど……」


「先せん輩ぱい、早朝まで仕事しててやっと眠ったばっかだったんで、おっそろしくて起こせなかったんすよ」


　それで恵くんに代理を、と野上が言う。


「あ、そーなんだ。──じゃあ、佐原さん、仕事終しゆう了りよう？」


「そりゃもう、きっちり」


　予定通りに仕事が終了するかどうかを気づかって、昨夜から泊とまり込んでいた野上が元気よく頷うなずく。


「先輩から恵くんに伝言で、約束は果たせますからって伝えるように言われたんすけど、意味分かります？」


「うん。ありがと。──いっただきます」


　恵は嬉々として頷き、岩井がよそってくれたご飯に手を伸のばした。


「お兄さんから、隼人さんへの伝言は？」


　起きたら伝えておきますよと岩井に言われて、恵は首を振ふった。


「別にないよ。色々と愚痴りたかっただけみたい。──って言うか、聞かされる身にとっては、単なる惚気だったけどね。……聞いてるこっちが恥はずかしくなっちゃうよ」


「あら、それは仕方ないでしょ。恋れん愛あいの渦か中ちゆうにいる人は周囲の評価なんて気にしないものですからね」


　いずこも同じですよ、と呟つぶやくと、岩井は口元を押さえて、ほほほと笑いながら台所へと消えていった。


「……今のってさ、どーいう意味だと思う？」


　恵が聞くと、野上は「さあ？」とわざとらしく目をそらした。











「こんばんは、武文さん」


　その日の夜、グリッターのカウンターに姿を現した武文に、恵はにっこりと微笑みかけた。


「上じよう機き嫌げんじゃないか。なんかいいことあった？」


「すぐに分かりますよ。──いつものですか？」


「頼たのむ」


　恵はイギリスのエールビールを注つぐと、武文の前にすべらせた。


「仕事の方は順調？」


「…………ぼちぼちな」


　恵の質問に武文が憮ぶ然ぜんとして答える。


　痣あざが完全に消えるまで休みを取っていたせいで、職場の新人に、お気に入りのクライアントをかすめ取られてしまったと散々愚痴っていたのだ。


　絶対に取り戻もどすと張り切っていたのだが、この様子だとどうやら失敗してしまったみたいだ。


「二週間の不在は大きかったよな。ったく。──で、兄貴のほうはどうなんだ？　そろそろ人間界に戻ってきたか？」


　例の一件以来、武文はちょくちょく佐原宅に顔を出すようになっていた。


　仕事が佳か境きように入るにつれて、一日中心ここにあらずといった様子の佐原を見て、気にしてくれていたらしい。


「うん。今朝早くに帰き還かんした」


「そりゃ良かったな」


　それで上機嫌なんだな、と武文がひとりで納なつ得とくする。


「そういえば、武文さん」


「なんだ？」


「前にプレゼントの相談したことあったよね？　あのときって、ちゃんと佐原さんを想定して考えてくれてたの？」


「……まあな。役立たずで悪かったよ」


「やだな、もう。責めてないんだから、拗すねないでよ」


　家に遊びに来るたびに恵が岩井とふたりでからかうものだから、武文はちょっとばかり拗ねやすくなってしまっているようだ。


　少し控ひかえようかなと、恵は思う。


「そうじゃなくてさ、佐原さんへの誕生日プレゼントって、なにあげてたのかと思って」


「やったことないぜ」


「え？　でも、子供の頃とかってやんなかった？」


「やらないって。男兄弟で誕生日プレゼントの交こう換かんなんて、普ふ通つうしないだろ」


「そーいうもんなんだ」


（普通じゃなかったのか……）


　恵は、兄に養われるようになってからはやらなくなっていたが、親が健在の時代は毎年なにかしらプレゼントを贈おくっていた。


「恵は、兄貴になにか贈ってたのか？」


「え、あー、うん」


　恵が言い淀よどむと、ケチらずに教えろよ、と武文は面おも白しろがってさらに追つい及きゆうしてくる。


「子供の頃ころのことなんだから、笑わないでよ」


　仕方なく、恵は白状することにした。


「お小こ遣づかいが少なかったから、ちょっとしたお菓か子しに、手製の『なにかをしてあげる券』とかを作ってあげてた」


　しかも、お菓子は必ず兄が半分くれることを知っていたから、自分の好きな銘めい柄がらを選んで買っていたのだ。


　我ながら、なかなかせこいと恥ずかしくなる。


「母の日の肩かたたたき券とかお手伝い券みたいなものか。素そ朴ぼくでいいじゃないか」


　笑われるに違ちがいないと思ったのに、武文は真ま面じ目めに聞いて微笑ほほえんでくれた。


「俺も、恵の兄貴みたいなのが良かったなー」


「…………言っておきますが、恵くんのお兄さんはかなり性格悪いですよ？」


　ぼそっと背後から囁ささやかれ、武文がビクッと反応する。


「あ、兄貴!?」


「佐原さん、いらっしゃい。──すぐに分かった？」


「ええ。思っていたより、明るい感じの店ですね」


　びびってカウンターの小振りなスツールから半分腰こしを浮うかせた武文の隣となりに、佐原は座った。


「表のほうは少々賑にぎやか過ぎるようですが……。でも、ここは静かでいい雰ふん囲い気きだ」


「でしょ？　カウンターの主の瀬川さんが落ち着いた人だから、にぎやか系の子はあんまりここまで入って来ないんだ」


　バイト先を誉ほめて貰もらえて、恵が嬉うれしそうに微笑む。


「……上機嫌の理由はこっちが本命か」


　ショックから立ち直った武文が、スツールに座り直して、ぼそっと呟いた。


「まあね。──身内の人がくるんだったら専属で相手してても良いって、バーテンの瀬川さんの許可も貰ってるし」


「武文は、いまだに、よくここに？」


「まあな」


「武文さん、愚ぐ痴ちこぼしにくるんだよね？」


「……違う。誰だれかさんに悪い虫が付かないよう、兄貴の代わりに見張ってやってんだよ」


「それは、どうも」


「佐原さん、なににする？」


　苦笑する佐原に聞くと、佐原はカウンター上に視線をすべらせた。


「そうですね。……武文は、なにを？」


「俺はエールだ。フルーティで飲みやすいから」


「じゃあ」


　わたしもそれを、と佐原が注文しかけるのを「迷ってるんならさ」と恵は強ごう引いんに遮さえぎった。


「カクテルとか、どう？　実はさ、佐原さんが来たら飲んで貰おうと思って、瀬川さんに習って特訓してたんだよ」


　練習の甲か斐いあって自分でもそこそこさまになってきたなと思い始めているのだが、教師役であるバーテンの瀬川からは、カクテルのテイストをきちんと理解できるようになるまでは、ごく親しい人以外には作っては駄だ目めだと厳しく言われている。


「カクテル……ですか？」


「そう。佐原さん、普段からビールなんて飲まないじゃない。だから、ブランデーベースの甘くないやつをちょっと特訓したんだよね」


　浮き浮きした気分で佐原の返事を待っていると、佐原はおっとりと微笑んで頷うなずいた。


「では、それを」


「うん。じゃあ、ちょっと待っててね」


　他ほかのお客がいる前でシェイカーを振るわけにはいかないから、恵は嬉き々きとして厨ちゆう房ぼうへと向かった。


「ブランデーベースのカクテルっつったら、アルコール度数もかなり高いんじゃないのか？　弱い癖くせに大だい丈じよう夫ぶなのかよ」


「弱いのは家系なんだから、お互たがい様でしょう」


　武文に聞かれて、佐原がため息混じりに呟つぶやく。


　佐原家の人間が宴えん席せきではほとんどアルコールを口にしないのは、周囲の人々にはかなり有名な話だった。


　アルコールの美お味いしさは分かるし、量を過ごさなければひっくり返ることもないのだが、公衆の面前で理性を喪うしなうことをなによりの恥はじだと感じてしまう性しよう分ぶんの家系なのだ。


「恵くんにあんな顔されたら、断れるわけがないじゃないですか」


「なるほどね。兄貴が見み栄え張ってんの、はじめて見た」


　武文が嬉しそうにくっくと笑う。


「飲み過ぎて、みっともないことすんなよ」


「警告、ありがとう」


　佐原は憮然として応じた。





「デプス・ボムだよ」


　褐かつ色しよくがかった金色の液体が入ったカクテルグラスを、佐原の前にすべらせた恵が嬉々として告げる。


「ボム……爆ばく弾だんかよ」


「たしか、潜せん水すい艦かん用の大型爆弾って意味だよ。アルコール度数は高めだけど、酸味もあるし甘さは控えめだから、口に合うんじゃないかと思ったんだけど……」


　どう？　と期待に満ちた目で見つめられて、佐原は穏おだやかな笑みを湛たたえた口元にグラスを運ぶ。


（うわっ、やっぱ、さまになるなー）


　惚ほれた欲目を差し引いても、グラスを持つ手や飲む仕草、すべてが絵になる。


　自分の作ったカクテルを飲んで貰うという念願が叶かなって、恵は有う頂ちよう天てんになっていた。


「……辛から口くちで、飲みやすいですね」


　困ったことに……と恵に聞こえないよう佐原が囁くと、武文も恵に気付かれないようこっそりと笑う。


「やたっ。他にも色々と教わってるんだ。定番のサイドカーとかスティンガーとか」


「今度は針か……。きっつそうだな」


「ミント系の香かおりがするカクテルだよ。武文さんも試ためしてみる？」


「俺は遠えん慮りよするぜ。──これ以上邪じや魔まして、また逆げき鱗りんに触ふれたくないからな。今日はとっとと帰るよ」


　あんまり無理すんなよ、と佐原にこっそり耳打ちして武文は帰っていった。








　およそ二時間後。


　バイトを終えた恵はあたふたと着き替がえて、佐原と一いつ緒しよに帰るべく、グリッターの前の歩道に向かった。


「あれ、佐原さん」


　普ふ段だんはすっと背筋を伸のばして立っている佐原が、軽く街灯にもたれているのを見つける。


　麻あさのシャツに焦こげ茶のパンツとラフな服装だったから、そんな立ち姿もさまにはなるけど、普段は決して寄りかかったりはしないから恵は怪け訝げんに思う。


「どーかした？」


　慌あわてて駆かけ寄ると、佐原はすっと街灯から身体からだを離はなした。


「なにがです？」


「なにがって……」


　佐原は普段と変わらない様子で微笑む。


（気にしすぎか……）


　恵は、なんでもない、と首を振ふった。


「これから、どーする？　まだデパートとかもあいてる時間だし、軽く覗のぞいてかない？……あれ、佐原さん？」


　肩を並べて歩き出したのに、急に佐原がため息をつきながら立ち止まった。


「やっぱり駄目みたいですね」


「どーしたの？」


「………酔よってしまったようです」


「へ？」


　恵は驚おどろいて、佐原の顔を見上げた。


　繁はん華か街がいの灯あかりの中、顔色も変わっていないし、佐原はいつもと変わりないように見える。


「ホントに？」


「本当です。体質的にアルコールに弱いんですよ」


「武文さんから、そーいう話は聞いたけど……」


　だから今日も、佐原がちょっとでも酔ったそぶりを見せたら、そこでアルコールはやめにしようと思っていたのだ。


　でも、佐原は一向に変わった様子を見せないから、兄弟でも体質が違ちがうんだろうなと勝手に安心して、瀬川に習ったカクテルを次から次へと作ってしまったのだが……。


「酔ってる風に見えないのに」


「あまりみっともない姿を人前ではさらせませんから……」


「佐原さんって……凄すごいかも」


　自制心の固まりだ、と恵は感心する。


「じゃあ、タクシー捕つかまえよっか」


「いえ、乗り物に乗るのも危険な気がします。どこかで少し休んで行きませんか？」


　三半規管がかなり怪あやしくなっているので、まっすぐ立っているのが辛つらいと佐原に言われ、恵はキョロキョロと周囲を見み渡わたした。


「そだね、えーっと……」


　普通だったら、酔い醒ざまし目的の場合は茶さ店てんにでも入って、苦いコーヒーでも一いつ杯ぱい飲めば良いのだろうが、佐原は人目のある場所では本当の意味では落ち着けないような気がする。


「あ、じゃあ。あのホテルに入っちゃおうか？」


　恵は見上げた先にあるシティホテルを指さした。


「こっからだと五分ぐらいかかるけど、ヘーキ？」


「肩かたを貸してくださるなら」


　お安い御ご用ようと恵は微笑ほほえんだ。








　金曜の夜、しかも繁華街の近くとあってホテルはかなり混んでいるようだった。


　お二人さまならダブルのスタンダートタイプの部屋しか空いていませんと言われ、そこで良いと恵は頷いた。





　部屋に入るとすぐ、佐原はベッドに倒たおれ込む。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　恵はベッドに腰こし掛かけて佐原の顔を覗き込んだ。


「ええ。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ない」


「ヘーキだよ。っていうか、おれが飲ませちゃったのが悪いんだし。──でも、佐原さん」


「なんです？」


「次からは、ちゃんとストップ掛けてよね」


　無理して飲まれても嬉うれしくないよ、とふてると、佐原は苦笑した。


「無理なんてしてませんよ。美味しかったのは事実ですし……。いっそ、酒の味が分からなければ、ここまで飲まなかったんですが……」


「駄だ目めだよ。それじゃおれが面おも白しろくないじゃん。次はもっとアルコール度数の少ないのを勉強しとくからさ」


「はい。……すみませんが、水を持ってきていただけますか？」


「うん」


　備え付けの冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取りだし渡わたそうとしたが、佐原は受け取ろうとしない。


「佐原さん？」


「起きあがれないようなので、飲ませていただけると……」


　笑みを含ふくんだ声で、佐原が言う。


「そーだね。酔っぱらわせたのおれだし、責任取るよ」


　恵も笑みを浮うかべつつ水を口に含むと、横たわる佐原に覆おおい被かぶさって唇くちびるを合わせる。


「……ん……」


　佐原の喉のど仏ぼとけが上下して、水を飲み込んだ。


　もう一口と思って、恵は唇を離そうとしたが、そのまま抱だきすくめられてしまった。


「ん……ふっ……」


　佐原は、ゆっくりと味わうように、深いくちづけをしかけてくる。


（こーいうの……久しぶり）


　仕事が最後の佳か境きように入ってからの二週間ぐらいは、キスどころかろくに話も出来なかった。


　仕事が終わったら、その日にバイト先に顔を出すからという約束を心待ちにして、気を張っていた日々。


（でも、もう大丈夫……）


　仕事も一区切りついたし、これからしばらくの間、佐原は自分だけのものになる。


　もう我が慢まんしないでもいいんだという安あん堵ど感に、恵の心は満たされていく。


（……きもちいい）


　キスしたまま、恵は突つっ張っていた腕うでの力を抜ぬいて、佐原に身体を預けた。








「……あ……れ？」


　ふと目を覚ましたら、佐原がいなくなっていた。


　慌てて起きあがると、窓辺の椅い子すに座って携けい帯たいを使っている姿が見えた。


「おれ、寝ねちゃったんだ」


「ええ。──あんまりぐっすり眠ねむってしまわれたので、起こすのが忍しのびなくて」


「どれぐらい寝てた？」


「二時間ほどですね」


「じゃあ、佐原さんも酔いが醒めちゃった？　家にかえろっか」


「いえ。最悪の状態は抜けましたが、まだちょっと……。どうせだから泊とまって行きましょう。今ちょうど、家の留守電に岩井さん宛あてのメッセージを入れていたところなんですよ。……下手に家に帰ると、早朝から野上くんに押し掛けられる予感もしますしね」


　佐原が苦笑する。


「確かに、そうかも」


　恵は勢いよく起きあがるとベッドから降りた。


「コーヒー飲んでたんだ。まずかった？」


　部屋に備え付けられていたワンタッチフィルタータイプのコーヒーを飲んでいたらしい。


　テーブルの上のカップには、中身が三分の二ほど残っていた。


「さて……。水が良ければ、もう少し飲めるものになるんじゃないかとは思うんですが」


「無理しないで、ルームサービスで頼たのめば良かったのに」


「せっかくよく眠っている恵くんを、他人の気配で起こしたくなかったんですよ」


　スタンダートタイプの部屋だけに室内は狭せまい。


　確かに、入り口に他人の気配を感じたら目を覚ましてしまっていたかもしれない。


「ありがと」


　佐原の優やさしさが嬉しくて、恵ははにかんだように微笑んだ。


「もう大丈夫だから、ルームサービス頼むね」


　恵がフロントに電話を掛けようとすると、背後から手が伸のびてきて受話器をつかんだ手を押さえられ、受話器を元に戻もどさせられた。


「必要ないです。──それより、さっきの続きをお願いしたいんですが？」


　腰を抱き寄せられ、首筋に唇の感かん触しよくを感じる。


「うん」


　恵は、うっとりと目を閉じた。


　が、すぐにハタと我に返る。


「ちょっと待って、先にシャワー浴びるから……」


　まだ真夏ではないけれど、外を歩けば確実に汗あせばむ季節にはなっていた。


　どうせだったら綺き麗れいにしてから愛されたい。


「それもそうですね。──では、行きましょうか」


　佐原はにっこりと微笑むと、恵の腰に手をまわしたままバスルームへと向かう。


「えっ、えぇ？」


　びっくりしている間に、恵はバスルームに引きずられて行ってしまう。


「ちょっと、待ってよ」


　あっという間に着ていたシャツとタンクトップを脱ぬがされてびびった恵は、佐原の手から逃のがれるとびたっと壁かべに背中をくっつけた。


「この前、おれ、お風ふ呂ろはやだって言ったよね？」


「ええ、聞きましたね」


「無理強じいは駄目だよ、佐原さん」


　ね？　と普ふ段だんはジェントルな佐原の理性に訴うつたえてみたのだが、今度は駄目だった。


「申し訳ありませんが、今は酔よっているので、どうやら普段よりかなり理性が目減りしているようです」


　これもある意味、自じ業ごう自得ですね、と佐原が嬉しそうに微笑ほほえむ。


「え、うそ、ちょっと……」


　佐原を酔っぱらわせた張本人は、逃にげる間もなく追いつめられていった。








　抵てい抗こう虚むなしくユニットバスの中、恵は佐原の手でさらに追いつめられていた。


「……あ……っ…ふ……」


　綺麗に洗ってあげますからと言われ、備え付けのボディソープをつけた手で立ったまま身体からだ中を洗われた。


「も……だ……ッ……」


　執しつ拗ように、感じるところばかりを撫なで回され、甘く痺しびれる身体から力が抜けていく。


　佐原にしがみつこうと首に腕を巻き付けたが、ボディソープでぬめるせいで力が入らず、ずるりと滑すべり落ちていく。


「……あっ」


「おっと」


　そのまま滑り落ちて床ゆかにガクッと膝ひざをつく前に、佐原の腕に支えられた。


「もう、降参ですか？」


　もっと洗って差し上げたかったのに、と残念そうに佐原が呟つぶやく。


　耳に感じる吐と息いきに身体を震ふるわせながら、恵は甘く疼うずく身体をなんとかして欲しくて頷うなずいた。


「仕方ないですね」


　佐原の腕に支えられるままバスタブの中に膝をつき、ぬるいシャワーを身体にかけられた。


「……あっ………やっ………」


　たかがシャワーの刺し激げきで、身体がビクンと反応する。


「な……んで……あっ……」


　身体についたボディソープの泡あわが肌はだを流れ落ちていく感触さえ妙みようにリアルで、恵を切なくさせる。


（うそ、なんで……）


「や……、さ…はら……さん」


　全身を覆うぬるい快感に、気が変になりそうだ。


　恵は甘あま痒がゆい快感に涙なみだを浮かべながら、救いを求めて佐原の身体にしがみついた。


「感じやすくなってますね」


　佐原はバスタブの中に座ると、向き合うように恵を膝の上に引き寄せる。


「随ずい分ぶんとご無ぶ沙さ汰ただったから、この肌も飢うえているんですね」


　楽しげに呟き、恵の肩かたに唇くちびるで触ふれながら、肌にシャワーの刺激を与あたえ続ける。


「あ……ッ……や……」


　シャワーの刺激から逃れようと身をよじったとき、恵は佐原の身体が自分を求めていることを知った。


　その途と端たん、行こう為いになれた身体が、佐原を求めて狂くるおしいほど熱く疼き出す。


「……ふ……」


　恵は、衝しよう動どうに命じられるままにかがみ込むと、それを唇で覆おおった。


「……んっ……めぐむ……くん……」


　口こう腔こう内いっぱいに佐原を深くくわえ込み、唇で締しめ上げる。


　舌先でなぞるように舐なめあげ、ちろちろと刺激して、強く吸う。


（……はやく、もっと……）


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで自分の身体の反応を楽しんでいる愛いとしい人に、一刻も早く自分を欲しがって欲しかった。


　シャワーの温ぬくもりを背中に感じ、頰ほおから耳元をくすぐる指先の感触に震えながら、恵は一心に奉ほう仕しを続ける。


「……くっ……」


　耳をくすぐっていた指が離はなれ、身体を持ち上げられる。


「──あっ！」


　一気に深く貫つらぬかれ、その衝しよう撃げきで、高まっていた恵は、ガクッとのけぞりながらたまらずに放った。


　いった衝撃で、恵の身体がきつく佐原を締めつける。


「っ……！」


　佐原の腹を熱いもので汚よごしても、恵の欲情は一向に去る気配がなかった。


　もっと感じさせてくれと、内にある佐原を狂おしく、きつく締め上げる。


「…っ……く……」


「…………ふっ……ああっ──！」


　痛いぐらいに強く腰こしをつかまれ、持ち上げられたかと思うと、すぐに落とされる。


　下からたくましいもので激しく貫かれ、恵は自分の体重の分も深く受け入れたソコが、喜びに熱くわななくのを感じた。


「さ……はら……さん。──あっ……ああ……」


　ガクガクと激しく揺ゆさぶられて、きつく締まっていたソコが緩ゆるむのを感じる。


「……あせらないで……、ゆっくり、楽しみましょう」


　佐原に耳元で囁ささやかれた恵は、条件反射で頷いていたが、身を焦こがす熱に支配された心にはその言葉は届かなかった。


「……あっ……さ…はらさん、…もっ……」


　もっともっと愛しい人をリアルに感じたくて、強くしがみつき、腰を揺らす。


「……最高ですよ、あなたは……ッ……」


　熱に浮うかされたような、うわずった声が耳元に吹ふき込まれる。


　恵は身を震わせて、さらに深く恋こい人びとの身体に溺おぼれていった。








　翌日の昼近く、恵はホテルのベッドの上で目を覚ました。


（……ああ、そっか……）


　昨夜ゆうべの記き憶おくを辿たどって、恵はひとりで赤面する。


　けっきょくバスルームの中だけじゃ収まらず、ベッドの上でも何度も愛し合った。


　甘い喜びに何度も泣かされた、幸せな記憶……。


　愛された余よ韻いんで、甘いだるさを感じる自分の身体を愛しく思いながら、身を起こす。


「……さはらさん？」


　窓際の椅い子すに座って外の景色を眺ながめている佐原に声を掛かけると、佐原は弾はじかれたように振ふり向いた。


「目が覚めたんですね」


　良かったと、蒼そう白はくな顔で心から安あん堵どしたようにため息をつく。


「佐原さん、大おお袈げ裟さ。ちょっと寝ね坊ぼうしただけなのに」


　歩み寄ってきて、愛おしげに頰や目元に何度もキスを落とす恋人に、恵は苦笑した。


「ちょっとじゃありません。何度声を掛けても、目を覚まされなかったんですよ」


「そーなの？」


　心配しました、と佐原が頷く。


（ま、あんだけやれば無理もないか……）


　恵は昨夜のことを思い出してひとり赤面したが、佐原は蒼白なままだ。


「もう二度とあんなことはしませんから」


「へ？」


「嫌いやがることを強しいた挙げ句、疲つかれ果てて起きあがれなくさせるなんて最低です」


　もう二度としません、と佐原が繰くり返す。


（佐原さんってば……）


　昨夜のあれでお風ふ呂ろでのエッチも悪くないかも、と恵は目覚めてしまっているというのに、それではあんまりだ。


　でも、それ以上に、心から自分の身を案じてくれるこの人が、たまらなく愛おしい。


「やだな、おーげさだよ。おれはヘーキなのに」


「そうですか？」


　気づかって噓うそをついているんじゃないかと疑わしげな顔。


「噓じゃない、ホントだよ」


　その証しよう拠こに、と恵は佐原の首に腕うでを巻き付けた。


「もう一回、愛してよ」


　言葉で説明するより、熱く求めるこの身体からだを感じさせた方がきっと安心できるだろう。


　佐原を強く引き寄せ、ベッドにもう一度倒たおれ込む。


「──だめ？」


　恵が聞くと、不安げに曇くもっていた佐原の顔に笑みが戻もどる。


「……貴方あなたが望むのなら、幾いくらでも」


　恵は嬉き々きとして、恋人の身体の重みを全身で受け止めた。




その腕うでで惑まどわせて





黒くろ崎さきあつし
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